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　　その一　清せい風ふう故こ人じんのエレメンタリー・スクール




　　　♀♀♂♀♀




　数少ない男子高校生の入学が許された四し季きノの森もり学がく園えんに四時間目の授業の終わりを告げるチャイムが鳴なり響ひびく。チャイムを合図として生徒たちは動き始め、廊ろう下かや教室で談だん笑しようする声が上がり始めた。

　あるところでは机つくえを挟んで、あるところでは廊下の柱の影で話題の花が咲く。

　そんな中、現在もっとも注目を集めているのは、中庭でランチを取っているカップルのことだった。

「はい、あ～ん」

「お、おい、やっぱ恥はずかしいって……」

「気にしなければいいんだよ。ほら、あ～んして」

「で、でもよ……」

「何言ってんの。アタシは彼女だよ。これくらいするの当たり前でしょ？」

「ま、まあ、そうかもしれないけど……」

「だからいいの。はい、あ～ん」

「わ、わかったよ……。あ、あ～ん」

「はい、よくできました」

　見ているほうが恥ずかしくなるような初うい々ういしいやり取り。

　しかし九十九％の男が死んだ現代において、こうした光景を微笑ほほえましく見る者など皆かい無むに等しい。燃もえ盛さかる嫉しつ妬との炎ほのおは学園全体を包み込み、天をも焦こがす勢いだった。

『リア充じゆう死ね！』

『ふふふ……これは夢よ……夢なのよ……』

『くっ、落ち着いて、アタシの右みぎ腕うで……っ！　ここではダメよ……っ！　もう少しだけ保もって……っ！』

　単純に憎ぞう悪おを燃やす者、夢に現げん実じつ逃とう避ひする者、理性と戦う者、様々な者の注目を浴びるそのカップルは、かつて幼おさな馴な染じみだった。

　久く我が原はら湊みなとと千ち賀が浦うら千ち湖こ。

　二人は幼馴染の関係を捨て、ついに結ばれたのだった。

「ミナトン、どう？　おいしい？」

「あ、ああ、うまいよ、千湖」

「よかった～！　特にこれがよかったとかってある？」

「この炒いため物ものがいいな。味のアクセント、どうやってやったんだ？」

「ふっふ～、うちの秘伝だからちょっと秘密かなぁ～」

「ちょ、いいだろ、それくらい。教えてくれよ～」

「ダメダメ。ミナトンが婿むこに来てくれたら教えてあげるよ」

「む、婿って……馬ば鹿か、何言ってんだよ」

　湊みなとが顔を背そむけると、千ち湖こはその横顔を眺ながめて微笑ほほえんだ。

「照れない照れない。でもよかったよ、ミナトンが喜んでくれて。ミナトンは料理がうまいから、プレッシャーだったんだ～。今日、朝五時起きで作ったんだよ？」

「マジか!?」

「マジマジ。大マジだよ」

「そっか……わざわざありがとな、千湖」

「いえいえ～、どういたしまして～」

　幼おさな馴な染じみということもあって二人の距きよ離りは近く、会話は途切れない。

　しかし二人がまとっている雰ふん囲い気きには微妙な違いがあった。

　千湖が幸せオーラを放っているのに対し、湊には戸と惑まどいがある。

　そのことが見抜けぬ少女たちではない。だからこそ少女たちは考える。

　この恋人関係が『本物』か『偽にせ物もの』か、を。




　──五日前、野外活動最終日に行われた〝告白祭〟。




　そこで告白相手として選ばれたのは千湖だった。だから形から言えば湊と千湖が恋人であるのは確実。しかし少女たちは『この告白はフェイクだ』と受け取っていた。

　湊が一人の女の子に決めきれず、困った末に親友の千湖に助けを求めただけ──そう読んだ。

　誰だれが見てもそう見える状況だった。だから少女たちは、




　──まだチャンスはある。




　そう見ていた。しかし──

「久く我が原はらくん、わたしもお弁当作ってきたの。混ざってもいい？」

　湊のもとに、ピクニックバッグを持った少女が近寄る。

　するとすかさず千湖が二人の間に立ちふさがった。

「ごめんね。ミナトンはアタシの彼氏だから、そういうのは遠えん慮りよしてもらっていいかな？」

「そ、そうなんだけど……久我原くん、ダメかな……？」

　少女は身体からだを傾け、背はい後ごにいる湊みなとに助けを求める。

　湊は頭をかきながら言った。

「ご、ごめん、千ち湖こと付き合ってるから、そういうのは……」

「あ……うん、じゃあ、しょうがないね……」

　このような光景が告白後、ずっと続いていた。

　少女たちから見て、湊には隙すきがありそうだった。しかし千湖がしっかりと手た綱づなを握にぎっていて、崩くずれそうで崩れない。

　結果、次々と撃げき退たいされて死し屍し累るい々るいという有あり様さまとなっていた。

　一方、冷静に状況を観かん察さつする者もいる。

　湊と千湖に視線を注そそぐ集団の一つに、校舎の影から密ひそかに囁ささやき合あっている三人組の姿があった。有あり栖す、瞳ひとみ、小こ萌もえである。

「千ち賀が浦うら先せん輩ぱいって、料理もできるんですね……」

「両親が昔から仕事で忙しかったから、チコは家事万能よ」

「へぇ、そうだったんですか」

「それょりもチコちんが何を考えてぃるかょ。絶対ぁの告白ゎ偽ぎ装そうだったんだから」

　彼女たちを知っている人間ならば『まさか』とつぶやくような組み合わせであるが、彼女たちは彼女たちなりの目的を持って集まっていた。

　提案したのは瞳だった。

　彼女は〝告白祭〟の前夜、湊に告白していたが、千湖と付き合うことになったため撃退された少女の一人だった。

『ほら、ミナトン。ちゃんと言って』

　湊が千湖同どう伴はんで瞳のもとを訪れたのは〝告白祭〟翌日のことだった。

『ごめん、瞳！　気持ちは嬉うれしいけど、俺おれ、千湖と付き合うことにしたんだ！』

　瞳は湊の様子を見て、経けい緯いを理解した。

　千湖は〝彼女〟という絶対的地位を手にしたことで、湊の女関係を清算──つまり、告白された少女にきっちりけじめをつけるよう迫せまったのである。

　瞳はその手並みに恐きよう怖ふを覚おぼえた。付き合い始めてたった一日にもかかわらず、尻しりに敷しいているどころではない。すでに湊を制せい御ぎよしきっている。

　だから瞳はこう返した。

『ぃぃの。気にしなぃで。別にみなとくんがあたしのことを嫌きらぃになったゎけじゃなぃんでしょ？』

『あ、ああ、もちろんそうだけど……』

『ならぃぃょ。もしチコちんに飽あきたら声をかけてょ。あたし、まだみなとくんを諦あきらめてなぃから』

　千ち湖こが『ふ～ん』とだけつぶやく。それでその場は終了した。

　この後、瞳ひとみはすぐに小こ萌もえに連絡を取った。同じ場所で告白した仲間として、同様の事じ態たいが想定されたためだった。

　そして瞳の読み通り、小萌のもとにも湊みなとは千湖同どう伴はんでやってきた。

『ごめん、小萌ちゃん！　俺おれ、千湖と付き合うことにしたんだ！』

『気にしないでください。私は私の気持ちを知って欲しかっただけですから』

『小萌ちゃん……』

『私の気持ち、変わりませんから。伝えたいのはそれだけです』

　こうして瞳と小萌は〝湊に振られたけれども、諦あきらめていない仲間〟となった。

　そこで瞳が提案したのが共同戦線である。

　今まで千湖はあくまで親友として湊に接していた。にもかかわらずどうしてここに来て手の平を返したのか。本当に湊のことが好きなのか。別の真意があるのではないのか。そこが明らかになっていなかった。

　瞳は共に告白をした小萌をライバルとして認め、千湖の不可解な行動を探さぐるパートナーとして選んだ。そして小萌が承しよう諾だくしたことで、対千湖の同どう盟めいが成立したのだった。

　次に瞳が話を持ちかけたのは有あり栖すである。

　有栖と千湖が親友であることは、誰だれもが知ることだった。そのため千湖の真意を知るために有栖は必要不可欠な人間だった。

　だが有栖は、

『わたしもどうしてチコがこんなことをしているかわからないの』

　と要よう領りようを得ない回答をしたあげく、

『わたしもチコの真意を知りたいから、協力する』

　と言ったことで三者の連帯関係が生まれた。




　なお、この三人の協力関係は五月三日に生まれたことから〝ゴ５ミ３のごとき共同戦線〟として一部の少女たちの間で囁ささやかれている。

「ねぇ、萌っち、会長ゎ裏で動ぃてそぅ？」

「私が知る限りではそういう兆ちよう候こうはありません」

「ぅ～ん、ゃっぱりチコちんの独断でこの状じよう態たいかぁ……。ありす、まだチコちんから真意を聞き出せなぃの？」

「告白の後、チコはわたしを避けてるみたいで、なかなか話せなくて……」

「なにだらしなぃこと言ってるのょ。こぅぃぅのゎ早くしなきゃ意味なぃでしょ？　もしこのままズルズルぃっちゃったらみなとくんに情が生まれちゃぅよ！　そぅなったら別れにくくなっちゃぅじゃなぃ」

「わかってるわよ。わかってるけど……」

　こんなこと、今までなかった──と有あり栖すは消え入るような声で付け加えた。

　瞳ひとみがため息をつく。だがそれ以上責めなかった。

　責めれば何かしらの動きが出るのであれば、瞳はしたかもしれない。しかし瞳にとっても社交性抜群の千ち湖こが親友である有栖との仲を自みずから断ち切るのは驚きよう天てん動どう地ちの事じ態たいだった。それだけに瞳としても迂う闊かつに突っ込むことの危険さを肌はだで感じていた。

　だが逆に、この状況を動かすのもまた有栖しかない──とも思っていた。

　だからこそせっつきながらも、責めはせず、ただ状況を見守っていた。

「ミナトンさぁ、今度の土曜、デートしない？」

「ぶほっ！　……デ、デート!?」

「いいでしょ？　だって、アタシたち恋人なんだし」

「ま、まあそうだよな。恋人ならデートはするよな」

「うん、じゃあいいよね？」

「あ、ああ」

「じゃあアタシね、行きたいところがあるんだけど……」

　有栖、瞳、小こ萌もえは校舎の影からぐぐっと身体からだを伸ばす。

　そんな彼女たちに背はい後ごから迫せまる影があった。

「おい、ビッチども。ここで雁がん首くび揃そろえて何をしている」

「「「!?」」」

　三人が三様の驚おどろきを示す。なぜなら彼から女性に話しかけることなどほとんど皆かい無むであることを三人とも知っていた。

「ホルストくん……何か用？」

　ようやく瞳が口を開く。

　ホルストは鼻息を荒あらくした。

「用があったから話しかけたに決まっているだろう」

「じゃぁ、何？」

　ホルストはため息をついた。

「まったく不本意だ……だが、あのアーパー娘むすめは手ごわい。そこでお前たちに協力してやってもいいと思っている」

「もしかして……」

「ああ。同どう盟めいしてやろう。男同士だからこそ聞けることやできることがある。それをやってやろう。ただしその代わりお前たちの情報も寄こせ。これは、そういう取り引きだ」

　そう言って、ホルストは金色の髪かみをかき上げた。




　　　♀♀♂♀♀




　次の土曜日──

　湊みなとはデートの支し度たくを済ませ、寮りようの玄げん関かんを出ようとしたところホルストに呼び止められた。

「ミナトくん、お出かけかい？」

「ああ、まあな」

「あのアーパー娘むすめとデートなんだろ？」

「っ！　何でお前……って、まあ常磐ときわ先せん輩ぱいのところからか」

　学園内の情じよう報ほう網もうを侮あなどることはできない。どれほど隠しても誰だれかが摑つかんでいる。そのことを湊は今日までの経けい緯いでよく悟さとっていた。

「ちなみに場所は教えないぞ」

「聞くつもりはないさ。それよりミナトくんは、ホントにあのアーパー娘と付き合うことにしたんだね」

「ま、まあな。前から言ってたことだろ？　今いま更さら聞くなよ」

「それじゃああの垂たれ乳ちちや幽ゆう霊れい娘むすめはもういいのかい？」

　湊は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　垂れ乳は瞳ひとみ、幽霊娘は小こ萌もえを指していることは聞かずとも理解できた。しかし注意をすると長いため、適当に流そうと思った。

「もういいのかって、どういうことだよ？」

「未練がないのかってことだよ。まああんなビッチども、ミナトくんとは到とう底てい釣つり合あわないから未練なんてないだろうけどさ」

　──この言葉さえなければ。

　湊はぶるぶると身体からだを震ふるわせると、喉のどの奥底から言葉を絞しぼり出だした。

「未練、だと……？」

「ミ、ミナトくん……？」

　異常を察したホルストが声を震わせる。

　湊はぐっと両手に握にぎり拳こぶしを作ると、くわっと目を見開いた。

「馬ば鹿かか、ホルスト……。未練がないわけねーだろうがぁぁぁぁぁ！」

「うわぁ……」

　ホルストが呆あきれた響ひびきの吐と息いきを漏もらす。

　湊は構かまわず続けた。

「〝巨きよ乳にゆうのフランク美少女〟と〝小動物系後こう輩はい美少女〟なんだぞ!?　今後一生かかってもこんな子から好意を寄せられるなんてありえないかもしれないんだぞ!?　俺おれがどんな！　どんな気持ちで断ったか……っ！　くぅぅぅ……っ！」

　湊みなとは血けつ涙るいのごとき涙なみだを拭ぬぐった。

「身体からだが三つあれば……そうすれば全員と付き合ったものを……っ！　神よ！　どうしてあなたは身体を三つ作ってくれなかったのですか!?」

「死ぬほど未練たらたらだね……。大だい丈じよう夫ぶ、ボクが君に空あいた穴あなを埋うめてあげるから」

「ケツを触るな、ケツを！」

「ふふふっ、安心して。初めては怖いかもしれないけど、だんだんやみつきに──」

　湊はホルストの襟えりを絞しぼり上あげた。

「あのさぁ、俺おれ、デート前で時間がないんだよ。わかるか？　あぁ？」

「ご、ごめんよ、ミナトくん。これは……そう！　ジョークさ！」

「じゃあこれ、俺からのジョークな」

　湊はホルストの腹はらに膝ひざ蹴げりを執しつ拗ように浴びせた。

「ぐふっ……」

　ホルストが悶もん絶ぜつして倒れる。

　湊は襟の乱みだれを正すと、ホルストに背せを向けた。

「でもさ、ミナトくん。それだけ未練があるなら、どうしてあの二人の告白を断ったんだい？」

「お前、復活はえーよ！」

「で、どうなんだい？　なぜ断ったんだい？」

　湊は思わず息を吞のんだ。

「それは、その……」

　その合間を突いて、ホルストが尋たずねる。

「アーパー娘むすめのため、かい？」

「……それはある。あるけれども、それだけじゃない」

「どういうことだい？」

　湊は頰ほおをかいた。

「瞳ひとみと小こ萌もえちゃん、どっちも魅み力りよく的てきだし、どっちとも付き合いたいけれど、逆に言えば甲こう乙おつつけがたいというか、どちらか一方だけ選べと言われれば……正直決められない」

「ふむ、ミナトくんには二人同時に付き合おうという発想はなかったんだね」

「あったよ。あったけど、さすがに無理というか、限界は〝九十六人デート〟で悟さとった」

「それは実に結構なことだね」

「なんつーか、俺、思ったんだよ。選べないのは本物の恋じゃないのであって、本物の恋であれば他の何を犠ぎ牲せいにしても一人を選ぶんじゃないだろうか……って」

「ほう」

「その〝本物の恋〟がどんなものかわからない。それが理解できるのかもわからないし、もしかしたらないのかもしれない。それでも一人に絞しぼれない以上、千ち湖こを振る理由にならないと思ったんだよ」

「ふ～ん、なるほどね」

　こうして話しながら、湊みなとは意図的に外はずしている話題があった。

（俺おれは千湖のことをどれくらい好きなのだろうか？）

　千湖とはあまりにも友達でいる期間が長すぎた。それは『有あり栖すは妹』という固こ定てい観かん念ねんと同様、簡かん単たんに失われるものではなかった。

　今の千湖への気持ちが恋愛感情かわからない。そのため付き合っているのがおかしいかもしれないが、自みずから告白した手前、やっぱりやめたとも言えない。

　千湖のことが好きなのは間違いない。だから傷つけたくないし、いい関係を今後も保っていきたい。それだけに千湖への気持ちが友情か恋愛かわからない状じよう態たいで振るという選せん択たく肢しはなかった。

　じゃあ逆に千湖の気持ちはどうなのだろうか。

　千湖は言った。

『アタシはミナトンが好きだよ。ずっと前からね』

　これはどれくらい本気のセリフだったのだろうか？　千湖に友情フィルターは存在しないのだろうか？　なぜ突とつ然ぜん言い出したのだろうか？　それらが未いまだ摑つかめずにいる。

　ただ千湖が冗じよう談だんで言ったわけではないのはわかっていた。

　千湖が告白して以来、千湖と有栖の関係がどこかギクシャクしている。そのせいか千湖と一緒にいると、有栖が寄ってこなくなった。

　そのことに関して、湊は自ら触れるつもりはなかった。

〝兄〟に彼女ができた場合、その彼女と〝妹〟の関係は微妙になるのではないだろうか。その彼女と〝妹〟の関係が元々は親友であったならばなおさらだ。

（でも、そのうち何とかしなきゃな……）

　湊の胸むねに、しこりがあった。

　有栖と千湖の関係がギクシャクしているからか、有栖との距きよ離りが遠ざかってしまったからか、またはそれらすべてのせいか。よくはわからないが、湊にとって気分のいい状態ではなかった。

　しかしこういうことは焦あせって動いてはいけないように感じていた。

　千湖の気持ちに関してもそうだ。

　千湖と付き合うことになった。ならば千湖と恋人として行動していれば、千湖の本気度はおのずとわかるのではないだろうか。そして恋人となった以上、未だ友情視点で見てしまうことに関しては一度リセットし、恋愛対象と見て行こう。

　そう思っていた。

「おっと、もう時間だ。じゃあホルスト、行ってくるわ」

「ああ、いってらっしゃい。楽しんできなよ」

「おう」

　ホルストが手を振る。湊みなとは手をかざして応じると、背せ中なかを向けた。

　次の瞬しゆん間かん、ホルストが携けい帯たいを取り出す。しかしその行動は湊の視界からは外はずれていた。
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　電車から降りるとすでにテーマパークの空気が漂ただよっていた。

　聞こえてくるポップなメロディと、カラフルな街まち並なみ。店にはお土産みやげ用ようの商品が並び、道行く人の足並みは軽い。

　そんな光景を見ながら待つこと五分。湊の前に千ち湖こが現れた。

「お待たせ、ミナトン！」

「お、おう……」

　千湖の装よそおいはいつもと違って、完かん璧ぺきに〝女の子らしい〟ものだった。それだけに湊はバクバクと波打つ心しん臓ぞうを抑おさえることができなかった。

　特に目を引くのはミニスカートだった。カモシカのような足がレースのひらひらと合わさって、三倍増しぐらいの輝かがやきを放っている。

「どしたの、ミナトン。おや～、もしかして～、アタシの足に見とれちゃった？」

　千湖が短い丈たけを少しだけ持ち上げる。

「お、おい！」

「あはは！　ミナトン慌あわててるの！」

「あ、慌ててねぇよ！」

「声、震ふるえてるよ？」

「んなことねーよ！」

　そんな押おし問もん答どうをしながら遊園地の中に入る。

　湊がパンフレット片手にアトラクションを選んでいると、千湖がおもむろにつぶやいた。

「ミナトンと遊園地だなんて、ホント久しぶりだね。いつ以来だろ？」

「小学五年のとき、お前の父さんに連れてってもらった以来じゃないか？」

「だね。結構時間経ってるなぁ。しかもまさかミナトンとカップルになって来ることになるとはねぇ」

　湊は思わず咳せき込こんだ。こうした千湖のジャブに毎回ドギマギさせられる。

「ミナトン、まずはジェットコースターに行かない？」

「お、いいな」

[image: ]

「よ～し、今日は楽しむぞ～」

　千ち湖この元気の良さは昔から変わらない。

　でも魅み力りよく的てきになった。女らしくなった、と言いい換かえてもいいかもしれない。

　手足は女性らしく細くしなやかになり、腰こしのくびれやお尻しりの丸さ、ふくよかな胸むねなど、全身が女の子になっている。まつ毛も伸び、猫ねこっぽい目やツインテールは愛らしい。口を開くとつい男友達の感覚が戻ってしまうが、清せい楚そにしていれば目で追ってしまうほどの美少女ぶりである。

「お前、ホントに女の子らしくなったなぁ」

　相手が千湖ということで気が緩ゆるんでいたためだろうか、無む意い識しきに言葉が出た。

　すると千湖は顔を真っ赤にし、華きや奢しやな身体からだを腕うでで隠した。

「ミナトン……どこ見てたの？」

　そんな顔をされては、こっちが恥はずかしくなってしまう。

　湊みなとは慌あわてて腕を振った。

「い、いや、違うんだ！　そういうやましい気持ちじゃなくてだな！」

「ミナトンのエッチ」

　千湖はあっかんべーをした。その頰ほおは照れているのか、少し赤い。

「ちょっ、違うって！　待てよ、千湖！」

「べー、だ。エッチなミナトンが悪いんだよ。追いつけるものなら追いついてみなよ！」

　千ち湖こは加減して走っているのだろう。追いつけるかどうかの速度で駆かけていく。

「待てって！」

　湊みなとは足に活を入れ、全速力で後を追った。

　千湖といるといつもこうだ。騒さわがしくて、ドキドキさせられて、でも何だか楽しくて。

　今は恋人としての好きなのかどうか、まだわからない。けれど難しいことを考えず、楽しめばいいんじゃないか。そんな気がした。

「絶対追いついてやる！」

「あはは、アタシを食べようたって、そう簡かん単たんにはいかないよ～」

　千湖が手て招まねきして挑ちよう発はつする。

　湊は悲鳴を上げる肺はいに空気を送り込み、千湖を追いかけた。
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『あはは、捕まっちゃった～』

『この野郎～。途中からちょっと本気だっただろ～』

『本気出してないって。出したかもしれないけど』

『それ、本気出してるってことだろうが～』

　ジェットコースターの列の最さい後こう尾び。

　湊が千湖の首に腕うでを回し、こめかみにゲンコツをぐりぐりと当てる。

　対する千湖はさして痛そうにしておらず、むしろ照れくさそうに微笑ほほえんでいた。

「…………」

「…………」

「…………」

　ジェットコースターから少し離はなれた建物の影。

　そこで有あり栖す、瞳ひとみ、ホルストの三人は湊と千湖のやり取りをジト目で追っていた。

「なにぁれ。完全に恋人のやり取りなんだけど」

「くっ、あのアーパー娘むすめめ……っ！　ボクのミナトくんにあんなにボディタッチしやがって……っ！　ミナトくんに触れていいのは、ボクだけだ……っ！」

「ホルストくん、何言ってるの？　お兄ちゃんに触れていいのはわたしだけなんだけど？」

「だぁまれ、絶ぜつ壁ぺき！　ロッククライミングもできないような胸むねのくせにほざくな！」

「はぁ？　今何て言った、ホルストくん……」

「ホルストくんゎね、絶壁って言ったんだょ？　水平線の彼方かなたまでょく見えるょぅな凹おう凸とつのなぃ胸って言ったの。ゎかる？」

「うむ、お化ばけ乳ちちの割にはいい要約だ」

「ホルストくん、裏切ったゎね！　ぉ化け乳って何ょ!?」

「ふんっ、裏切るも裏切らないもない！　ボクはミナトくんのナイト……それ以上でも以下でもない！　無論、騎き士しのナイトと夜のナイトをかけているのは言うまでもないことだが──」

「どうでもいいわ……。二人とも旅に送ってあげる……。二度と戻れない旅に、ね……」

「──うらやましいです」

「「「うわっ！」」」

　突とつ然ぜん現れた人影に三人が驚おどろきおののいた。

「萌もえっち!?　ちょっと、ぃきなり出てこなぃでょ。びっくりしちゃぅじゃなぃ」

「あ、すみません……」

　小こ萌もえはぺこぺこと頭を下げた。

　小萌の固有能力【少女は見ていたベイビーステツプ】は気け配はいを断たつ。その隠おん密みつ性せいは優すぐれているが、味方にさえ気がつかせない面もある。

　瞳ひとみは気を取り直して尋たずねた。

「それで、警けい備び状じよう況きようゎどうだった？」

「常磐ときわ先せん輩ぱいが言っていたように、直じき参さん部ぶ隊たいのみでした」

「ふ～ん、会長のことだからもっと潜ひそませてるんじゃなぃかと思ってたんだけどね」

「それだけ千ち賀が浦うら先輩への信頼度が高いのでしょう。〝九十六人デート〟とは違い、交代する際の揉もめ事ごとが起こらないことも要因にあると思います」

「なるほどね。警備状況、チコちんも知ってるんだょね？」

「ええ、そのはずですが」

「手て薄うすって知ってぃるにしちゃぁ見せつけてくれるょね、チコちんも」

「チコ……」

　有あり栖すが物もの憂うげにつぶやく。その嘆たん息そくには、様々な思いが秘められていた。




　──チコ、ホントにお兄ちゃんが好きなの……？




　考えるたび、有栖は嫉しつ妬とと疑ぎ問もん符ふと罪ざい悪あく感かんで心が満たされてしまう。

　お兄ちゃんとじゃれ合うなんて、うらやましすぎる。わたしももっとこう、喧けん嘩かじゃなくて、触れ合っているけど甘い感じで……、

『有栖、お前の髪かみ、綺き麗れいだよな？』

『もうお兄ちゃん、何言ってるの？　バカじゃないの？』

『ほら、こんなにサラサラで……』

『やだお兄ちゃん、いきなり触らないでよ!?』

『いいだろ、これくらい』

『もうお兄ちゃんったら、それセクハラなんだから……』

　なんて感じになっちゃったりして！

「ありす、何か変なこと考えてなぃ？」

「はっ！」

　瞳ひとみの突っ込みに、有あり栖すは表ひよう情じよう筋きんを引ひき締しめ直なおした。

　でもチコは本当にお兄ちゃんのことが好きなの？　もしかして、わたしにハッパをかけるためにやってるとかじゃなくて？　でもチコの楽しそうな素そ振ぶりは噓うそに見えないし……。

　……もし。そう、もし本当にチコがお兄ちゃんを好きなら、今まで自分はなんて残ざん酷こくなことをしていたのだろうか。応おう援えんするよ、と言っていたとき、いつもどんな気持ちだったのだろうか。笑顔の奥で、ずっと泣いていたんじゃないだろうか。

　考えれば考えるほど有栖は沈しずまずにはいられなかった。

「おい、ビッチども。一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。さっさと作戦を発動させるぞ」

「そぅね」

　瞳が頷うなずく。それに釣つられ、有栖と小こ萌もえも頷いた。
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　ジェットコースターが猛もうスピードで進み、時には回転、時には逆走していく。

　湊みなとはジェットコースターを降りると、思い切り背せ伸のびした。

「楽しかったぁ～！」

　横に並ぶ千ち湖こが即座に同意を示す。

「ホントホント！　ミナトン、もう一回行かない？」

「お、いいな！」

「行こう行こう！」

　そうして湊が再び最さい後こう尾びに並ぼうとして──

「おい、あんたら。見せつけてくれんじゃないのさ」

　不良に絡からまれた。

　かなり昔に流行はやったツッパリブームをリスペクトしていると思わしきロングタイトスカートの制服を着た少女たちである。

　数は三人。どうやって持ち込んだのか、一人は木ぼく刀とう、一人はカミソリ、一人はチェーンを持っている。

「おうおうおう、あんた、久く我が原はら湊みなとだろ？　ちょっとあたいたちに付き合ってくれよ」

「今だったらたっぷりサービスしてやるぜ？」

「それとも何か？　嫌いやとでも言うのか？」

「あ、いえ、その……」

　湊は慌あわてて周囲を見渡した。

　直じき参さん部ぶ隊たいは──来ない。これだけの危険に遭あっていればすぐに来てくれてもおかしくないのに、姿すら見せてくれない。

　湊の困こん惑わくを外に、瞳ひとみたちは順調な滑すべり出だしにガッツポーズをかましていた。

　瞳たちは考えた。二人を別れさせるためにはどうすればいいのか。

　その中の一つが〝湊の株を落とすことで千ち湖こに愛あい想そをつかさせる〟という策さくである。

　ではどうすれば湊の株を落とすことができるか。

　有あり栖す、瞳、小こ萌もえ、ホルストの間で協きよう議ぎし、導き出されたのが〝不良に絡からませ、恥はずかしい姿を見せる〟だった。

　問題はどうやって不良を調達するかだった。同じ四し季きノの森もり学がく園えん生せいには頼みにくく、顔がばれている可能性もある。

　ここで活かつ躍やくしたのはホルストである。

『お前ら、ボクの言うことを聞けば、いいことをしてやろう』

　そう言ってホルストが勧かん誘ゆうし、見事に難なん事じを解決して見せたのだった。

　ホルストはモデル並の容姿である。そのホルストであるからこそできた芸当だった。

　不良に絡ませるというのは、Ｂ─ＤＡＹ以前──旧時代の刷すり込こみを利用している。

　不良に絡まれて助けるのは男の役目。その固こ定てい観かん念ねんを逆さか手てに取ったのである。

　無む論ろん、現代において男の力は女にかなわない。だが男が女に暴力を振るってはいけないという風ふう潮ちようは未いまだ存在していた。これを喧けん嘩かに当てはめると、男は腕わん力りよくで劣おとっているにもかかわらず、抵てい抗こうしてはならない。

　この旧時代と新時代の矛む盾じゆんを四人は狙ねらったのである。

　またこのとき、直参部隊を小萌が抑おさえている。元々小萌自身が直参部隊の一人と言える人間であったため、能力、ポジションともに混乱させるには適任だった。

「ミナトン、アタシが片付けるよ」

　千湖がずいっと前に出る。

　湊は手を前に出し、千湖を制止した。

「やめとけ、千湖。ここで揉もめ事ごとを起こすほうが面倒だろ？　直参部隊が来るまで時間を稼かせげばいいだけの話じゃないか」

「そりゃそうだけどさ……」

「おっと、お嬢じようちゃんには大人しくしてもらおうか」

　左右から不良が近づき、千ち湖この両りよう腕うでを拘こう束そくする。

　残ったリーダーらしき少女が舌なめずりした。

「湊みなとくんさぁ、こんな可愛かわいい子連れてるけどさぁ、あたいたちじゃ不満かい？」

　他の二人はデブ、ガリのコンビで魅み力りよく的てきとは言えないが、リーダーらしき少女はなかなか可愛い。ロングスカートは微妙だが、顔だち自体はとても整っており、茶色のメッシュが魅力を引き立てている。

「君はかなり可愛いと思うけど……」

「えっ!?」

　意外な言葉だったのだろう。リーダーらしき少女が真っ赤になってのけぞった。

「紗さ季きさん！　顔赤いッス！」

「リーダー！　あたいたちの反はん男おとこ同どう盟めい、忘れたんスか！」

「ハッ！」

　紗季と呼ばれたリーダーらしき少女が我われに返る。

　紗季は顔を赤らめたまま気まずそうに頰ほおを手の甲こうで拭ぬぐうと、キッと湊をにらみつけた。

「フンッ、そうやってあたいたちの仲を裂さこうって手かい！　そうはいかないよ！」

「いや、本気で言っているんだけど」

「はうっ！」

　紗季が顔を上気させ、頰を両手で挟んだ。

「そそそ、そんな、あたいが可愛いって……そそそんなことあるはずが……でも男の人に可愛いって言われたの初めてだし……もももしかしたらあたいにも男の人と付き合うことができるのかも……」

「あの、可愛いんだから、普ふ通つうの格かつ好こうをして男のいるところに行けば、十分チャンスはあると思うけど」

「ほほほ本当かい!?」

「ああ、少なくとも俺おれはそう思うけど」

「うひょーっ！」

　紗季が狂きよう喜き乱らん舞ぶする。

「紗季さん！　騙だまされてはダメッス！」

「リーダー！」

「ハッ！」

　お伴ともの声で理性を取り戻した紗季は少し悩んだ後、湊の耳に口を近づけた。

「あ、あのさ、あたいが可愛いってホントだよな？」

「ほ、本当だけど……」

「も、もう一度可愛いって言ってもらえるか？」

　耳元での囁ささやきに、湊みなとはごくりと唾つばを飲み込んだ。

（か、可愛かわいい……）

　不器用さがにじみ出たぞんざいなしゃべり方としおらしい声がギャップを生み出し、心をくすぐる。

　湊は頰ほおをかくと、紗さ季きにそっとつぶやいた。

「……可愛い」

「くぅ～ん！」

　紗季はふらふらとよろけると、脳のう天てん直ちよく撃げきのダメージを受けたのか、そのまま二回転。その後、足をもつれさせ、地面にへたり込んだ。

「紗季さん！」

「リーダー！」

　千ち湖こを抑おさえつけているお伴とも二人が呼びかけるものの、紗季に聞こえてはいない。呆ほうけた表情で空を見つめるばかりだった。

「ミ～ナ～ト[image: ～][image: ～]ン」

　拘こう束そくされた千湖から非難の声が上がる。

　湊は慌あわてて両手を振った。

「い、いや！　違うんだ、千湖！　これは浮うわ気きとかじゃなく、ちょっと素直な気持ちを口に出しただけで……」

「へぇ～、そうなんだ～。可愛いって、素直に思ってたんだぁ～」

「き、聞こえていたのか!?」

「だって男より耳いいし～、一いつ生しよう懸けん命めい耳を澄すましてたから～」

「うっ……」

　湊がたじろいでいる間にも、紗季のお伴二人が懸命に呼びかけを続けていた。

「紗季さん！　男なんてクソだ、って言ってたじゃないですか！」

「リーダー！　あたいたちは一生独身を貫つらぬくって約束、噓うそだったんですか！」

「ハッ！　そ、そうだった、あたいは……」

　紗季がゆっくりと立ち上がる。そして湊の正面に立った。

「久く我が原はら湊、よくもあたいたちの友情を踏ふみにじってくれたね……」

「あ、いや、俺おれなんにもしてないけど──」

「ほざくじゃないか！　これはお仕置きが必要だね！」

「紗季さん！　屈くつ辱じよく的てきなやつをお見み舞まいしてください！」

「そうだね、じゃあ──」

　紗季がロングスカートをまくる。

「ここにキスでもしてもらうってのはどうだい？」

「ヒューッ！　さすが紗さ季きさん！」

「そいつは屈くつ辱じよく的てきですね！」

「くっ──」

　太ももにキスをするには這はいつくばる必要がある。きっと傍はたから見たら犬のごとき光景だろう。いくら千ち湖こを人ひと質じちに取られているとはいえ、なんてご褒ほう美び──いやいや違う！　なんて屈辱的な行為なんだ！

（でも柔らかそうだな、太もも──）

　ロングスカートに隠れていただけに、さらけ出された太ももにはプレミアム感が漂ただよい、吸いつけられる魔ま力りよくを持っている。

「ミナトン、よだれ……」

「はっ！」

　千湖に指摘され、慌あわてて湊みなとはよだれを拭ぬぐった。

「ほら、久く我が原はら湊、はぁはぁ……さっさとやりなよ……はぁはぁ……」

　紗季は目に淫みだらな炎ほのおを宿し、湊に近寄る。

　エッチなスイッチが入った女の子って、いいよね？

（じゃなくて！）

　湊は頭を振った。

　這いつくばって太ももにキスなんかしたら、千湖は幻げん滅めつするだろう。しかし千湖の身の安全のためには、言われるがままするしかない。

　こんなとき、昔ならば男が身体からだを張って女の子を助けるところだ。それが今や女の子に絡からまれて、男は何もできずに言われるがまま。

　我われながら情けない、と湊は思った。

「ほら、早くしなよ！」

「ハリー！　ハリー！」

「……っ、やってやるさ！」

　それでも千湖を守るためには仕方ないことだ。

　そう自分に言い聞かせ、湊は太ももに口を近づけていった。

「ダメ──っ！」

　間かん一いつ髪ぱつのところで、千湖が叫さけび声ごえを上げた。

「ミナトン、そんなことしなくていいよ……。ううん、して欲しくないの、アタシが！」

　千湖が怒りに任せ、【巨人殺しジヤイアント・キリング】を発動させた。

　本来なら【巨人殺しジヤイアント・キリング】は姿が消えるほどの機動力を見せる。しかし二人のお伴ともに抑おさえつけられていたため、今は目で追えるレベルにあった。とはいえ、その速度は凄すさまじいものがある。

「うわわわっ！」

　千ち湖こはストップ＆ゴーを繰くり返かえし、お伴とも二人を振り落とそうとする。人間ジェットコースターと言うべき軌き道どうに、お伴たちは千湖に摑つかまるので精せい一いつ杯ぱいとなっていた。

「きゃっ！」

　勢いについていけなくなったお伴たちが拘こう束そくを解といた。

　尻しりもちをつく二人を一いち瞥べつで震ふるえ上あがらせると、千湖はゆっくりと紗さ季きに歩あゆみ寄よった。

　湊みなとは千湖の顔を見て、危機感を一層強めた。

　うつむいていてもわかる。千湖は本気で怒っている。その証しよう拠こに、一歩踏ふみ出だすたび、地面のコンクリートにヒビが入っている。

「あのさぁ、人の彼氏に手を出しておいて……ただで帰れると思ってないよね？」

「あ、ああ、あの……」

　すでに紗季はビビりモードだ。

　それも当然だろう。今の千湖は普ふ段だんとのギャップもあって、有あり栖すより怖い。

「もういいんだ、千湖！」

　湊は割って入った。もう勝負はついていた。

「でもさ、ミナトン！　アタシ、ミナトンをここまで馬ば鹿かにされてさ！　許せないよ！」

「俺おれのことはいいんだ。それよりお前が無事だったなら、それでいいんだ」

「ミナトン……」

「おい、あんた」

　湊は紗季に声をかけた。

「さっさと行けよ！　これ以上千湖を抑おさえる自信、俺にはないぞ？」

「ひ、ひいいぃぃぃぃ！」

　紗季たちが脱だつ莵とのごとく駆かけていく。

　それを見送った湊は膝ひざについた土を払った。

「カッコ悪いところ見せちゃったな、俺」

　千湖はゆっくりと首を左右に振った。

「ううん、そんなことないよ。ミナトンはアタシのために我が慢まんしてくれたんでしょ？　それは男らしいことだって、アタシは思うよ」

「千湖……」

　情けない姿を見せたのに、千湖はわかってくれていた。そのことが湊は嬉うれしかった。

「ありがとな、守ってくれて」

「ううん、守ってくれたのはミナトンだよ。カッコよかったよ、ミナトン」

「いや、千湖が」

「違うよ、ミナトンが」

　お互いに譲ゆずり合あいになってしまう。それが何だかおかしかった。

「ははっ、何なんだろうな、俺おれたち」

「あはは、ホントだね～」

　この信頼感が友情によるものか愛情によるものか、湊みなとにはわからなかった。

　でもいい。こいつはこんなにもいいやつだ。それで十分じゃないか。

　そう思った。
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　一方、そうした二人のやり取りをカフェの影から見ていた瞳ひとみたちは──

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　絶望に陥おちいっていた。

「反省タ───ィム！」

　瞳が宣言する。

　残ったメンバーが顔を寄せる。口火を切ったのはホルストだった。

「誰だれの発案だ、あれは！　あれじゃ雨降って地固まるだろう！　発案した愚おろか者ものは腹はらを切って死ぬべきである！」

「あの発案って、確かホルストくんでしょ？」

　有あり栖すがつぶやくと、小こ萌もえが首を縦たてに振った。

「……よしっ、過去の問題のあら探しをすべきではない！　前向きな反省をしよう！」

「ホルストくんって、結構ぉバカだったんだ」

「黙だぁまれ、ホルスタイン！　もっと建設的な発言をしろ！」

「あたし、ホルスタインじゃなぃゎょ！　だって胸むねが二つしかなぃもん！」

「あの、問題はそこじゃない気がするんですけど……」

「はいはい、馬ば鹿かなやり取りは置いといて」

　有栖がさらりと話題を横に流し、話を戻した。

「次の作戦は発動させるの？　やっても同じ結果になりかねないと思うんだけど」

　有栖は暗に『やめておいたほうがいいのでは？』と言っている。

　だが小萌が否ひ定ていした。

「それでもやってみたほうがいいと思います。何もしないよりはマシだと思いますから」

「萌っちにあたしも賛成。このまま見てぃるだけなんて、あたしできなぃょ」

「ふふっ、ついにボクの出番か……っ！」

　ホルストが上着のボタンを外はずす。

　その瞬しゆん間かん、有あり栖すの眼が光った。ホルストがボタンを外した側そばからかけ直していく。

「なに……ボクが脱ぐスピードより速いだと……？」

　有栖の【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】は高速のハンドスピードを誇ほこる。当然男のホルストに追いつけるものではない。

「じゃ、ありす。ホルストくんの抑おさえ、頼んだゎょ」

「ではお願いします」

　瞳ひとみと小こ萌もえが席を立つ。

　有栖は新あらたな作戦の発動を悟さとり、頷うなずいた。

「……わかったわ」

「何!?　どういうことだ!?　ボクは聞いてないぞ！」

「ぅん、次の作戦にホルストくんゎ邪じや魔まになると思ったから、勝手にこっちで決めた☆」

　瞳が笑顔で突っぱねる。

　ホルストは上着を引ひき裂さかんばかりに引っ張った。

「くぉぉぉ！　脱がせろぉぉぉ！　脱げればきっとミナトくんはイチコロなんだ……っ！」

「はいはい、ホルストくんはしばらく大人しくしてましょうね」

　有栖は子供をあやす保育士の口調で言うと、ホルストが外すボタンをすぐさまつけていった。
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「ぐがああぁぁぁ！」

　暗くら闇やみからゾンビが這はい出だしてきて、低い雄おたけびを上げる。

　お化ばけ屋や敷しき。カップルの定番と言えるアトラクションに湊みなとと千ち湖こはいた。

「へぇ、よくできてんな」

　湊がゾンビを見て冷静につぶやく。ウィルスや女の子の恐きよう怖ふにさらされてきた湊にとって、お化けなど子供だましもいいところだった。

　対して千湖は──

「ミナトン、このゾンビ、あれじゃない!?　ほら、ゲーセンで撃うち殺ころすやつ！」

　怖がるどころか喜んでいた。

「おおっ、そうだな。銃じゆうがあれば打つんだけどなー」

「あとでゲーセン行こうよ。なんかやりたくなってきた」

「オッケー」

　というように、二人はカップルのお化け屋敷に相応ふさわしい雰ふん囲い気きとはほど遠いノリで進んでいた。

　そんな二人の背はい後ごで静かな足音が迫せまっていた。

（ううっ、怖い……）

　小こ萌もえは【少女は見ていたベイビーステツプ】で近づきつつ、怯おびえていた。

（でも、チャンスだし、やらなきゃ……っ！）

　作戦の第二弾だん。これは瞳ひとみと小萌にとって本命と言える作戦だった。

　その名も〝湊みなとの気を引いてデートに集中させない作戦〟である。

　内容はそのまま。千ち湖この隙すきをついて湊を誘ゆう惑わくし、デートをぶち壊こわしにしようというものだった。

　このためホルストは除外され、有あり栖すはホルストのおもりとなり、作戦は瞳と小萌に一任された。

　先手が小萌となったのは、湊たちがお化ばけ屋や敷しきに入ったためである。

　ここは手を繫つながなければはぐれてしまうような暗くら闇やみ空間。小萌の能力が最大限に生かせる場所といっていい。そのため重要な先せん陣じんに小萌は自みずから名乗り上げ、虎こ視し眈たん々たんとチャンスを狙ねらっていた。

「あはは、この鎌かまプラスチックだよ～」

　千湖が死神をかたどったレプリカに触れるため、湊から離はなれる。

　そこに小萌が嚙かみついた。

「!?」

　湊の肌はだに何かが触れた。

　当初、湊は新あらたな脅おどかしかと思った。しかし見てみると、手の中には何もない。にもかかわらず温ぬくもりは確かにあった。

　となると答えは一つしかない。

「もしかして、小萌ちゃん？」

　湊が小声で囁ささやくと、小萌は小さく『はい』と答えた。

「先せん輩ぱいと一緒に遊園地に行ってみたかったので、つい……」

「で、でも……」

　千湖が側そばにいる。そのことに湊の鼓こ動どうは跳はね上あがった。

「どうしたの、ミナトン？」

「い、いや！　なんでも！」

「もしかしてビビっちゃった～？」

「んなことねーよ！」

　お化けよりもずっと緊きん張ちようさせるものが左手にはある。

　湊は千湖が少し離れたのを見て、小萌に耳打ちした。

「小こ萌もえちゃん、まずいって……」

「ダメ、ですか……？」

「嬉うれしいことだけど……じゃなくて！　お、俺おれ、今千ち湖ことデート中だから！」

　理性を振ふり絞しぼって湊みなとが手を離はなそうとすると、小萌は逆に指を絡からめ、身体からだを湊に押し付けた。

「もしここで【少女は見ていたベイビーステツプ】を解といたら、千ち賀が浦うら先せん輩ぱいにバレちゃいますね……」

「いやいや、だからまずいって話を──」

「私はバレても構かまいませんよ？」

「うぐっ！」

　そうだ。考えてみればバレてやばいのは俺だけ。小萌ちゃんは何も焦あせる必要がない。

「もしバレたら、私、千賀浦先輩が見てないところでずっと手を繫つないでたって言います」

「うっ！」

「先輩から手を繫いできてくれたとも言います」

「そ、それはまずいよ、小萌ちゃん！」

「先輩が手を繫ぐことを許してくれるなら、そんなことにはなりませんから……だから、お願いします……」

　ううっ、小萌ちゃん、いつの間にこんな小こ悪あく魔まになってしまったんだ！　先輩として成長してくれて嬉し──じゃなくて！　悲しいぞ！

「大だい丈じよう夫ぶです。お化ばけ屋や敷しきの中だけでいいですから。もちろん千賀浦先輩にはバレないようにしますし」

　お化け屋敷内部は暗いこともあって、【少女は見ていたベイビーステツプ】を使っていればまずバレることはないだろう。

　しかし──

（何というか、浮うわ気きをしている気分だ……）

　湊は心しん臓ぞうを押さえた。

「わ、わかったよ……。今回だけだぞ？」

「はい！　ありがとうございます！」

　小萌の可愛かわいらしい声が、今は悪あく魔まの囁ささやきに聞こえる。

　湊はしょうがないと自分を納得させ、足を進めた。

「ヴォァァァ！」

　セットされた棺かん桶おけから吸きゆう血けつ鬼きが出てくる。

　千湖はまったく驚おどろきもせず、指をさして笑った。

「あはは、やっぱり出てきた～！」

「きゃっ！」

　小萌は声を上げ、湊の腕うでにしがみついた。

　千ち湖こが振り向き、不ふ審しんそうに首を傾かしげる。湊みなとは血の気が引いていった。

「……ん？　ミナトン、今、女の子の声聞こえなかった？」

「お、お化ばけ屋や敷しきの演出じゃないのか？」

「う～ん、聞きき覚おぼえがあるような声だったんだけどなぁ」

「そ、そうか？　俺おれには聞こえなかったけど」

「おかしいなぁ……」

　千湖が前を向いたのを見て、湊は大きく息を吐き出した。

（バ、バレそうだった……）

　それにしても何という背はい徳とく感かんだろうか。不ふ倫りんにはまってしまう人は、こういう緊きん張ちようを楽しんでいるのだろうか。わかるような、わからないほうがいいような、そんな気がする。

　一難去っても、心しん臓ぞうは落ち着いてくれない。

　小こ萌もえの胸むねが腕うでに密着している。ふにゃんとした可愛かわいらしいふくらみが甘かん美びな感触を生み出し、気を抜けば呆ほうけそうになってしまう。

（ダメだ。俺は千湖の彼氏なんだから、千湖に集中して……）

　そう理性をフル活動させようとした瞬しゆん間かん、

「ふっ」

　小萌が湊の耳に息を吹きかけた。

「あひぃ！」

「ミナトン……？」

「いや、マジで何にもないから！　ホントホント！　風が耳に入っちゃって！」

「ふ～ん、別にいいけど」

　千湖は不ふ機き嫌げんそうな顔をすると、ススッと湊に近寄って腕を絡からめた。

「アタシとデート中なんだから、アタシのことだけ考えて欲しいな……」

　湊の肩かたに千湖の頭が当たる。間近から見る妬ねたましげな横顔が、妙に色っぽい。

　湊はガツンと頭を殴なぐられた気持ちになった。

　千湖は気がついたのだろうか。それとも偶然なのだろうか。

　どちらにせよ、核かく心しんをついた言葉だった。

「ミナトン、聞いてる？」

「も、もちろん！」

「本当？」

　千湖の目にはすべてを見み透すかしたような色がある。

（や、やっぱりダメだ……っ！　ごめん、小萌ちゃん！）

　湊はそっと小萌から手を離はなした。

　しかし小萌は諦あきらめない。再び湊の手に指を絡からめる。

「うひぃ！」

「…………」

　湊みなとは全身から冷ひや汗あせが噴ふき出だした。

　千ち湖この眼光が冷たい。女の勘かんか、それとも触れ合っていることで何か感じるものがあるのかわからない。しかしすでに何かを摑つかんでいるがごとき表情で、ただじっと見つめてくる。

（マ、マズイ……）

　浮うわ気きが見つかった旦だん那なの心しん境きようだ。千湖は何も言わないが、それがかえって恐おそろしい。

「ち、千湖！　さっさと行こうぜ！」

　湊は小こ萌もえから逃げるように千湖の手を引いて足を進めた。
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「あ、ミナトン、ちょっとお手洗い、いいかな？」

　お化ばけ屋や敷しきを出たところで、千湖が照れくさそうに言った。

　湊も一緒のタイミングでトイレに向かったが、出てきたところで見えたのは女子トイレの長い列だった。

「こりゃ時間かかりそうだな……」

　湊は飲み物でも買っておこうと思い、売店に足を向けた。

　適当にコーラを二つ買う。そして紙コップを両手に持って座るところを探していると──

「み・な・と・くん♪」

「うわっ！」

　後ろから抱き着かれた。

「ひ、瞳ひとみか！　驚おどろかせないでくれよ！　落としそうだっただろ？」

「瞳か！　ってひどくなぃ？　あたしがぃちゃダメ？」

「いや、そんなことはないけど……」

　さっきの小萌といい、タイミングが良すぎる。後ろからつけていたのだろうか。

「ねっ、チコちんがぉ手洗ぃに行っている間だけでぃぃから、あたしに付き合ってくれなぃ？」

　瞳が可愛かわいらしくおねだりポーズをする。

　女の子はズルい。男が断れないような武器をいくつも持っている。

「いや、ちょっと今は千湖とのデート中だし……」

「でもチコちんぃなぃじゃん！」

「そ、それはお手洗い行っているから……」

「ちょっとだけだょ。バレなきゃ大だい丈じよう夫ぶだって！」

「ううっ……」

　瞳ひとみにアタックをかけられると、心がぐらぐらと揺ゆらぐ。

（でも──）

　湊みなとはさっき小こ萌もえのアタックに気まずい思いをしたことを思い出した。

　惹ひかれる思いはあるが、ここで断らなければ先ほどの二にの舞まいだ。

「い、いや、やっぱり千ち湖こに悪いし──」

　湊は理性を振ふり絞しぼり、足を空あいている席に向けた。

「ちょっと待っ──あっ」

　行こうとする湊と止めようとする瞳。足を踏ふみ出だした先が重なり、互いにもつれ合った。

　湊の目の前に床が迫せまる。そのためとっさに手をつくべく、コーラを手放した。

　二つのコーラが床にぶちまけられる。

　しかし湊は倒れそうになったまま、宙で止まっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、みなとくん？」

　背はい後ごから心配そうな声が湊の耳に届く。

　湊は間かん一いつ髪ぱつのところで瞳に抱きかかえられていた。

「ごめん、瞳。助かったよ」

「ぃぃょ、気にしないで」

　瞳が引っ張り、湊は不安定な体勢から回復した。だが起き上がるスピードが速すぎた。

　真まっ直すぐ立つことができず、今度は瞳にもたれかかってしまう。

　そんな湊を瞳は正面から抱きとめた。

「ごめん、みなとくん。ちょっと力が強すぎたみたぃ」

「いや、別にいいけど……」

　湊はたじろいだ。

　正面から抱きしめられているため、胸むねが当たっている。その圧力の何と心地良いことか。

　くっ、心が折れそうだ。このまま堪たん能のうしろとガイアが俺おれに囁ささやいている。

　この胸は魔ま性しようだ。人の決意を台だい無なしにしてしまう、魔性の胸。つまり略して魔ま乳にゆうだ。

（魔乳に負けるかぁぁ！）

　湊は瞳の肩かたに手をかけ、引きはがそうとして──

「ミナトン……。それにヒトミンも……」

　千湖に見つかった。

　湊は慌あわてて瞳から離はなれた。

「ち、千湖！　いや、これは違うんだ！　これはだな！」

「大丈夫だよ、ミナトン。だいたいの事情は予測できてるから」

　千湖が床に落ちた紙コップを拾う。そしてモップを持ってきた店員に渡した。

「さっきからなんかおかしいなぁって思ってたら、やっぱヒトミンが動いていたんだね」

「ぇー？　何のことかゎかんなぃょ？」

　千ち湖このこめかみに血けつ管かんが浮き出る。

「ちょっとアリスの気持ち、わかったかも。ヒトミン、人をおちょくるの、うまいね」

「何の話してるの？　あたし、遊園地に来たら偶然みなとくんと出会って、ちょ～っとスキンシップしてただけだょ？」

「ふ～ん、そうなんだ～」

　千湖は湊みなとの右みぎ腕うでを取ると、自分の胸むねの谷間に持って行った。

「ふおおぉぉ！」

　湊は思わず声を上げた。

　瞳ひとみの魔ま乳にゆうがマシュマロとすれば、千湖の胸は軟なん式しきのテニスボール。大きさ、蕩とろけるような感触は瞳に軍ぐん配ばいが上がるが、その張りと瑞みず々みずしさは千湖のほうが優すぐれていると言えるだろう。

　しかし何というわがままアンバランスボディ！　背せが小さいと胸も小さいと誰だれが決めたのだ！　ロリ巨きよ乳にゆうは幻げん想そうではない！　ここに実現しているのだ！

　千湖は湊の反応を見た後、余裕たっぷりの笑みを浮かべ、瞳を流し見た。

「ヒトミン、アタシ、全然気にしてないから心配しないで。だってミナトンは〝アタシの彼氏〟なんだもん。〝彼女〟が〝彼氏〟を信じるのは当たり前でしょ？」

　正せい妻さいオーラに、瞳がたじろぐ。

「ふ、ふ～ん、彼氏、ねぇ……」

「何？　何か文句ある？」

　だがやられてばかりの瞳ではなかった。

「ぅぅん、文句はなぃょ……。でもチコちん、どれくらぃみなとくんに本気なのかなぁって、思ってね」

「!?」

　湊は目を見張った。瞳が言った言葉は、湊も気になっていたところだった。

「本気で好きだよ。昔から」

「それにしてゎちょっと前まで一歩引ぃたところで見てたょね？」

「…………」

　千湖は返答しなかった。

　好意に関しては即そく座ざに口にしたのに、今はなぜ黙だまっているのか、湊には理解ができなかった。

「……言っておくけど」

　千湖は強い眼まな差ざしで言う。

「いくら邪じや魔まをしても、アタシの気持ちは変わらないよ。そうアリスとモエモエとホルホルにも伝えておいて」

「えっ!?」

　湊みなとは驚おどろいたが、千ち湖こは説明しなかった。胸むねに湊の腕うでを挟んだまま引っ張る。

「じゃっ、次のアトラクションに行こうか、ミナトン」

「お、おい、千湖！　有あり栖すたちがいるって……」

「気にしないの。今はデートでしょ？」

「そうだけど……」

「ほらほら行くよ！」

　そうして湊は千湖に引っ張られるがまま、売店を後にした。
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　このやり取り以降、千湖が警けい戒かい度どを上げたため、有栖、瞳ひとみ、小こ萌もえ、ホルストの四人はただ指をくわえて見ていることしかできない状じよう態たいが続いていた。

　だが瞳は湊にある隙すきを見い出しつつあった。

　作さく戦せん会かい議ぎ場じようとなっていた遊園地のカフェ。

　瞳は頼んだ明めん太たい子こパスタを一口放り込むと、その味を堪たん能のうした後、おもむろにつぶやいた。

「みなとくんもチコちんの好意が本気かどうか悩んでぃるみたぃだね」

　瞳の【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】は類たぐいまれな動体視力を持っている。

　表情の変化、筋きん肉にくの動き、視線の方向、あらゆるものを観かん察さつし、分析した結果瞳が導き出したのが『湊も千湖の本気度が理解できていない』だった。

「攻めるのゎチコちんじゃなくて、みなとくんに絞しぼったほぅがぃぃんじゃなぃかな？　チコちんゎ隙がなさすぎ」

「そうですね……」

　小萌が賛同を示した。

「だとしたら、プランＣを試してみるべきでしょうか」

　小萌がつぶやいたプランＣとは〝湊に千湖への不信感を抱かせ、破局させる〟というものである。

　それを実行するには、千湖の気持ちの不透明さを突くことが肝かん要ようだった。

「プランＣは誰だれがやるかまで決めてなかったはずよ。誰がやるの？」

「私と夏なつ秋あき先せん輩ぱいは先ほどのこともあって、難しいかと……」

　小萌が小声で発言する。

　となると残りは有栖とホルストの二人。

　残った一方である有栖はコーヒーに口をつけた。

「わたしもたぶん、立場上、あんまり効果がないと思うの。そうなると──」

「はははっ！　ついにボクの出番か！」

　ホルストが胸むねを張って立ち上がった。

「男と男の絆きずなをお前たちに見せてやろう！」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「失敗してもダメージなさそぅだし、ゃってもらってぃぃんじゃなぃかな？」

「そうね、失敗しても大丈夫だし」

「うるさいぞ、ビッチども！　じゃあかけるからな！」

　ホルストが携けい帯たいを取り出し、コールする。

　たっぷりと十秒以上待った後、ようやく湊みなとが出た。

「もしもし、ミナトくん？　ちょっと話があるんだけどさ」

「また今度暇ひまなときに聞いてやるから今はかけてくんな」

　ブツッ！　ツーツーツー……。

　電話が断線する。ホルストはがっくりとうなだれた。

「やっぱりダメだょね」

「ですね」

「次の作戦だけど──」

「このメス豚ぶたども、黙だまっていろ！　もう一度かけ直すから、汚けがらわしい口をふさいでおけ！」

　ホルストが再度かけ直す。今度はすぐさま通じた。

「あの、ミナトくん、どうしても今聞いて欲しいことがあるんだけど……」

「　か　け　て　く　ん　な　」

　そして通信は切られた。

「……ダメね」

「……ダメですね」

「……だから次の作戦を」

「ちょっっと待てと言っているだろう、この激げきビッチタイフーンども！」

　ホルストは自信満々な口調で語る。

「今はちょっとミナトくんが忙しかっただけだ。電話がダメでも、まだメールがある！」

「ぅーん」

　瞳ひとみは懐かい疑ぎ的てきだったが、他に適任がいなかった。

「じゃぁ、メールの内容をみんなで考ぇょっか」

　あれやこれやと話し合う。

　そうしてできた文面が、

『ミナトくん、ちょっと考えてみて欲しい。千ち賀が浦うら千ち湖こは本当にミナトくんが好きなのか？　何か考えがあって、恋人の振りをしようとしているんじゃないのか？　裏があるのかないのか、ボクにはわからない。でも気をつけたほうがいい。これは君のことが心配だから言っているんだ。では君の幸運を祈いのっている』

　というものだった。

「まぁ、こんなものかな？」

「そうですね」

「…………」

　有あり栖すはあまりいい気分ではなかった。

　今は関係が崩くずれかけているが、親友である千ち湖こを貶おとしめる行為など進んでやりたくはなかった。

　しかし千湖の本当の気持ちを知りたかった。だから賛同していた。

「じゃあ送るぞ」

　ホルストがメールの送信ボタンを押す。

　後は湊みなとがどんな反応を示すか。

　そればかりはこの場にいる誰だれもが予測がつかなかった。
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　ホルストからのメールは、湊が千湖とハンバーガーを食べているところに届いた。

「ん……？」

　ハンバーガーを左手に持ち替え、湊はメールを開いた。

「…………」

　文面に視線を走らせ、すぐに閉じる。

　その後すぐ湊は再びハンバーガーに口をつけた。

「誰からだったの？」

　千湖が問う。

　湊は口にあったものを飲み込んだ。

「ああ、たいしたことないって」

「言いづらい人……？」

　そこで湊は、自分の言葉が問いの回答になっていないことに気がついた。

「いんや、ホルストからだった」

「何が書いてあったか、聞いていい？」

「…………」

　湊は言うべきか迷った。隠すほどのことではないが、千湖を不快にさせるのが嫌いやだった。

「ミナトン……ダメ？」

「……いいよ。ほら」

　これ以上隠すほうが変に怪あやしまれてしまう。

　そう思った湊みなとは、携けい帯たいを千ち湖こに渡した。

「ほら、おかしいだろ？　ホルストのやつ、いっつもこんなことばかり言ってるんだ。やれ女は悪あく魔まだ、とか、女に騙だまされるな、とか」

「……そっか、しょうがないよね」

　千湖はメールを見終えると、そんな言葉を口にした。

「アタシが本当にミナトンのことが好きか、ミナトンも迷ってるんでしょ？」

「えっ？　いや、そんなことは……」

「見せるのを迷ったのがその証しよう拠こ。ミナトンがアタシの好意を疑ってないなら、メールを見てすぐ怒るか笑うかどっちかだよ」

「違うんだ、千湖。そういうわけじゃなくてだな……」

　千湖は携帯を湊に返した。

「わかってる。アタシを不快にさせないか不安だったんでしょ？」

「あ、ああ」

「もう、付き合いが長いんだからそんなの表情見てればわかるって」

　それは千湖の洞どう察さつ力りよくが優すぐれているからこそできるのだろう、と湊は思った。

　その証拠に湊は千湖の表情を見るだけでそこまで理解することなどできなかった。

「でもね、アタシ、全然ミナトンを責める気持ちはないんだ。むしろ反省。だってミナトンの立場から考えたら、しょうがないよ」

「そうかな……？」

「うん、アタシはそう思った。だからね、よければ予定をちょっと変更していい？」

「どこか行きたいところがあるのか？」

「元々行く予定ではあったんだ。でもそこの時間を多く取りたいなって思って。まだアトラクションに半分くらいしか乗れてないけど、いい？」

　千湖の表情は真剣だ。それに千湖が言っていた〝行く予定だった場所〟も気になった。

「わかった。お前に任せるよ」

　湊は最後の一口となったハンバーガーを口に放り込むと、包み紙を丸めた。

「で、どこに行くつもりなんだ？」

　千湖が遠い目をする。楽しげで、でも少し寂しげな瞳ひとみだった。

「懐なつかしい場所だよ」
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　遊園地を出て、電車を乗のり継つぎ目的地へと向かう。

　千ち湖こは『懐なつかしい場所』と言って以来、具体的な場所を言わなかった。

　当初はどこだろうと思っていた湊みなとだったが、途中帰宅ルートとは違う方向に逸それたことで察しがついた。

　電車を降り、今度はバス。バスには十五分ほど乗り、風景が郷きよう愁しゆうを呼び起こすものへと変わっていく。

　よく知っている場所だった。しかし雰ふん囲い気きはまるで違っていた。

　人が少なくなっていた。空あき家やが増え、活気がない。

　四し季きノの森もり学がく園えんのある地区は男だん性せい保ほ護ご区く。国で重要視されている特別区は当然復ふつ興こうされた街まちの中に作られている。

　だがここは打ち捨てられた場所だった。

「やっと着いた。どう、ミナトン？　懐かしいでしょ？」

「ああ、懐かしい」

　誰だれも住まなくなった我わが家やがそこにあった。

　住じゆう宅たく街がいにある一いつ軒けん家や。小さいながらも父親の自じ慢まんだった庭は、植えられていた花がなくなっている。しかし草は刈られており、完全に放置されていたわけではないようだった。

「誰か手入れしてくれているのか？」

「ミナトンの家は、アリスがやってるよ。アタシとアリスで時々来て、草を刈ったり、掃そう除じしたりしてるんだ」

「……そっか」

　有あり栖すが家を守っていてくれたのか。

　湊は心の中で有栖に感かん謝しやした。

　有栖は今まで一言もこのことを言わなかった。家を守るのは当たり前だ、という気持ちがあったのかもしれない。しかし誰からも褒ほめられないのに静かに守り抜いてくれたことに、湊は心が温かくなるのを感じた。

「ミナトン、中に入りたい？」

「……いや、いい」

　湊は両親のことを思い出さないようにしていた。

　思い出すと、立ち止まってしまいたくなる。

　立ち止まるのは、シェルター時代に十分やった。そしてそこから前に進もうと立ち上がり、料理という打ち込めるものも見つけた。

　今、家の中に入ったら、泣きだしてしまって、前に進むのに時間がかかるかもしれない。そうなることを両親も望んでないような気がした。

「入りたければアリスに声をかけるといいよ。鍵かぎを持ってるから」

「……わかった」

「じゃあ一緒に登校しない？　小学生に戻った気持ちで」

「いいな。そうするか」

　湊みなとは千ち湖こと並んで懐なつかしい通学路をたどった。

　よく走り回った道路。落書きをした電柱。ボールをぶつけて遊んだ塀へい。

　そのすべてがくたびれていた。あるところは草が生え、あるところは黒くなり、何十年も経ってしまったかのようだった。

　小学校も同様だった。記き憶おくとは一致する建物だが、廃はい墟きよと言える状じよう態たいになっている。

「ミナトン、アタシね、ミナトンのことを好きになったのは、小学校四年のときだったよ」

「!?」

　湊は突然の告白に驚おどろいたが、何より驚いたのは、予想もしていないほど昔なためだった。

「ホ、ホントか？　だってお前、普ふ通つうに一緒に遊んでたじゃないか」

「まあ隠してたから。ていうか、そのころのアタシ、女の子っぽくなるのが嫌いやだったんだ」

「えっ!?」

　予想外な言葉だった。千湖が男おとこ勝まさりなのはよく知っていたが、それがまさか女らしくなることを嫌けん悪おしていたからだとは知らなかった。

「何でだ？」

「母親への反発でね。ミナトンも知ってるように、うちの母さん、化け粧しよう品ひんメーカーに勤務してるバリバリのキャリアウーマンでしょ？　で、化粧はけばいし、家のことはほとんどやらないし、その代わりに父さんが苦労しているし、ってことで、何となく女の子っぽくなるのが嫌だったの」

「なるほどなぁ」

　千湖は化粧がけばいと言うが、湊の記憶にある千湖の母親はとても綺き麗れいで、しゃきっとした人だった。逆に千湖の父親はいつも笑顔を浮かべる温和な人で、少し頼りない雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「だからミナトンのことを好きなんだけど、それに負けるもんか！　とか思って、好きじゃないんだって思い込もうとしてた」

「それ、小学四年生で、か？」

「うん。女の子のほうが成長は早いんだよ、ミナトン」

「そうか。そんなものか……」

　そのころは女の子に全然興きよう味みがなく、ただ遊びたいとしか考えていなかった。

「けど、そう思おうとしてたのも、やっぱり……ううん、これはいいや」

「ん？　何だよ。途中でやめないでくれよ」

「いいんだ。これは罰ばつだから」

「罰？」

「そう。自分の心を素直に出さない罪つみに対する罰ばつ」

「まったくわからん」

「それでいいんだよ、ミナトンは」

　千ち湖こはコロコロと笑った。

「ミナトンを好きになったきっかけは、ミナトンが助けてくれたからなんだ」

「助けた？　俺おれが？」

「ミナトンは小学四年のとき、アタシが男友達からハブられそうになってたのって、覚おぼえてる？」

「えっ？　そんなことあったか……？」

「絶対覚えてないと思ってた」

　責める素そ振ぶりはなく、むしろ微笑ほほえましいといった感じで千湖は言う。

「小学四年って、ちょうど男女関係が微妙になるでしょ？　それで、あいつどうしよう、みたいな空気が出てきてね。で、実際数人から『お前女だからいれねーよ』って言われたわけ」

「子供って、ひでーな」

「だよねー。そんなとき何も知らないミナトンがやってきて、『何でチーコ呼んでねぇの？　呼ぼうぜ』って言ってくれたの。それ、アタシ少し離はなれたところで聞いて、すっっごく嬉うれしかったんだ！」

「う、う～ん、思い出せない……」

「それくらいミナトンは自然に言ってくれてたってことだよ」

　そのころ千湖がいるのは当たり前だったから、いなければ当然呼んだだろう。それを千湖がこんなにも鮮明に覚えているとは思わなかった。

「それからも『あいつ女だろ』って言ってのけ者にされそうになったときも、『別にいいじゃん。あいつがいたほうが面白いだろ』って言ってくれたよね？」

「あ、それはちょっと覚えている。つーか、あいつら性格悪いから俺、元々ムカついてたんだよ」

「そんなことがあるたび、実はアタシ、キュンキュンきちゃってたの。でもミナトンを好きになっちゃダメなんだって思い込もうとして、その結果余計意い識しきしちゃうって悪あく循じゆん環かんに陥おちいっちゃって。ホントもう、大変だったんだよ」

「うっ、何だかすまん」

「ううん、気にしないで。だって今、アタシとミナトンは恋人になったんだから」

　千湖が湊みなとの手を握にぎる。それで湊の鼓こ動どうは一気に跳はね上あがった。

　手から千湖の想おもいが伝わってくるようだった。熱が腕うでを通って心しん臓ぞうに直ちよく撃げきし、ドキドキすると同時に温かな気持ちになる。

　湊は千湖の気持ちを疑っていたことが馬ば鹿からしくなった。

　千ち湖こはずっと前から好きでいてくれた。それはもう疑いない。

　しかしなぜだか胸むねが痛んだ。

　千湖に不満などあるはずがない。可愛かわいいし、気心知れているし、一緒にいてこんなにも楽しい。なのにどうして喜びでいっぱいになれないのか、わからなかった。

「ミナトン、ちょっとそのまま」

「えっ？」

　千湖はパッと手を離はなし、背せ中なかに回った。そして背はい後ごから湊みなとの腰こしに腕うでを回した。

「お、おい千湖──」

「ダメ、そのまま」

　ドクン、ドクン、と千湖の心しん臓ぞう音おんが聞こえる。

　湊は手て汗あせを感じ、指をこすらせた。

「アタシ、ミナトンがアタシのこと、まだ恋愛感情としての好きじゃないって、わかってるよ」

「!?」

　そのままと言われたのも忘れ、湊は振り返った。千湖は顔を背中に押し付けていて、表情はわからなかった。

「ダメだよ、ミナトン」

　優やさしくて甘いお叱しかりの言葉。

　湊は目を伏ふせ、顔を正面に戻した。

「千湖、俺おれは──」

「いいの、何も言わないで」

　千湖は回した腕の力を強めた。

「それもしょうがないって思ってる。だって、長い間友達として接してたアタシも悪いから」

「千湖……」

「だからチャンスをあげる」

　千湖が湊の服を握にぎりしめる。引きちぎれそうなほど、強く──握りしめる。

「ミナトンがこの子しかいないって子ができたら、言って。そうしたら別れてあげる。これはずっとこの気持ちを隠していた、アタシへの罰ばつ。でもそんな子が現れるまでは付き合ったまま。これは告白したアタシへのご褒ほう美び。そしてミナトンがアタシを好きになれば、アタシの勝ち。ミナトンが別の子を好きになればアタシの負け。どう、わかりやすいでしょ？」

「だから千湖、俺は──」

「言わせない。言わせてあげない。これは強制だよ」

　湊は口をつぐんだ。

　今、気持ちが定まっていない状じよう態たいでかけるべき言葉はなかった。

「でもこれだけは言わせて」

　千ち湖こが腕うでを離はなす。

　そして今度は正面に立つと、両手を後ろで組み、あっけらかんと言った。

「アタシ、ミナトンが大好き！　ずっと前から、そして今も！」

　爽さわやかな告白だった。闇やみをすべて吹き飛ばしてしまうような、そんな心地よい告白。

　湊みなとは心が温かくなっていくのを感じた。

　それでわかった。千湖に惹ひかれていることが。

　親友としての友情ではなく、一人の女の子に対する愛情が芽生え始めているんだ。

　それがどれくらいの大きさかはわからない。千湖と釣つり合あうほどなのか、実は千湖よりずっと惹かれているのか……それは判別がつかない。

　でも決めつける必要などどこにもない。時間はいくらでもあるのだから。

「ありがとな、千湖」

「いえいえ、どういたしまして」

　千湖が湊の手を摑つかみ、指をがっちり絡からめる。

　湊はそれをしっかりと受け止めた。
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「アタシ、ミナトンが大好き！　ずっと前から、そして今も！」

　その言葉を物陰から聞いていた有あり栖す、瞳ひとみ、小こ萌もえ、ホルストの四人は千湖の真まっ直すぐな想おもいに打ちのめされていた。

「あのアーパー娘むすめめ、あざといことをしやがって……っ！　ボクが成せい敗ばいしてやる……っ！」

「ホルスト先せん輩ぱい、落ち着いてください……っ！　隠れていないとマズいです……っ！」

「ちっ、これほどの想いをチコちんが抱ぃてぃたなんて……計算外ね。これゎ計画を修正しなぃと……」

　各それ々ぞれが各々の反応を見せる中で、もっともショックを受けていたのは有栖だった。

（ずっとずっと前から、チコはお兄ちゃんのことが好きだったなんて──）

　疑いようのない事実が有栖の胸むねを影で覆おおい、手を汗あせばませる。

『いいんだ。これは罰ばつだから』

『罰？』

『そう。自分の心を素直に出さない罪つみに対する罰』

　この千湖の言葉はわたしへの言葉だ──と有栖は理解していた。

　千ち湖こはわたしがお兄ちゃんのことが好きだと知っていたから、小学校四年生のころから自分の気持ちに蓋ふたをしようとしていた。でもわたしが勇気を出せないから──ずっと告白しようとしないから──我が慢まんをやめたのだ。

（わたしは……わたしは……）

　どうすればよかったのだろうか？

　お兄ちゃんにもっと早く告白すればよかったのだろうか？　でもそれで千湖は満足したのだろうか？

　自分の勇気のなさ、親友を苦しめていた事実、それらが有あり栖すを苛さいなむ。

　瞳ひとみ、小こ萌もえ、ホルストの三人と別れてからも、有栖は答えが出ずにいた。

　有栖は寮りようの自室に戻った。千湖より先にその場を後にしたため、千湖はまだ帰っていない。

　有栖は携けい帯たいの電話帳を開いた。

　見み慣なれた番号がそこにある。そしてボタンを押した。

　長いコールの後、相手が出た。

『は～い～、誰だれですか～。まだ寝ねてますよ～』

　声を聞いて、有栖はどっと涙なみだが溢あふれてきた。

　泣けてしまうほどショックだったのだ。そのことが声を聞いて初めてわかった。

　有栖は鼻をすすると、唇くちびるを震ふるわせた。

「そっち、今、朝だよね……？　そんな時間にごめんね、お母さん……。でも、もしよかったら相談に乗ってくれる……？」













　　その二　百ひやく戦せん錬れん磨まのグレート・マザー
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　朝が始まる。いつもと変わらない朝が。

「おはよう、久く我が原はらくん！」

「あっ、湊みなとくんだ！　おはよう！」

「おはよう七なな海みちゃん、綾あや乃のちゃん」

　湊は通学路で出会った少女に挨あい拶さつを返した。

　すると七海が近づいてきて、ポケットからチケットを取り出した。

「ね、湊くん。お母さんから映画のチケットをもらったんだけど、よかったら今度の土曜日一緒に行かない？」

　湊は笑顔を浮かべると、やんわりと断った。

「ごめん、俺おれ、千ち湖こと付き合ってるから」

「え～、いいじゃん、少しくらい」

「ホントごめんな」

　湊は丁てい重ちように謝あやまり、その場を後にした。

　そのまま坂を登る。すると千湖が待っていた。

「ミナトン、五分の遅刻」

　千湖は不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組んで仁に王おう立だちしている。

　湊は両手を顔の前で合わせ、頭を下げた。

「悪い、寝ね坊ぼうした！」

「何かな～。ミナトン、最初のころは一いつ生しよう懸けん命めい走ってきてたのに、最近努力する気配が見えないんだけど～」

「いや、ホント悪い！」

「……でもまあ、女の子からの誘さそいをちゃんと断ってたのは評価できるから許してあげるよ」

「さすが千湖様！　寛かん大だいなお心で！」

「おだてても何も出ないよ～」

「彼女が寛大な心を持ってるとありがたいって、ホント思ってるって！」

「もう、しょうがないなぁ、ミナトンは」

　毎朝恒こう例れいとなった一緒の登校。それは坂を一緒に登って教室に行くまでの短い道のりだったが、二人の大切な時間となっていた。

「あのさ～、昨日ヒトミンがさ──」

　楽しい会話。その途中で湊みなとは突とつ如じよ視界に違和感を覚おぼえた。

「どしたの、ミナトン？」

　千ち湖こが湊の異変に気がつき、視線を追う。

　湊の視線の先。そこには明らかに外部の人間と思える女性がいた。

（あれは……）

　湊はそれが誰だれだかすぐにわかった。かつて毎日同じ家で過ごした顔を見間違えるわけがなかった。

「京きよう子こさん……？」

　校門前にいた京子が立ち止まり、振り返る。すると童どう女じよのような満面の笑みを浮かべた。

「あ～、みなとちゃんだ～！」

　京子が手をぶんぶんと振る。その仕草はあまりに子供っぽい。

　周囲の視線が湊と京子に集まる。

　湊は照れながら京子に駆かけ寄よった。

「京子さん、みなとちゃんは恥はずかしいって！」

「ならお母さんでもいいのよ～。みなとちゃん、いつまで経ってもそう呼んでくれないんだもの～。わたし、悲しいわ～」

　京子の目め尻じりに涙なみだが溜たまる。

　湊は慌あわてて皆の視線から京子を隠した。

「わかった！　京子さん、今度呼ぶから！　今は泣かないでくれ！」

「ホント……？」

「ああ、約束するから」

「嬉うれしいわ～」

　京子はケロッと表情を変え、今度はニコニコと微笑ほほえむ。

　湊はため息をついた。

　これだからこの義理の母親が苦手なのだ。

「京子さん、お久しぶりです」

　千湖が追い付いてきて、話しかける。その表情はやや硬かたい。

「あら～、ちこちゃん久しぶり～。また可愛かわいくなったわね～」

「そんなことないですよ。京子さんこそちょっとやせたんじゃないですか？」

「あらやだ～。ちこちゃんってば、口まで上手になっちゃって～」

　有あり栖すと千湖は昔から親友である。そのため千湖と京子は昔から顔見知りだった。

　このまま放っておいては当あたり障さわりのない世間話で時間が過ぎて行きそうだったため、湊は横から割って入った。

「京きよう子こさん、今日はどうしたの？　南米から戻るのは、再来月くらいの予定じゃなかったっけ？」

「あ～、それはね──」

　と言いかけたところで、突とつ如じよ人影が割り込んできた。

「ぁの～、もしかしてみなとくんのぉ母様ですか？」

　湊みなとは顔を見なくても誰だれだかわかった。

　無む意い識しきに目を引きつける豊ほう満まんにして男を狂くるわす魔ま乳にゆう──これを持つ少女は一人しかいない。

「ひ、瞳ひとみ！　いつの間に！」

「みなとくんぉはょ～。ぁ、でもちょっとだけ待っててね」

　瞳はくるりと身体からだを四十五度回転させ、京子の正面に向けた。

「ぉ話中のところすぃません。あたし、みなとくんのクラスメートで夏なつ秋あき瞳って言ぃます」

「あら～、可愛かわいらしい子ね～」

　京子は顔を輝かがやかせた。

　瞳は瞳で愛あい想その良い笑顔を浮かべ、語り掛ける。

「そんなことぁりませんょ～。ぉ母様こそ聞ぃてぃたより美しくてびっくりしてますぅ」

「あらやだ～、もう照れちゃうわ～」

「みなとくんにゎぃつもぉ世話になってるんで、ぜひともご挨あい拶さつをって思ぃましてぇ」

「お世話だなんて……みなとちゃん、うまくやってるじゃない～」

　京子が湊の腹はらを肘ひじで突っつく。

　湊は居心地の悪さに身もだえした。

　あの、京子さん、隣となりにいる彼女がどんどん不ふ機き嫌げんになってるんで自じ重ちようしてください。

「でも～、みなとちゃんの彼女って、ちこちゃんなんでしょ～。これって二ふた股また～？」

「ぶっ！」

　湊は思わず噴ふき出だした。

「な、何言ってんだよ、京子さん！　千ち湖こが彼女なのはその通りなんだけど、瞳はクラスメートで……って、俺おれ、京子さんに千湖と付き合ってるって言った？」

「ありすちゃんから聞いてるわよ～」

「ああ、そっか」

「でもひとみちゃんもみなとちゃんのこと好きでしょ～？」

「ごほっごほっ！」

　湊は咳せき込こんだ。

　これが京子さんの恐おそろしいところだ。地じ雷らい原げんを平気で踏ふみ鳴ならし、まるでダメージを気にしない恐るべき人なのである。

　瞳がにっこりと微笑ほほえんだ。

「ぇぇ、実ゎあたし、みなとくんに振られちゃぃまして」

「あら～、こんなに可愛かわいいのに、みなとちゃんもったいないことするわね～」

「ふふっ、大だい丈じよう夫ぶですょ。今だけです。今だけ、チコちんに貸してるだけですから」

「あらやだ～、素晴らしいポジティブさね～。あなたの前向きさ、見どころがあるわ～。みなとちゃん、この子愛人にどう～？」

「ごほっごほっ！　それ、母親の言うセリフじゃないだろ、京きよう子こさん！」

「え～、別にいいじゃない～」

　口を膨ふくらませて京子がむくれる。その様さまはまだ十代と見間違えそうなほど若々しく、可愛らしい。

　千ち湖こがずいっと前に出た。

「京子さん、ミナトンはアタシの彼氏なんで、誰だれにもあげませんよ。もちろん、ヒトミンにもです」

「あらら～、案外ケチなのね、ちこちゃんは～」

「はっ？」

　千湖の眉み間けんに皺しわが走った。

　間違いない。あの温厚な千湖が激げき怒どしている。

　しかし千湖の激怒オーラを浴びながら、京子はまるでひるまない。

「今は女の子ばかりなのよ～。もうちょっと心の余裕を持ってもいいんじゃないって思って～」

「それ、京子さんに言われる筋すじ合あい、ないですから」

「チコちん、何怒ってるの？　もしかして、本質突ぃちゃった？」

「ヒトミンは黙だまってて」

「ぇ～、でもあたし、チコちんとゎライバルだしぃ、言う資格くらぃぁるでしょ？」

　あれ、何だか寒くなったような……。季節的にはだいぶ温かくなってきたんだけど、おかしいな……。

「もう一度言います。ミナトンはアタシの〝彼氏〟ですから。部外者は大人しくしていてください。言いたかったのはそれだけです。では」

　千湖が湊みなとに腕うでを絡からめる。そしてそのまま固有能力を発動させた。




　──【巨人殺しジヤイアント・キリング】




　湊は歯を食いしばった。

　いきなり変へん貌ぼうする視界。急激な移動はＧをもたらし、全身の骨をきしませる。

「甘いわよ～、ちこちゃん～」

「!?」

　正しよう面めん玄げん関かんに飛び込もうとした矢先、先回りした京きよう子こが立ちふさがる。

　想定外の出来事に千ち湖こは足を止め、勢いの止まらぬ湊みなとは転倒した。

「うおおおぉぉぉ！」

　地面を転ころがり、植木に衝しよう突とつする。枝の影えい響きようで頰ほおを擦こすったものの、衝しよう撃げきは吸収され、怪け我がはないようだった。

「いたたた……」

　湊が身体からだ中についた葉っぱを払って立ち上がると、千湖は信じがたいと言わんばかりに目を見開いていた。

「京子さん、もしかして能力で……」

「ちこちゃん、何を言ってるの～。ちこちゃんが逃げようとしていたことくらい、わかるに決まってるじゃない～。それに逃げるのは校舎しかないし～、校舎に入るためにはまず玄関でしょ～。こんなの能力使わなくても簡かん単たんな洞どう察さつよ～」

「でもそのスピード……」

「ちこちゃんはみなとちゃんを引っ張ってたでしょ～。その分、遅かったわよ～」

「くっ──」

　これが大人の貫かん録ろくだろうか。千湖が軽くあしらわれている。

　千湖が観念したのか肩かたから力を抜く。

　湊は千湖の肩に手をかけた。

「千湖、逃げなくていいって。それより俺おれ、京子さんに聞きたいことがあるんだ」

「なぁに、みなとちゃん～？」

「あのさ──」

　キーンコーンカーンコーン！

　チャイムが鳴なり響ひびく。

　しまった。いつの間にか人の気け配はいが少なくなっている。随ずい分ぶんと時間が経っていたようだ。

「京子さん、また後で！　千湖、クラスに行くぞ！」

　そう語り掛けると、千湖は即そく座ざに頷うなずいた。

　京子は変わらないのんびりさでつぶやく。

「わかったわ～、また後でね～」

　京子の手を振る姿を背せに、湊は教室に向けて全速力で走り出した。
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　チャイムが鳴る。四時間目が終了の合図だ。

「じゃあ今日はここまでよ」

　英語担当の教師が教室を後にする。

　教室の空気は緩ゆるみ、一気に昼休みモードに変化した。

　湊みなとには昼休み中にやるべきことがあった。

　教室を見回し、そしてターゲットを発見する。

（……いた）

　有あり栖すはいつも通り購こう買ばいでパンを買おうとしているのか、教室を出ようとしている。

（突然京きよう子こさんが来るなんて、絶対有栖が絡からんでる……）

　それを問いただすのが昼休みの目標だった。

　湊は京子に電話をして聞いてもよかった。しかしマイペースな元義理の母親はああ見えて巧たくみに本質をぼかす癖くせがあり、聞いても素直に言うかわからない。

　その点有栖ならば気軽に聞けるし、噓うそを言うタイプでもなかった。

　湊は有栖を摑つかまえるため、その後ろを追おうと立ち上がった。

「今日はどこで食べようね、ミナトン」

　千ち湖こが二つの弁当箱を持って現れる。

　千湖が彼女となってから、毎日一緒に昼食を取っていた。一度、有栖も誘さそって一緒に食べたが、それ以後──

『いいよ、わたし』

　と言って有栖は共にしないようになっていた。

　湊は有栖と千湖の仲が以前とは違ってきていると感じていたが、迂う闊かつに口を出さないようにしていた。

　もちろん有栖と千湖が仲良くやっていて欲しいに決まっている。しかし〝兄〟に〝彼女〟ができた場合、〝妹〟と〝彼女〟はどういう関係になるだろうか。元々仲が良ければ良いほど微妙な空気が漂ただよってしまうかもしれない。

　だから湊は二人の関係については一切口を挟まなかった。

「ん？　ミナトンどしたの？」

　千湖は彼女になってからほぼ毎日のお弁当を用意してくれていた。時折湊も腕うでを見せたくなり、志願して弁当を作らせてもらっているが、何も言わないときは必ず千湖が作っていた。

　そのことに感かん謝しやしている湊だったが、今は時間が許さなかった。

「すまん、千湖。先に食べていてくれ。用事が終わったら行くから」

「そう？　じゃ、先に食べてるね」

　こういうとき千湖はあっさりしている。

　湊はもう一度謝あやまると、有栖の姿を探した。

　有栖はすでに教室から消えていた。湊は慌あわてて廊ろう下かに出た。

　左、右。どちらを向いても有栖はいない。

　購こう買ばいへのルートは限られている。一階に降りて、校舎の端はしにある購買に行けばいいのだから、せいぜい二つくらいしかない。

　湊みなとはとりあえず一階に降りてみた。やはり有あり栖すはいない。

　今度は購買まで行ってみる。するとパンを買おうと並んでいる有栖を見つけた。

「有栖！」

　湊がそう呼びかけると、視線が合った。

　その瞬しゆん間かん──有栖が逃げ出した。

「お、おい、有栖！　何だよ！　逃げるな！」

　湊が大声で叫さけぶと、顔を真っ赤にした有栖が跳ちよう躍やくした。

　そう、跳躍である。ただジャンプしたのとは訳わけが違う。まるで鳥のごとく飛び立ち、二階建ての体育館の屋根に着地した。

　さすがに目立つと考えたのだろう。有栖はもう一度跳躍し、今度は屋上に消えて行った。

「手間取らせるなよな」

　湊は独ひとり言ごとをつぶやくと、屋上に向けて駆かけ出だした。
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　湊が屋上にたどり着くと、有栖は運動場を見下ろしていた。

　風が吹いて、有栖が髪かみを抑おさえる。そのとき見えた横顔が切なげで、湊は腹はらの底に溜ためた非難の言葉を飲み込んだ。

「有栖、今日の朝、京きよう子こさん見たよ」

「……そう」

　どこか影がある口調。湊は慎しん重ちように言葉を選んだ。

「お前、どうして帰ってきたか知ってるか？」

「知らない」

「ホントか？」

「ホントだよ。朝、お母さんからメールが来て初めて知ったの。見る？」

　有栖は携けい帯たいを操あやつり、画面を湊に向けた。そこには──

『やっほー、お母さんだよ☆　日本に帰ってきちゃった☆』

　と書かれていた。

　受信時刻は今日の朝。確かに有栖も今朝けさ初めて知ったと見て間違いないだろう。

「京子さん、いつもいきなりだからなぁ。でもただ帰ってくるだけじゃなくて、学校に来るっていうのが変だと思わないか？」

「さあ。お母さん、ああいう性格だし、わたしもわかんない」

　有あり栖すは携けい帯たいをポケットにしまった。

「ねぇ、お兄ちゃん。チコを放っておいていいの？」

「まあ、これくらいいいだろ」

「でも今日も一緒にご飯食べるんでしょ？」

「先に食べてくれって言ってあるから大だい丈じよう夫ぶだって」

「お兄ちゃんって、女の子のこと、まるでわかってないんだね」

　馬ば鹿かにしたような物言いに、湊みなとはカチンときた。

「へーへー、そりゃ俺おれは女の子のこと、わかってねぇよ。それより有栖、お前最近付き合い悪いぞ。たまにはお前も一緒に昼食食べようぜ」

　そのため、普ふ段だん言わないようにしていたお説教じみたことを言ってしまった。

「いや」

「嫌いやじゃなくてだな……お前、俺たちに気を使わなくていいって」

　一度口に出したら止まらない。つい封印していたはずの言葉がつらつらと出ていく。

「……どういうこと？」

「俺と千ち湖こが付き合う前と同じように接していいってことだ」

「それ、お兄ちゃんの願望でしょ？」

「違うって。俺はお前と千湖が前と同じように仲良くやって欲しいって──」

「だからそれ、お兄ちゃんの願望。じゃあお兄ちゃんは、わたしがホルストくんを彼氏として連れてきたらどう思う？」

「──いや、その前提はないから」

「──そうね、それはないね」

　さらっとホルストの話題はなかったことにして、続ける。

「じゃあ、お兄ちゃんの小学校時代の男友達をわたしが彼氏として連れてきたと考えて。もちろん、あくまでイメージとして」

　湊は言われるがまま想像してみた。

　う～ん、それはそれとして割り切れるような……でもやっぱり話しかけにくくなるような……。

　心がもやもやする。何だかもどかしくて、でもどうにもならなくて。言葉にできない感情がぐつぐつと煮にえたぎる。

　妹に彼氏ができた兄はみんなこんな想おもいをするのだろうか。それとも、もしかして──

（……やめよう）

　湊は思考を止めた。

「お前の言う通り、前と同じようにっていうのは、確かに難しいかもしれない」

「そっか、そこはわかってもらえるんだ」

「……何だよ、意味ありげに言いやがって」

「別にー、お兄ちゃんにはわからないことですからー」

　有あり栖すは千ち湖こが彼女になってからいつもこんな感じだ。

　逃げたり、冷さめてたり、時には挑ちよう発はつしてきたり。

　親友との関係が微妙になってしまったため、情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになっているのだろうか。そう考えると、申し訳ない気分になった。

「有栖、ごめんな」

「……いきなりどうしたの？」

「いや、俺おれのせいで千湖との関係がぎくしゃくしているからさ」

「────」

　何の前触れもなく、びっくりするほど自然に、有栖の瞳ひとみから一滴の涙なみだがこぼれ落ちた。

　有栖も自覚はなかったのだろう。頰ほおに指をあてて初めて気がついた様子だった。

「っ──」

　有栖は慌あわてて顔を背そむけた。そして顔を隠したまま地を蹴けった。

「ごめん！」

「おい、有栖！」

　有栖が瞬またたく間まに扉とびらを開け、屋上を去っていく。

　湊みなとは追わなければと思った。しかし涙が衝しよう撃げき的てきで、一歩も動くことができなかった。




　　　♀♀♂♀♀




「ふふふっ、やっぱり男の隣となりには男。これ、常じよう識しきだよね」

「そんな常識どこにもねぇよ」

　放課後、千湖には部活がある。部活のない湊は終わるまで待っているには時間がありすぎるため、基本的にホルストと帰っていた。

　かつては女の子と帰ることが当たり前になっていたが、千湖が彼女になってからすべて断っていたため、残ったのがホルストだった。

「ミナトくん、たまにはこのまま街まちに出て、ゲームセンターにでも行かないかい？」

　有栖の涙が気になっていた。しかし気まずい思いもあった。

　少し時間を置いてから聞いてみよう。

　そう結論付け、湊は応こたえた。

「ああ、そうだな。どうせ暇ひまだし──」

　と言いかけたところで、湊は校門前にいる瞳と京きよう子こを発見した。

「あらあら～、学園を案内してくれるなんて嬉うれしいわ～」

「ぉ母様もぉ忙しぃと思ぃますし、ぃぃ機会だと思ぃまして」

「ホント優やさしいわね～。最近ありすちゃんったら、反抗期なのか冷たくて～」

「ぇぇ、ゎかります。ありすゎよくピリピリしてますし」

「あら、そぅなの～」

　すっかり仲良く話し込んでいるクラスメートと元義理の母親を見て、湊みなとは気き恥はずかしくなった。

「瞳ひとみ、京きよう子こさん……」

　湊がつぶやくと、二人はようやく気がついた様子だった。

「あ～、みなとちゃ～ん」

「みなとくんもちょうど帰るところだったんだぁ」

「瞳、ちょっと来て……」

「ぃぃけど？」

　不思議そうな顔をしている京子をひとまず置いておき、湊は瞳を京子の見えないところまで連れて行った。

「あのさ、瞳。瞳がいろいろ京子さんに世話を焼いてくれるのは嬉うれしいんだけど……」

「だけど？」

「何というか、恥ずかしいというか……。俺おれがするからさ、だから……」

「もぅ、みなとくんってば恥ずかしがり屋さんなんだから」

　瞳は湊の胸むねをツンッとつついた。

「でもこれゎ譲ゆずれなぃってぃぅか～。あ、けど、みなとくんがキスしてくれたら別かな～？」

「キ、キス!?」

　湊はずざっと距きよ離りを取った。

　現在いるのは校舎の影。人の姿は見えないけれど、キスをするには大だい胆たんすぎる。

「な、何言ってんだよ！　俺は千ち湖こと付き合ってるのであって──」

「じゃぁチコちんと付き合ってなければぃぃんだ～」

　うぐぐ、と湊は喉のどをうならせた。

「そりゃ俺も男だから──じゃなくて！」

「みなとくん、素直になってぃぃんだょ？　ほら、ん～」

　瞳が目をつぶり、唇くちびるを前に出す。

「ちょ、ちょっと待った！　め、目を開けてくれ！」

「まだ～、みなとく～ん♥」

「……くっ」

　おおお落ち着け。俺は千湖と付き合っていて、瞳のことは一度振っているんだ。だだだだからこんなに魅み力りよく的てきとはいえ流されてはいけないんだだだ。

「お、俺おれは行くからな！」

　湊みなとは自分に言い聞かせるように宣言すると、瞳ひとみは片目を開け、ぺろっと舌を出した。

「な～んてね。みなとくん、ドキドキした？」

　湊は咳せき込こむと、額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「何だよ、瞳。からかわないでくれよ……」

「別にからかったゎけじゃなぃんだょ？　したかったらしてもぃぃょ？」

「も、もう行く！」

　少しでも理性が残っている間に逃げなければヤバイ。そう思った湊は瞳を置いて京きよう子このいる校門前に戻った。

　すると今度は小こ萌もえが京子と話し込んでいた。

「私、先せん輩ぱいに告白したんですけど、断られちゃって……」

「あらあら～、こんなに可愛かわいらしいお嬢じようさんなのに、みなとちゃんもひどいことするわね～。わたしだったら絶対あなたみたいな可愛らしい子を彼女にするわ～」

「ううっ、ありがとうございます……」

「あらやだ、泣かないで～。もう、後でみなとちゃんを怒っておかなきゃ！」

「ちょ……っ！」

　なんでこんなことになってるの!?　今までやってきたことが全部母親（元）に暴ばく露ろされるなんて、羞しゆう恥ちプレイにもほどがあるよ!?

「ちょっ、ちょっと小萌ちゃん……っ！」

　湊は小萌を手て招まねきした。小萌が京子にぺこりと頭を下げ、とてとてと湊に駆かけ寄よる。

　湊は小萌を連れて瞳のときと同様、京子の目の届かない位置まで移動した。

「あのさ、小萌ちゃん」

「どうしました、先輩？」

「京子さんと話すのは悪いことじゃないんだけど、ちょっと恥はずかしいというか……」

「先輩って可愛いところあるんですね」

　湊はカーッと顔を赤らめた。

　小動物的後こう輩はいに可愛いと言われるなんて、男として問題がある。

「かかか、可愛くなんてねぇし！」

「そういうところ、可愛いと思います」

「どど、どこがだよ!?　ちょ、ちょっと落ち着こう、小萌ちゃん」

　ここはクールに話すべきだ。論理的な話し合いで自じ重ちようしてもらうのがいい。

「そ、そうだ。君のご両親と俺が話していたら、恥ずかしく感じないかな？」

「えっ？　嬉うれしいです。じゃあ先輩のこと、私の両親に紹しよう介かいしてもいいと──」

「いやいやいや、そうじゃなくて！」

　どうにも旗はた色いろが悪い。

　湊みなとがああでもないこうでもないとセリフを吟ぎん味みしていると、今度は視界の端はしに京きよう子ことホルストが話し込んでいる姿が映った。

「いやいや、ミナトくんのお母さん。それはしょうがないことなんですよ。なぜならミナトくんの真の恋人はボクだからです！」

「あら、そうなの～？」

「はい。ボクたちは同じシェルターで暮らし、長い間愛を温めてきました。腐くされビッチどもが群むらがっていますが、本物の愛は一つだけ。そう、それがボクとの間にあるんです！」

「死ねえええぇぇぇぇ！」

　湊がダッシュで勢いをつけ、ホルストの脇わき腹ばらを膝ひざでえぐる。呼吸困難に陥おちいったホルストはその場に崩くずれ落おちた。

「みなとちゃん、過か激げきな愛情表現ね～」

「だからそれは違うって！」

「うふふ、大だい丈じよう夫ぶよ、みなとちゃん。お母さん、男の子同士の恋愛でも受け入れる準備はできているわ！」

「そんな準備いらないって！」

　京子の生暖かい視線に、湊はぐったりとうなだれた。

　この光景を下校途中の少女たちが見かけていた。

　湊が千ち湖こと付き合い始めて以来のビッグニュースと言うべき事こと柄がらに、校内では伝でん令れいが飛び交い、話を聞きつけた少女たちが校門に集結しつつあった。

『湊くんのお母さんって……あの義理のお母さん!?』

『お茶たててる場合じゃないわ！　今すぐ着物を出して！』

『なるほど、絡からめ手てがまだ残っていたとは……このチャンス、逃のがせませんわ……』

　すでにゲット会、抹まつ殺さつ会かいともに会の設立の意味をなくし、空中分解と言える状じよう態たいだった。

　しかしかつてあった情じよう報ほう網もうがここに来て復活した。

　僅わずか五分程度の間に集まった少女たちの数はおおよそ百。湊と京子の周囲は取り囲まれ、湊はそう簡かん単たんに脱出できないようになっていた。

「あの、お母様！　わたし、久我原君とデートをしたことがある広ひろ松まつ七なな海みと言います。このたびは──」

「ちょっとどいてなさいよ、あんたは！　あらやだ、お母様……わたし、湊くんと喫茶店デートをした高たか月つき涼りよう子こです。以後お見知りおきを──」

「だぁってろが、このグズが！　あ、あたし、久我原くんと間接キスをした古ふる山やま奈な々な枝えと申しま──」

「何よ、間接キスならアタシだってお弁当作ったときに──」

「わたしなんて、胸むねを凝ぎよう視しされたんだから！」

「それ言ったら胸を触られたあたしのほうが──」

「あわわわ……」

　どど、どうすればいいんだ!?　ここだけ聞いていたら、俺おれって物もの凄すごいすけこましにしか思えないじゃないか!?

　……って、あれ？　でも言ってること、多少誇こ張ちようはされていても、噓うそじゃないような……。

「みなとちゃん」

　冷静な京きよう子この声が湊みなとに飛ぶ。湊は背せ筋すじを正した。

「あ、は、はい！」

「この子たちが言っていること、事実？」

「……………………だいたい」

「…………」

「…………」

「やるじゃない」

　京子がぐっと右親指を立てる。

「それ母親の反応じゃないだろ！」

「あら～、息子を女の子が奪うばい合あうなんてとても面白いじゃない～」

「おもちゃ扱い!?」

　その間にも女の子の争いは熾し烈れつさを増し、場は互いが互いの足を引っ張り合う混こん沌とんと化してきている。

　そこに飛び込む者が一人いた。

「やめるんだ、ビッチども！」

　一いつ触しよく即そく発はつの場にホルストが両手を広げて立ちふさがる。

「ミナトくんはボクのものだ！　醜みにくい争いはやめろ！　ミナトくんが欲しいのなら、ボクを乗り越えてからにするんだ！」

「よしっ、頼んだホルスト」

　湊はホルストの背せ中なかを蹴け飛とばし、少女たちの群れに放り込んだ。

「どいてよ！」

「そうよ、今大事なところなのよ！」

「うおっ、やめろ……このビッチども、命が惜おしくな──ぎゃああぁぁあぁぁ！」

「骨は拾ってやるからな、ホルスト」

　湊は少女たちの群れの中に消えて行ったホルストに向けて合がつ掌しようした。

「ミナトン、ごめん！　遅れた！」

【巨人殺しジヤイアント・キリング】によって人ひと垣がきを飛び越え、千ち湖こが地面に降り立つ。

　千ち湖こはサッカー部のユニフォームを着たままだった。部活を置いて急いで来てくれたことに湊みなとは感かん激げきした。

「ち、千湖ぉ、よく来てくれた……」

「もちろんだよ。だってアタシはミナトンの彼女だから」

　千湖は湊を守るように立つと、周囲をぐるりと見回した。

「ねぇ、みんな！」

　千湖が呼びかけると、少女たちはぴたりと動きを止めた。

　自みずからの行動を恥はじる者、千湖に怒りの視線を向ける者、様々な少女がいる中、千湖は堂々と言い放つ。

「アタシがミナトンの彼女なんだけど、何か文句ある？」

　圧倒的彼女オーラで千湖は少女たちの不満をねじ伏ふせていく。

　しかし屈した少女ばかりではなかった。

「私は湊くんのお母様に自じ己こ紹しよう介かいしていただけですの。それが何か悪くって？」

　お嬢じよう様さま風の少女が進み出る。周囲の少女からは『そうよそうよ！』と援えん護ご攻こう撃げきが行われた。

「ふ～ん、自己紹介かぁ」

　千湖はたっぷりと上から見下ろすと、一気に言い放った。

「それ、ミナトンのお母さんに気に入られて、あわよくばミナトンを落とそうって魂こん胆たんだよね？　違う？　違うなら言ってみて」

「そ、それは……」

「残念だけどアタシ、ミナトンのお母さんとは、小学校からの付き合いなの。ピクニックに連れて行ってもらったことあるんだ。それをこの場だけで超こえようっていうのなら、考え浅すぎだよ？」

「ぐっ──」

　千湖の威い圧あつに、少女たちが後ずさる。

　少女たちにとって、これは久しぶりのチャンス。そのためこれしきのことで退ひくことはできなかった。しかし押すこともできなかった。

「保護者の前で何をやっているんだ？」

　その声に、少女たちが一いつ斉せいに視線を向けた。

　三さん条じよう常磐ときわ。

　四し季きノの森もり学がく園えん生徒会長にして怠たい惰だなカリスマの登場に、道ができた。

　常磐は長い黒くろ髪かみを肩かたから払いのけると、中心部に躍おどり出でた。

「これ以上保護者の前で揉もめ事ごとを起こすようならば、生徒会が出ざるを得ん。皆の者、ここで退け」

「くっ──」

　生徒会までが出てきては自じ己こ紹しよう介かいどころではない。

　少女たちは一人、また一人と去っていく。それが繰くり返かえされ、やがて全員がいなくなった。

「あらあら、大したものね～、ちこちゃん」

　京きよう子こが千ち湖この隣となりに並ぶ。

「これが正せい妻さいの余裕かしら～」

「彼氏の危険を守るのが彼女ですから」

「あら～、かっこいいわ～。でもちょっと力が入りすぎじゃないかしら～」

「……どこがです？」

「ちこちゃんは社交的だからわかってくれると思うけど、断り方っていうものがあるのよね～。なのに今のはちょっと過か激げきというか～、言葉が強すぎるというか～」

「…………」

　思い当たるところがあったのだろうか。千湖は返答をしなかった。

「でも助かったわ～。みなとちゃん、学園で人気者なのね～」

　湊みなとはがっくりと肩かたを落とした。

「っていうか、遊ばれているだけのような気がするんだけど」

「そんなことはないわ～。みんなみなとちゃんが好きなのよ～。ねっ、生徒会長さん？」

「えっ？」

　なぜ常磐ときわ先せん輩ぱいが生徒会長って知っているんだ？

　湊は疑問に思ったが、口にする前に常磐が返答した。

「ええ、人気すぎて面白──いえ、困っているのですよ」

「あの、常磐先輩……今、面白いって言おうとしましたよね？」

「何のことだ？　覚おぼえがないな」

　常磐は鼻で笑い、軽く湊をスルーする。

　京子は頼もしげに常磐を見つめた。

「でもこんな生徒会長さんがいればみなとちゃんも安心ね～」

「いえいえ、御ご母ぼ堂どうに比べれば私など」

「またまた謙けん遜そんしちゃって～」

「謙遜ではありませんよ」

「うふふ～」

「ふふっ」

　湊の背せ筋すじに悪お寒かんが走った。

　何だろう、この意味ありげな笑みは。嫌いやな予感がする。

　先にやり取りを打ち切ったのは京子だった。

「みなとちゃん、ちょっと一緒に付き合ってくれる～？　ありすちゃんも交まじえて家か族ぞく会かい議ぎをしたいのよ～」

「えっ？　そりゃいいけど」

「そういうことだから、ちこちゃんごめんね～」

「いえ、別に」

　京きよう子こが歩き出したのを見て、湊みなとは後を追った。

　湊が一度振り返ると、千ち湖こは変わらない表情でただじっと京子の後ろ姿を見つめていた。
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　近くの喫きつ茶さ店てんに入って、待つこと三十分。

「ごめん、お母さん、お兄ちゃん。委員会が延のびちゃって」

　有あり栖すが姿を現した。

「いいのよ～。ほら、座って～」

　有栖が湊の横に座り、アイスティーを注文する。

　そのとき湊の脳のう裏りに、有栖の涙なみだがよぎった。

　湊は有栖との距きよ離りが近すぎるように感じ、少しだけ離はなれた。

「それで京子さん、話って？」

　湊が話を振ると、京子はのほほんとした笑顔のまま応じた。

「あらあら～、そんなに慌あわてなくても～。まずは久しぶりに家族が集まったから～、ゆっくりしましょうよ～」

「ゆっくりって言ったってさぁ」

「みなとちゃんは最近どうなの～。学校の勉強にはちゃんとついていけてる～？」

「うっ、それは……」

　正直、四し季きノの森もり学がく園えんの学力は高く、ついていくことすらままならない状況だった。

　だがここで素直に言って説教されるのも嫌いやだったため、湊はごまかすことにした。

「ま、まあそれなりに！」

「ふ～ん、それなりねぇ～。期末テストの成せい績せきはみなとちゃんが隠してもちゃんと入手するつもりだから～、楽しみにしてるわ～」

「うっ──」

　京子の目がギラリと光る。敏びん腕わんキャリアウーマンとしての眼光に、湊は震ふるえ上あがった。

「ありすちゃんはどう～？」

「うん、それなりに」

「そう～。まあ、ありすちゃんの勉強については心配してないわ～」

「それより京子さん、今日一日何やってたんだ？」

　朝、京きよう子こを見かけた後、それから何をやっていたのか。それが不明だった。

「ん～？　先生とお話したり～、買い物に行ったり～」

「せ、先生とお話って……？」

「みなとちゃんやありすちゃんが普ふ段だんどうしてるのかと思って～。真ま舟ふね理り沙さ先生、とてもいい人ね～」

「ぐっ──」

　元とはいえ、母親に学校生活のことを聞かれる。それほど嫌いやなことはない。

「みなとちゃん、随ずい分ぶん楽しい学園生活を送っているようね～。お母さん、安心したわ～」

「うううっ……」

　湊みなとはうなだれた。

　何を聞いたのかなんて問いただすのは愚ぐ行こうだ。絶対恥はずかしくなるようなことを言われるに決まっている。

「お母さん、お母さんが来たのって、それが目的じゃないでしょ？」

　有あり栖すが話を戻した。

「何かすることがあって来たんじゃないの？　違う？」

「そうね～。ありすちゃんの言う通りよ～」

　店員がアイスティーをテーブルに置く。

　有栖はシロップの蓋ふたを開け、半分ほどアイスティーに流し込んだ。

「今回の帰国の目的は～、一つは仕事よ～。報告しなきゃいけないことができたから帰国したの～。もう一つは～、みなとちゃんとありすちゃんが元気にやっているか確認しに来たのよ～」

「な、何だ……」

　湊は大きく息を吐き出した。

「でも～、今日二人の様子を見て～、やっぱり家族は一緒に暮らすべきじゃないかな～って思ったの～」

「あ、あの、京子さん、それって──」

　京子はにっこりと微笑ほほえむと、何事もないかのように言った。

「みなとちゃん、ありすちゃん、南米で一緒に暮らさない～？　転校の手続きの方法は聞いてきたから大だい丈じよう夫ぶよ～」

　湊は喉のどの奥を鳴らした。

　転校……それは身の回りが一変するような出来事だ。なのにこんな何の前触れもなくだなんて──いきなりすぎる。

「京子さん、どうしてだよ！　それなら俺おれがシェルターから出てきたとき、南米に連れて行けばよかったじゃないか！」

「大人の事情よ～」

「大人の事情ったってさ、こっちは何の準備もしてないんだぜ？　いきなりそんなこと言われても、すぐにうんとは言えないって！」

「みなとちゃんには可愛かわいい彼女もできたしね～」

　湊みなとは心しん臓ぞうを摑つかまれたような気分になった。

　そう、こっちには千ち湖こがいる。僅わずか数ヶ月だけど、友達もできた。なのにそれを捨てて南米に行く気にはなれない。

「だから決めてもらおうと思って～」

「何を！」

「転校するかどうか～」

「…………」

「わたしについてくるのもいいし～、このままいてもいいわ～。好きなほうを選んで～」

　湊は即そつ決けつした。

「俺おれはここに残るぜ！　南米じゃ言葉も通じないし、それにこっちには友達もできたし！」

「わかったわ～。みなとちゃんは残るのね～」

「有あり栖すもそうだろ？」

　疑いないことだった。有栖も同じ返答をする。そう思って話を振った。

　しかし有栖はただじっと黙だまっていた。

「お、おい、有栖？　どうしたんだ？　お前も残るだろ？」

「…………」

　ここまで言っても、有栖は動かない。

「どうしてだよ？　お前だって行きたくないだろ？」

「……お兄ちゃんは行って欲しくない？」

　湊は一いつ瞬しゆん息が止まった。

「どど、どうして俺に聞くんだよ？」

「お兄ちゃんの意見も聞いてみたいと思って」

　悩ましげな眼まな差ざしが痛い。

　ここで行くなと言えば有栖は言う通りにするのだろうか？　だとしても、そんな言葉を言う権利が俺にあるのだろうか？

　もちろん有栖に南米に行って欲しくないって気持ちはある。けれどもこんな重要なこと、俺の願望で決めてしまってはいけないはずだ。

　だから湊はこう言った。

「そういう話じゃないだろ？　お前が行きたいか行きたくないか、そういう話じゃないのか？」

「…………」

　有栖は肩かたに下げた三つ編みをすくと、おずおずと口を開いた。

「お母さん、少しだけ考えさせて」

「おい、有あり栖す！」

「わかったわ～。でも滞在は一週間だけだから～、そうね～、手続きのことを考えると明日までしか待てないわよ～」

「うん、それでいい」

　有栖はそれだけ言うと、アイスティーを半分以上残したまま席を立った。

　合わせて京きよう子こも席を立つ。

　血の繫つながった親子の連れん携けいとでも言うのだろうか。京子がさっさと会計を済ませ、無言のまま喫きつ茶さ店てんを出ようとする。

　湊みなとはその行動が理解できなかった。




　　　♀♀♂♀♀




「あ、わたしはここのホテルの五〇三号室に泊まってるから～、たいていは電話で済むと思うけど～、何かあったら来て～」

　別わかれ際ぎわ、京子が渡してきたホテルの名めい刺しを握にぎりしめたまま、湊と有栖は寮りようへの帰途についた。

　有栖は早足で歩いていく。

　湊はそんな有栖の背せ中なかに向けて語りかけた。

「なぁ、有栖。南米に行くなんて、噓うそだろ？」

　有栖は応こたえない。

　有栖の背中は、会話を拒きよ絶ぜつしていた。しかしそれでも湊は言わずにいられなかった。

「お前だってこっちに友達がいるだろ？　なのに──」

「お兄ちゃん」

　ぴたり、と有栖が止まった。

「お兄ちゃんはわたしが決める問題だって言ったよね？　わたし、よく考えてから決めたいの。お兄ちゃんには関係ないんだから黙だまってて」

　有栖がさっさと歩き始める。

　湊は駆かけ足あしで追いつき、有栖の横に並んだ。

「関係ないことないだろ？　俺おれたち兄妹なんだし──」

「兄妹だから一緒にいなきゃいけないの？　それおかしくない？」

「そ、そうかもしれないけど──」

「ここまで、だね」

　湊は周囲を見渡した。

　四し季きノの森もり学がく園えんの敷しき地ちを示す門を抜けてすぐの三さん又さ路ろ。正面には校門へと繫がる坂、そして左右には男女の寮りようがある。

「じゃあお兄ちゃん、また明日」

「お、おい、有あり栖す──」

「おやすみ、お兄ちゃん」

　有栖が寮に向けて歩き出す。

　湊みなとはじっと有栖が振り向くのを待った。これで話が終わっていいはずがない。きっと有栖はもう少し話に応じるはずだ。そう思った。

　しかし有栖は振り向く素そ振ぶりさえ見せなかった。一定のリズムで歩き、やがて木々の影に消えて行った。

　生暖かくなってきた風が木々を揺ゆらす。

　湊は言わずにはいられなかった。

「こんなのでいいのかよ……」

　有栖とは四年間、離はなれ離ばなれで暮らしてきた。

　ようやく再会して、毎日顔を合わせるようになって、こんな日常がまた続くと思っていた。なのに──また離れ離れとなってしまうなんて、考えたくない。

　ふとシェルター時代のことが湊の脳のう裏りによぎった。

『あいつ、また泣いてないかな……？』

『ああ、義理の妹さんのことだね。ミナトくんも心配性だねぇ』

『だってよホルスト、あいつ外そと面づらはいいけど、怖がりだし、寂しがりやだし』

『ミナトくん、女は男よりずっと強い生き物だよ。そう、まるで悪あく魔まの化け身しんと言うべき生物だ。心配には及ばないだろう』

『はいはい、お前にとってはそうなんだろうよ。でもよ、俺おれが知ってるあいつは違うんだよ。そう、違うんだ──』

『まるで恋をしているようだね』

『バ、バカか！　俺とあいつは兄妹なんだよ！　そんなことあるわけないだろうが！』

　どうしてこんなことを思い出してしまうのだろうか。

　有栖は俺がいなくても大だい丈じよう夫ぶなくらい強くなった。それを受け止められないからだろうか。それともあのころから俺は──

「っ！」

　湊は頭によぎりかけた考えを打ち消した。千ち湖こという彼女がいる以上、考えてはいけないことだった。

　湊は頭を振って、気持ちを切り替えた。

『やっぱり家族は一緒に暮らすべきじゃないかな～って思ったの～』

　次に浮かんだのは、京きよう子この言葉だった。

　冷静に考えると、京きよう子この言葉は正しい、と湊みなとは思った。

　有あり栖すが母親と数ヶ月離はなれて暮らしたことで、やっぱり一緒に暮らしたいと思うことはおかしくないことだった。

　湊自身は京子と四年間離れて暮らしていたため、いないことに違和感がなかった。しかし有栖はホームシックにかかってもおかしくはない。

　だから湊は、有栖を責める気になれなかった。問題は京子のほうにあると思った。

　あまりにも話がいきなりすぎる。元々そういうことをする人だと思っていたが、悩む時間が一日しかないだなんて、あまりにもおかしい。

　有栖がホームシックにかかっているなら、一週間くらい南米に行って、気持ちを確認してから転校を考えてもいいんじゃないだろうか？　それなら十分に悩んだ結果だし、納得がいく。

　学校を転校するなんて、いつでもできることだ。にもかかわらず今になって一日で決めろだなんておかしな話、受け入れられるはずがない。

　まずこの話をなかったことにしなければと湊は思った。

　京子を止める方法はあるのだろうか。

　マイペースで、だけど押しの強い義理の母親を止められたことが湊にはなかった。そのため誰だれかの助けを借りなければ止められないと直感した。

　湊は携けい帯たい電でん話わを取り出し、登とう録ろくされた番号を眺ながめた。

　そして一つの電話番号で手を止め、発信する。

「もしもし」

「何か用か？」

「ちょっと相談があるんです。いいですか、常磐ときわ先せん輩ぱい──」
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　翌日、早朝。

　湊は京子が泊まるベーチクホテルの入り口の近くに女装をして立っていた。

（変な風に見られていないよな……？）

　湊はホテルのガラスに映った自分の姿を見た。

　借り物のカツラ、スカート、帽ぼう子し、サングラス。

　どれも違和感が生じ、しっくりこない。足元がやけに寂しく、太ももに吹き付ける風が背せ筋すじを凍こおらせる。

　ただ一目で男と判別されるほど似合っていなくはない──と湊は自じ己こ分ぶん析せきしていた。

　意外と足が綺き麗れいに見えているんじゃないだろうか？　これならちょっと背の高い女性って感じで悪くない。目元もサングラスで隠されているだけあって、堂々としていればいい感じだ。

　あとは動きくらいか。がに股またにならないよう意い識しきして、あくまでエレガントにしていれば、十分女らしく見えそうだ。

　そのとき中年女性がホテルから出てきたのを見て、湊みなとは慌あわてて帽ぼう子しを深くかぶった。

（京きよう子こさんか……？）

　しかし違っているとわかり、湊はため息混じりで顔を上げた。

（見つかるわけにはいかない──）

　そう、なぜなら、この行動が南米への話をなくす第一歩なのだから。

　湊が常磐ときわに相談した結果、出てきた答えが〝弱みを握にぎれ〟というものだった。

『お前が南米行きの話をなくしたいのなら簡かん単たんだ。弱みを握れ。そうすれば互角以上の話ができるだろう』

『常磐先せん輩ぱい、元母親の弱みを握るっていうのはちょっと……』

『何を言っている。交渉術においてこんなのは基本だろう。ではお前は紫し桃とうが南米に行っても構かまわないというのか？』

『もちろんそれには反対ですが、ちょっとやりすぎじゃないかと……』

『冷静に考えてみろ。お前は紫桃を説得しようとしたが、失敗している。ならば手が残っているのは母親のほうだろうが、お前は現状勝てる気がしないと言う。勝てる気がしないなら、勝算が持てるだけの情報を持てばいい。実に理りに適かなっているだろう？』

『ま、まあ、確かに……』

『そもそも紫桃の母親である京子……だったか？　彼女には埃ほこりが出る可能性が高い』

『……どういうことです？』

『彼女は突とつ如じよ四月から南米行きが決まったのだろう？　それなら仕事上、何らかの汚お点てんがあった可能性が高い』

『つまり飛ばされた、と？』

『そうだ。その内容をお前や紫桃に言っていないのであれば、隠しているということだ。つまりそれが弱みであり、それさえ摑つかめば──』

『有栖に黙だまっていることを引き換えに、今回の話はなかったことにできる可能性がある、と』

『そうだ』

『さすが先輩！　あくどいことに関して右に出る人はいませんね！』

『ということで、明日は学校を休んで女装をしろ』

『えっ……？』

『会社に潜せん入にゆうしろ、と言ってるんだ』

『でも女装って……』

『男がいるとわかったら騒さわぎになるだろう。もう忘れたのか？』

『あっ、なるほど……』

『女装用の服などは蘭らんに届けさせてやる。それと援えん軍ぐんを送ってやろう。一人適任を知っている』

　といった感じで話は進み、現在の状況に至っていた。

（しかし援軍って誰だれなんだろうな……）

　現地で集合させる、とは聞いていた。しかしそろそろ時間だというのに現れる様子はない。

（まあ、たぶん小こ萌もえちゃんだとは思うけど……）

　潜せん入にゆうするのにうってつけの人材と言えば彼女しかいない。

　そう思い、湊みなとは見えない場所にも気を払っていた。

「久く我が原はら先せん輩ぱい、お疲れ様です。これ、どうぞ」

「ああ、ありが──んんんっ!?」

　缶コーヒーを差し出す手には白い手袋がつけられている。

　あまりに意外な少女の登場に、湊は混乱した。

「えっ、噓うそ……にょもろ──」

「その名を呼ばないでください」

「ぎゃっ！」

　可愛かわいらしいポニーテールが揺ゆれ、ノータイムでローキックされる。

　この容よう赦しやのなさ、間違いない。無類の有あり栖す信者にして〝久我原湊抹まつ殺さつ会かい会長〟のにょもろだった。
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「えっ、でもどうして君が……？」

「事情は三さん条じよう先せん輩ぱいから聞きました。紫し桃とう先輩の一大危機と知り、やむなく助力をしに来たのです」

「ああ、なるほど」

　にょもろは有あり栖すを信しん奉ぼうしているだけあって、転校には大反対だろう。そこに利害が一致する点があったというわけか。

「言っておきますけど、あまり近づかないでくださいね。キモイですから」

「……やっぱり？」

「女装はやむなしにせよ、先ほどガラスに映った自分を見てご満まん悦えつな姿は、吐き気を催もよおすほど──」

「うおおおぉぉ、それ以上言わないでくれぇぇぇ！」

　湊みなとはとっさににょもろの口をふさごうとした。

　この行動はにょもろにとって意外なものだったのだろう。すんなりと口をふさぐことができた。

「ふぐっ、ふううぅぅ！」

　にょもろは抵てい抗こうしたが、それも長くは続かない。

　ビクビクッ、と身体からだを震ふるわせ、その場に崩くずれ落おちた。

「あっ、にょもろちゃん、ごめん……」

　にょもろは極度の敏びん感かん体たい質しつだった。そのため触れるだけで全身の力が抜けてしまう。

「ゆ、ゆるしまへん……」

　湊は手を離はなしたが、にょもろには後こう遺い症しようが残っているようだった。やっとといった感じで立ち上がる。

「本当に偶然なんだ。今日は許してくれよ。これから協力していくんだし」

「そ、それは……わ、わかりました。これもすべては紫桃先輩のために」

　にょもろが缶コーヒーを拾い、改めて渡してくる。

　湊は手袋に触れないよう慎しん重ちように受け取った。

「しかし来るのがにょもろちゃんとはなぁ……」

「だからにょもろと──」

　言いかけて、にょもろは口を閉ざした。

「……まあいいです。いちいち注意していたら話が進みません。今日だけは許してあげます」

「どうしたんだ？　俺おれに心を許しちゃった？」

「気持ち悪いのでそういうこと言わないでください」

「いってぇぇぇぇ！」

　つま先を踏ふみつけられたよ！　かかとで！

「私は今日、チャンスだと思ってきたんです」

「……チャンス？」

　にょもろの表情は深刻だった。そのため湊みなとも真剣に受け止めることにした。

「私、野外活動で紫し桃とう先せん輩ぱいを怒らせてしまいました」

　湊は詳くわしいことを知らなかったが、にょもろが野外活動以来、有あり栖すと話している姿を見かけなくなっていることに気がついていた。だから何かあっただろうとは察していたが、繊せん細さいな話題だと思って有栖にも聞いていなかった。

「私が悪かったんです。紫桃先輩のことを考えず、自分勝手な理想を押し付けてしまったんです」

　にょもろがスカートをぎゅっと握にぎりしめる。

「それからいろいろ考えて、やっぱり紫桃先輩は尊敬できる人だって思いは変わらなかったんです。だから今日、あなたに協力をすることで少しでも償つぐないをしようと思ったんです。だって紫桃先輩は南米に行きたいと思っているはずがないんです。だから私は──」

「ありがとう、にょもろちゃん」

　にょもろが目をパチクリさせる。

　湊はゆっくりと言った。

「有栖のこと心配してくれてありがとう。そして今日、わざわざ学校を休んでまでして、協力してくれてありがとう。頼もしいパートナーができて嬉うれしいよ」

　にょもろの言葉はたどたどしいけれども、一いち途ずな想おもいが十分に感じられるものだった。

　だから湊はまずお礼を言った。そして落ち着いたら有栖に話し、こじれてしまった関係を修復するお手伝いをしようと思った。

「そ、そんなことを言っても私は騙だまされませんよっ！」

「騙すって、俺おれ、変なこと言ったか？」

「気持ち悪くないことが気持ち悪いです」

「じゃあどうすりゃいいんだよ!?」

「……っ!?　隠れてください！」

　にょもろが物陰に引っ張る。強きよう烈れつな痛みが肩かたに走り、湊は悶もん絶ぜつした。

「いってぇぇえぇ！」

「静かにしてください！」

　にょもろは物陰からホテルの入口を伺うかがっている。

　湊はにょもろの上から覗のぞき込こんだ。

「京きよう子こさん……」

「やっぱりそうでしたか」

　にょもろはポケットから京きよう子この写真を取り出した。

「それ、常磐ときわ先せん輩ぱいから？」

「はい。紫し桃とう先輩に似た美しい人ですね」

　美人、ということに湊みなとも異論がなかった。ただ有あり栖すに似ているということに対しては、有栖も美人として認めなければならない気がしてちょっと抵てい抗こうがある。

「もう四十も近いでしょうに、まるで紫桃先輩と姉妹のようですね」

「京子さんはそうなんだ……」

　化ばけ物ものじみて若く見える。もちろん化け粧しようでごまかしているのもあるだろうけれども。

「先輩が天使とすれば、お母様はまるで女神です。親子でこれほど美しいだなんてこれは間違いなく奇跡です。ああ、なんて素晴らしいんでしょう……」

　にょもろがうっとりと京子を見つめる。その眼まな差ざしはまるで恋する乙女おとめのようだ。

　さすがにそれは言い過ぎなんじゃと湊は思ったが、口にすれば間違いなくすねを蹴けられるだけなので自じ重ちようすることにした。

「あっ、車に乗るようです」

「大だい丈じよう夫ぶだ。常磐先輩に言われて、タクシーはすでに待たせてある」

　湊は京子の会社が春しゆん秋じゆう商しよう事じという名の会社であることは知っていたが、現在どの部署にいるかは知らなかった。となると、行き先が本社ではない可能性もある。

　そのことを常磐に伝えると、『ホテルの入り口で待って、タクシーをキープしておいて、追えばいい』と助言してくれていた。だからこそできた行動だった。

　湊は急いでタクシーに乗り、『あの車を追ってください』と告げた。

　すでに準備が完了している運転手は頷うなずいてアクセルを踏ふんだ。




　　　♀♀♂♀♀




「そっか、抹まつ殺さつ会かいは解散してくれたのか」

「はい。あなたが千ち賀が浦うら先輩と付き合い始めた以上、目め障ざわりな行動は激げき減げんしました。こうなると残ったメンバーにあるのは私し怨えんだけですので、付き合いきれないと思いまして」

　湊が雑談をしていると、突とつ如じよ前方を行く車が止まった。

「止めてください！」

　湊は運転手に声をかけると、車を降りていく京子を横目で見ながら料金を支払った。

　京子が入ったのは二十階建てのビルだった。

　そっと後ろを追いかける。

　京子がエレベーターに乗るところまで監かん視しし、そこで一いつ旦たん追跡の区切りをつけた。

「エレベーターは七階に行きましたね」

「看かん板ばんを見てみよう」

　ビルの案内板を見てみると、七階は春しゆん秋じゆう商しよう事じの海外営業部と書かれていた。

「さて、ここからが難しいな……」

　七階に行ってしまえば大人の園その。高校生がうろついていては目立ってすぐバレてしまう可能性が高い。

「迷っていてもやることは同じです。行きましょう」

「でも……」

　ビシッとにょもろが湊みなとに人差し指を向ける。

「先せん輩ぱいの名前は紫し桃とう有あり栖す」

「……へっ？」

「私は先輩のお付き。先輩は母親の忘れ物を届けにここまで来たのです。それで会っていくのは恥はずかしいけど、海かい外がい赴ふ任にんとなって心配だから評判を聞こうと思った。オッケーですか？」

「そ、そういうことか……。よしっ、それならオッケーだ」

「では──行きましょう」

　湊は先導して歩いていくにょもろの背せ中なかを見つめながら、その頼もしさを実感していた。

　昨日の敵が今日の友。有栖と同じ委員長気質だけあって、困ったときのために腹ふく案あんを用意しておいてくれるあたり、相あい棒ぼうとして頼もしい限りである。

　エレベーターを待つ間、にょもろは持っていたビニール袋から二十個入りのモナカを取り出した。

「これを忘れ物にしましょう」

「凄すごいな。そこまで考えてたんだ」

「当たり前です。考えていない先輩のほうがおかしいんです」

「ははっ、まあ、ありがたく使わせてもらうよ」

　強力なパートナーと思えば憎にくまれ口ぐちも頼もしく感じられるから不思議である。

　湊はお土産みやげの入ったビニール袋を手に提さげ、にょもろと共にエレベーターに乗った。

　ポーン、と音が鳴り、七階の扉とびらが開く。

（ここが京きよう子こさんの仕事場か……）

　湊は緊きん張ちようして降りたが、ちょっとイメージしていた風景とは違っていた。

　仕事場が、見えない。

　シンプルな廊ろう下かが広がるばかりで、扉は完全に認証システム付き。おかげで誰だれかが出入りしてもすぐに閉じてしまって、隙すきをついて中に忍しのび込こむことなどできそうにない。

「どうする？」

　湊はにょもろに尋たずねた。

「誰かに声をかけるしかないと思いますが、どの人に声をかけるかは悩みどころですね」

「なるべく京きよう子こさんに知らされないよう、真ま面じ目めそうな人がいいんじゃないか？」

　にょもろは即そく座ざに否ひ定ていした。

「いえ、私たちの目的は紫し桃とう先せん輩ぱいのお母様の弱点を握にぎり、紫桃先輩の南米行きを取りやめてもらうことです。つまりここに来ていることがバレても弱点さえ摑つかめば勝ちになります。そのためむしろ口が軽そうな人を選ぶべきでしょう」

「おおっ、確かに」

「まったく、これだからあなたには任せられないんです」

「悪い悪い」

「ここにいては目立ちます。一いつ旦たん安全なところに避ひ難なんしましょう」

　にょもろの言うように、通り過ぎる大人の女性たちから不思議そうな目で見られている。きっと『子供がどうしてここにいるんだ？』と思われているに違いない。

「こっちです」

　にょもろが先を切って歩き出す。

　その後ろを湊みなとがついていくと、思わぬ場所にやってきた。

「あ、あの、にょもろちゃん、ここって……」

「トイレですが、何か？」

　瞳ひとみとデートをするために変装したのもトイレだった。女性はトイレに秘密を持っていく癖くせでもあるのだろうか。

　にょもろに背せ中なかを押され、トイレに入る。そしてそのまま一つの個室の中に二人で入った。

「でもさ、にょもろちゃん。ここは安全かもしれないけど、誰だれに話しかけていいかなんてわからないぜ？」

　やっぱり話しやすさを判断できるのは顔だろう。こんな個室に入ってしまっては、声は聞こえても顔を見るのは不可能である。

「安心してください。私には〝力〟がありますから」

　にょもろは深呼吸をすると、意い識しきを外界へと広げた。




　──【その肌敏感にてキレイキレイ】




　にょもろの敏びん感かん肌はだは空気の微細な振動さえ感じ取ることができる。武道の達人が僅わずかな空気の揺ゆれ、身体からだの動きで次の動きを予測できるのと同様のものをにょもろは摑むことができた。

　動きを読むことができるということは、何も争いごとに役立つだけではない。

　人には固有の歩き方、呼吸法などがあり、そこに性格は現れる。大おお股またで歩く人、リズムよく歩く人──こうしたところに、気質は自然と出るものである。この能力をにょもろは今、フル活用していた。

「先せん輩ぱい、近いです……」

　にょもろが不満の声を上げる。

　だがここはトイレの個室。離はなれるには限界がある。

「しょうがないだろ」

「先輩は便座の上で体たい操そう座ずわりでもしててください。あとエチケットの問題がありますので、当然耳もふさいでいてくださいね」

「それ物もの凄すごい体勢だな!?」

「もしかして喜んでますか!?　変へん態たいですね!?」

「喜んでなんていねぇよ！」

　どうしてこうこの子と話していると話がこんがらがってしまうのだろうか。まったく不思議である。

　ここで争ってもいいことはないため、湊みなとはにょもろの言う通り、便座に座り、体操座りをした。

　すると個室のドアに耳をつけて集中しているにょもろの背せ中なかが見えた。

　能力を使って外の様子を探さぐろうとしているためか、いつも以上に無防備だ。

　湊は何となく、にょもろの背中に向けて人差し指を近づけた。

　だが次の瞬しゆん間かん、にょもろが湊の指を摑つかみ取とった。

「ふふんっ、私の【その肌敏感にてキレイキレイ】に死角はありません。あなたが破は廉れん恥ちな真似まねをしてくることは予想済みでした」

「ちょっと暇ひまだから驚おどろかそうとしたんだけど……いいのか？」

「何がです？」

「俺おれに触れてるけど」

　気がついたことで感覚がよみがえったのか、にょもろは摑んだ指を見つめると、急きゆう激げきに顔を赤くし、身体からだをビクンビクンと震ふるわせた。

「ひ、卑ひ怯きような……こんな手を使ってくるなんて……」

「いや、今回はにょもろちゃんの自じ爆ばくだろ。それとも俺に触れることに快感覚おぼえるようになっちゃった？」

「冗じよう談だんでも気持ち悪いこと言わないでください」

　喉のどを一突きされる。湊は声を上げることもできず悶もん絶ぜつした。

　そうこうしながら膠こう着ちやくすること十分ほど経ち、四人目のトイレ来訪者がやってきた。

「ふふふ～ん」

　にょもろが何かを感じ取ったのか、振り向く。そして便座の上で体操座りをする湊に囁ささやいた。

「この人で行きましょう」

「わかった。任せる」

　湊みなととしてはにょもろに任せるしかない。

　即そく座ざに頷うなずき、心の準備を整えた。

「出ますよ」

「オッケーだ」

　ターゲットがトイレを出たのを追う形で二人は個室を後にした。

「あの、すみません」

　湊が話しかけると、ターゲットの女性は『はい？』と気の抜けた声で振り返った。

　まだ学生っぽさの抜けない女性だった。大きなメガネがキュートで、ちょっとドジそうな雰ふん囲い気きがある。

「紫し桃とう京きよう子こっていう人、知ってますか？」

「えっ？　部長ですか？　もちろん知ってますが……」

　あなたは誰だれ？　と瞳ひとみが語っていた。

　湊は胸むねに手を置いた。

「ええと、わたし、娘の紫桃有あり栖すって言います」

「ええっ？」

　メガネの女性が目を丸くする。

「高校生のお嬢じようさんがいるって聞いてましたけど、思ったよりずっと立りつ派ぱな体格してるんですねぇ」

　湊は男として平均並の体格だが、女として見ればかなりの長身となる。

（これは誤ご魔ま化かさなければ……っ！）

　湊はすかさず言った。

「あの、わたし、毎日牛乳を飲んでるのと、腕うで立たて伏ふせ百回をしているのでそのおかげかと──ぐふっ！」

　湊の脇わき腹ばらが高速エルボーでえぐられる。

　にょもろは湊の袖そでを摑つかむと、メガネの女性の死角まで湊を強制的に移動させた。

「久く我が原はら先せん輩ぱい……何言ってるんですか……？　麗うるわしい紫桃先輩を勝手にマッチョキャラにしないでくれます……？」

「いや、有栖なら胸むねを大きくするためやってるかなぁと……」

「いい加減なことを言っていると訴そ訟しようしますよ？」

　完全に殺す目つきである。

　湊は犬をあやすポーズを取った。

「お、落ち着こう！　なっ！　こ、今度から気をつけるから！　そ、それにこんなことしてたら怪あやしまれるだろ？」

「……わかりました」

　湊みなとは額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　どうやら納得してくれたようだ。殺されなくてよかった。

　気持ちを落ち着けると、湊はにょもろと共にそそくさと元の位置に戻った。

「お話、よかったかしら？」

　メガネの女性はニコニコと微笑ほほえんでいる。細かいことは気にしない性格らしい。

「あ、自じ己こ紹しよう介かいが遅れました。私、紫し桃とう先せん輩ぱいの後こう輩はいで、お付きで来た神かん崎ざきにょもろです」

「あら、可愛かわいらしい名前ね。にょろちゃんって呼んでいい？」

「…………………………」

　あ、ヤバい。完全に逆げき鱗りんに触れた。

　だがここで怒ってはいけないことはわかっているのだろう。にょもろは懸けん命めいに笑顔を形作り、

「えぇ、どうぞご勝手に……」

　とだけ言った。

「あっ」

　ポンッとメガネの女性が手を叩たたいた。

「立ち話もなんですし、部長室に案内しましょうか？」

「あっ、それはその、呼ばないでください。恥はずかしいですし」

　湊がそう言うと、メガネの女性はニッコリと微笑んだ。

「わかりました。でも用事があるんですよね？」

「え、ええ」

「いいですよ。じゃあこっちへどうぞ」

　話した人がよかったのだろうか。理想的な展開である。

　湊とにょもろは頷うなずき合あい、後ろをついていった。

「わたし、堀ほり内うち美み冬ふゆって言います。紫桃部長にはいつも怒られっぱなしでして」

　美冬がカードを掲かかげ、扉とびらの認証を外はずす。

　湊とにょもろは美冬が開けてくれたスペースから中に入った。

　広いフロアだった。向かい合わせの机つくえ十個が一つのまとまりとしてあり、それが十列ほどある。人数にして百人ほどはいるだろうか。

　湊が社員の後ろ姿をじろじろと見つめていると──

「部長！　すみませんでしたぁぁぁぁ！」

「あらあら～」

　見み慣なれた顔を発見した。

「って、オイイィィィィ！」

　あれである。ジャパニーズ土ど下げ座ざである。

　土下座している人は『課長！』と呼ばれているだけあって、この課で一番偉い人のようだ。にもかかわらず、土ど下げ座ざである。

　あまりの光景に、ここを仕事場とする女性社員たちも絶句していた。

「お、おい、どうなってるんだこれ!?　社会に出ると土下座はコミュニケーションの一いつ環かんになるの──ぐほっ！」

　にょもろの肘ひじが湊みなとに突き刺さる。

「紫し桃とう先せん輩ぱい、落ち着いてください。女性としてあるまじき発言ですよ？」

　にょもろが瞳ひとみをぎらりと光らせる。それで湊は女装をして有あり栖すの振りをしていることを思い出した。

「お、おほほ、やだっ、わたしったら、びっくりしちゃって変な言葉使っちゃった☆」

「気持ち悪い……」

　にょもろが美み冬ふゆに聞こえない程度の声でつぶやく。

　そんなやり取りの間にも京きよう子この話は進んでいた。

「まあまあ明あき穂ほちゃん、頭を上げて～」

「部長……」

「わたし、全然気にしてないわよ～。南米での業ぎよう績せきも黒字転換させたし、これなら早めに戻って来られそうよ～。だから気にしないで～」

「部長ぉぉ～」

「ほらほら泣かないで～。美人が台だい無なしよ～」

　課長が京子に抱きつく。その光景を周囲で見ていた人たちは拍はく手しゆをもって迎えた。

「な、何なんですか、これ……」

　湊がつぶやくと、美冬が答えた。

「紫桃部長は、課長の失敗を自分の責任として負ったから南米に飛ぶことになったのです」

「えっ？　そうだったんですか？」

「部長は仕事が鬼おにのようにできる人だけど、同時にとても優やさしい方ですから」

　なにその完かん璧ぺき超ちよう人じん。昼間のママはちょっと違うってレベルじゃないよ？　京子さんそんなに凄すごい人だったの？　そんなに凄い人のアラを探せるの？

「すみません、先輩は顔を見られたくないので、移動してもらっていいですか？」

　にょもろから助け舟が入る。

　美冬は頷うなずいた。

「じゃあこっちのスペースにどうぞ」

　簡かん易い会かい議ぎ室しつと言えるような場所に案内される。テーブルが一つ、椅い子すが四つ備え付けられ、パーテーションで区切ってあるだけの場所である。

　美冬は紙コップに入ったコーヒーを三つ持ってきた。

「それでどんな用でしたか？」

「母がこれを家に置いていったので、忘れたのではないかと思いまして」

　湊みなとは先ほどにょもろからもらったモナカを差し出した。

「ああ、そうでしたか。じゃあこれは部長に渡しておきますね」

「それで、ちょっと先ほどの話とも繫つながるんですけど、母は会社でどんな感じなのでしょうか？」

　湊はボロが出ないよう慎しん重ちように語りかけた。

　まず話をするのが大事だ。最初から娘むすめに悪いことを言う人はいないだろう。だから少しずつ打ち解けて、その後弱点となることについて聞き出したい。

「部長のことが聞きたいんですか？　どうしてです？」

　その反応に対する回答を湊は用意してなかった。

　するとにょもろが口を挟んだ。

「先せん輩ぱい、お母様のことを凄すごく心配しているんですよ。だって娘を置いて海外に一人で行くなんて、会社で何かあったとしか思えないじゃないですか」

　ナイスフォローっ！

　湊がテーブルの下で親指を立てる。それを見てにょもろは、しょうがない人ですねと言わんばかりの表情でため息をついた。

　美み冬ふゆはにょもろの発言で合が点てんがいったらしい。スラスラと話し始めた。

「そうだったのですね。それは心配してもおかしくないと思います。部長も最初、海外転勤は嫌いやだと言っていたんですよ。でも会社の決定だから行かざるを得なくなりまして。特に義理の息子さん──あれ、義理の息子さんではなくなったんでしたっけ？　あの有名になった久く我が原はら湊くんのことをとても心配していましてね。南米に連れて行こうか悩んだらしいのですが、あちらの状況がわからないまま連れていくのも問題があると判断されたようでして。あなたが久我原くんの入る学校にいたことが決め手となって、単たん身しん赴ふ任にんを決めたそうです」

　湊は思わぬ言葉に衝しよう撃げきを覚おぼえた。

　あいかわらずのマイペースぶりで放置されていると思っていた。でもそうじゃなかった。

　湊は急に罪ざい悪あく感かんを覚えた。

（俺おれはあまりにも簡かん単たんに南米行きを断ってしまったのかもしれない）

　京きよう子こさんは気軽に言っていたが、実はいろいろ悩んで提案したのではないだろうか。日本にいたいという結論を変えるつもりはないが、それでももっと考えてから決めてもよかった。

　そう考えると、有あり栖すのほうが正しいように思える。

　家族なら一緒にいたいと思うのは当たり前だ。だから京子さんの弱点を見つけ出して、強制的に離はなれ離ばなれにさせるのは卑ひ怯きようなんじゃないだろうか。

　南米に行くにしろ、行かないにしろ、有栖が決めることだ。誘さそう京子さんが悪いんじゃない。

　だとしたら──今やってることは無意味だ。

「にょもろちゃん、行こう」

　湊みなとは席を立った。

「せ、先せん輩ぱい!?　どうしたんです、急に!?」

「いや、大事な話が聞けたから、もう十分かなって思って」

「ちょ、待ってくださいよ、先輩！」

　美み冬ふゆがポカンと口を開けている。

　湊は深々と頭を下げると、その場を後にした。




　　　♀♀♂♀♀




「ちょっと先輩、さっきの態たい度ど、どういうことです!?　いきなり帰らなくてもいいじゃないですか!?」

　ビルを出るなり、にょもろが湊を非難する。

　湊は路上で押おし問もん答どうをするのを避けたかったため、まずファーストフード店にでも入ることを提案した。

「わかりました。そこでじっくり聞かせてもらいます」

　そうしてビルから見えたハンバーガーショップに湊とにょもろは向かった。

　時刻はまだ十時半を過ぎたばかり。それでもお腹なかは十分に空すいていたため、湊はテリヤキバーガーとベーコンレタスバーガーの二つを頼むことにした。

「あ、私はポテトと箸はしを一いち膳ぜんください」

「えっ？　ハンバーガー食べないの？　それに箸って……」

「ハンバーガーは口元が汚れるから嫌きらいなんです。その点、ポテトは箸を使えばいいので」

　潔けつ癖ぺき症しようも大変だな、と湊はつぶやき、番号札を持って席を確保した。

　店内は空いていたため、注文の品がすぐに運ばれてくる。

　湊がテリヤキバーガーにかぶりつくと、にょもろは目の前にあるポテトに箸をつけないまま口を開いた。

「で、話を聞かせてもらいましょうか」

「ほぐふぐ……あにょな、もとょもと家族がいっひょにくらふっていうのは──」

「汚いです」

　にょもろが湊にシュッと消毒スプレーを吹きかける。

　湊はぎゃっとうめき声をあげた。

「ちょっっ、食ってる最中にそれはやめてくれ！」

「食べながら話す人が悪いんです」

　湊は深いため息をつくと、ハンバーガーを手元のプレートの上に置いた。

「じゃあ食べずに話すよ」

　湊みなとは順番に話し始めた。

　元々家族が一緒にいるのは自然なこと。そういう意味で京きよう子こは何も間違っていないこと。だから変えるべきは有あり栖すの気持ちであって、京子の行動ではないこと。

「──だからさ、京子さんの弱点を探さぐるって行動自体が間違っていたと感じたんだ。京子さんは真剣に考えてくれていたみたいだし、弱点もなさそうだった。なら有栖に気持ちをぶつけて、何とか思いとどまってもらうほうがいいと思ったんだ」

　長い長いため息をついた後、にょもろはポテトをひとかけら口に入れた。

「話はわかりました。言っていることは正しいと私も思います。でもその意味、先せん輩ぱいにはわかってないですよね？」

「何がだ？」

「紫し桃とう先輩を止めるためには、先輩が何とかしなきゃいけないんですよ？」

「もちろん俺おれは全力でぶつかってみるつもりだ。でもにょもろちゃんの力も必要になってくると思う。やっぱり友達がいると、行きづらくなるだろうから」

「はぁ～」

　にょもろのため息には馬ば鹿かにする響ひびきがある。

　湊は目くじらを立てた。

「何だよ、それ」

「先輩、ちょっと考えてみてくれません？」

「上から目線の物言い、やめてくれ」

「先輩が察したらやめてあげます」

「……わかった。とりあえず続きを言ってくれ」

「先輩、そもそも紫桃先輩が南米に行きたいと思っていると思いますか？」

「そりゃ行きたくない気持ちもあるだろうさ。でもさ、ホームシックにかかってるって可能性だってあるだろ？」

「それは否ひ定ていできませんが……それでも南米に行きたいってことはありえないんです」

「どうして断言できるんだい？」

「そ、それは……」

　にょもろはちらりと湊を見上げ、そしてすぐ目の前のポテトに箸はしを伸ばした。

「言う必要を感じません。でもこれは間違いありません」

「それじゃどうしてすぐに日本に残るって言わないんだ？」

「えーと、それは…………あなたは馬鹿ですか！」

　いきなりの罵ば倒とうに、湊は鼻白んだ。

「どうして男の人って、言わなきゃわからないんですか！　これだから男の人って嫌いやなんです！」

「お、おいっ！　何で俺おれが怒られてるんだよ!?」

「じゃあ私から聞きます。先せん輩ぱいは、どうして紫し桃とう先輩を止めたいんですか！」

「そ、そりゃ当たり前だろ。兄妹やってたんだし……」

「理由になってません！」

「じゃ、じゃあ、どう言えばいいんだよ!?」

「もっと心の奥にある言葉を言ってください」

「心の奥って言われてもさぁ……」

　にょもろは顔をしかめると、スクッとその場を立った。

「もう一緒にいたくありません。もう作戦も終わったことですし、失礼します」

「おいおい、せめてポテトくらい全部食べて行けばいいのに……」

「いえ、結構です。先輩と同じ空気を吸っていたくないですから」

　ひどい言われようである。

　にょもろはトレーをダストに運ぶと、ターンして戻ってきた。そして通り過ぎざまにこう言った。

「紫桃先輩の南米行きを止められなかったら、それはすべて久く我が原はら先輩の責任です。もしそうなったら、私は絶対に許しませんから」

　にょもろが背せを向ける。湊みなとはその後ろ姿を見送ることしかできなかった。




　　　♀♀♂♀♀




　六時間目が終わるころまで適当に時間を潰つぶした後、湊は寮りように戻った。

　まだ誰だれも戻っていない寮で女装を解といた湊は、もう一度有あり栖すと話し合おうと思い、学生服に着替え直した。

（どうやって有栖を止めればいいんだろうな……）

　有栖は千ち湖ことの仲が元通りになれば、南米行きをやめてくれるだろうか。それとももっと別の何かがあれば、行くのをやめてくれるだろうか。

（とにかくもう一度話をしよう）

　湊は寮を出た。

　学校をサボった手前、おおっぴらに校内に入るのはためらわれた。だから寮を出てすぐ立ち止まり、メールを打つことにした。

『有栖、もう一度話がしたい。目立ちたくないから男子寮の前まで来てくれないか？』

　文面を見直し、メールを送る。

　すぐに返信は来た。

『わかった。すぐに行く』

　湊みなとはその文字を見届けると、携けい帯たいをポケットに戻した。そしてそのまま寮りようの壁かべにもたれかかって、どうやって有あり栖すを説得しようか再考を始めた。

「あれ、ミナトン？」

「千ち湖こ……？」

　本来千湖は部活の時間である。

　思わぬ訪問者に、湊は戸と惑まどった。

「ど、どうしてここに？」

「そりゃミナトンが学校サボったから、心配になって見に来たんだよ。理り沙さ先生、カンカンだったよ？」

「ああ、そうだよな。先生には後でちゃんと謝あやまっておくよ」

「──で、どうしてサボったの？」

　ずいっ、と千湖が身を寄せる。

　あまりの近さに湊は一歩下がった。

「あの、いやな、京きよう子こさんの会社まで行ってだな……」

「それってアリスが南米へ行くって話を止めに？」

「お前も知っていたのか？」

「三さん条じよう先せん輩ぱいが教えてくれたの」

「そうだったのか」

　千湖は乗り出した身体からだを戻すと、寂しげな横顔を見せた。

「それならアタシにも声かけて欲しかったな。アタシも協力したかった」

「……そっか。今、お前と有栖の仲がギクシャクしてるように見えたから、そんな風に言ってくれてホッとした」

　千湖は眉まゆ尻じりを釣つり上あげた。

「ミナトン！　アタシとアリスは親友だよ！　確かにちょっとギクシャクしてるかもしれないけど……本当の友達だから、アタシは噓うそをつきたくなかったの！」

「……そっか」

「で、結果はどうだったの？」

「ダメ、かな。やっぱり有栖自身を説得しないと、ってことになった」

「そっか。ならアタシも協力するよ！　だってアリスと離はなれたくないから！」

「チコ……」

　声は三さん又さ路ろのほうからした。

　千湖が振り返る。そしてそこにいた人物に息を吞のんだ。

「アリス……」

　千ち湖このつぶやきを有あり栖すがどう受け取ったのか湊みなとにはわからなかった。嬉うれしそうにも苦々しげにも見える表情を有栖はしていた。

「チコ、そんな風に言ってくれてわたし嬉しいよ。わたしも、同じように思っていたから」

「本当にそう思ってる？」

「思ってるよ！」

　有栖が断言する。

　だが千湖は冷れい淡たんだった。

「ならどうして南米に行くかもしれないって話をアタシに言ってくれなかったの？　そんな大事なこと、言ってくれたっていいじゃん！」

「……ゴメン」

　有栖は深く頭を下げた。

「チコに言うと、決心が鈍にぶりそうに思ったから」

「じゃあアリスは南米に行くつもりなの？」

「……うん、今のままなら」

　有栖は視線を地面に落とした。

　前まえ髪がみがブラインドとなり、有栖の表情が見えなくなる。

「だって今のままなら、辛つらすぎるから」

　湊は優やさしく語りかけた。

「有栖、辛いことがあるなら言ってくれ。俺おれでよければ相談に乗るから」

　するとどうしたことだろうか。有栖はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、全身を震ふるわせた。

　一いつ瞬しゆんが永遠にも感じられるような空白。

　怒りが有栖の中で濃のう縮しゆくされ、一気に吐き出される。

「その言葉、お兄ちゃんにだけは言われたくない……っ！」

「どうしてだよ！　俺が心配しちゃダメなのかよ！」

　ギリッと有栖は奥歯を嚙かみしめ、顔を上げた。

「お兄ちゃんの馬ば鹿か！　どうしてわたしが辛い思いをしているのかわからないの！」

「えっ……？」

「答えは単純だよ！」

　有栖が湊をにらみつける。決意と怒りと悲しみが瞳ひとみの中で入り混じり、強い力を帯おびて湊の視線を拘こう束そくする。

　有栖は絶たえ絶だえの息を深呼吸で整えると、喉のどの奥から言葉を押し出した。

「お兄ちゃんとチコが付き合っている姿を見ていると、胸むねが苦しくなるからだよ！」

　それは〝兄〟と〝妹〟の関係であれば吐き出してはいけない言葉。

　その危あやうさに湊は背せ筋すじを凍こおらせた。

「有あり栖す、それ以上は──」

　戻れなくなる。兄妹に。

　湊みなとは怖かった。止めようとしたのも条件反射だった。

　だが有栖は止まらない。

「お兄ちゃんは黙だまって聞いて！」

「落ち着け、有栖！　俺おれたちは──」

「わかってる！」

　有栖が肩かたで息をする。手足が震ふるえ、今にも倒れてしまいそうだ。

　それでも真まっ直すぐに見み据すえた瞳ひとみは逸そらさない。

　目に涙なみだを溜ため、有栖は言った。

「実は今日、ずっと迷ってたの。でも一日かけて、覚かく悟ごを決めてきたの。だから聞いて……お兄ちゃん」

　有栖が肩に流れる三つ編みをなでる。

　その仕草があまりにも綺き麗れいで、湊は思わず見とれた。




「わたしはお兄ちゃんのことが好きです。ずっとずっと前から好きでした。この気持ちは兄妹のものじゃなくて、一人の男性として好きって意味です」




「────」

　曲きよつ解かいのしようのない、真っ直ぐな告白だった。

　最後の一線は超こえられた。

　有栖は一人の男性として好きと言った。

　この一言によって、完全に〝兄〟と〝妹〟の関係は終わりを告げたのだ。

「…………」

　湊は自分でも驚おどろくほど静かに受け止めていた。

　内側から湧わき上あがってきたのは、恐きよう怖ふでも拒きよ絶ぜつでもなく、納得だった。

（たぶん俺は……わかっていた）

『紫し桃とう先せん輩ぱいの南米行きを止められなかったら、それはすべて久く我が原はら先輩の責任です。もしそうなったら、私は絶対に許しませんから』

　ヒントはたくさんあった。だからわかっていたけど、見ない振りをしていた。兄妹だから、という言葉を免めん罪ざい符ふにして。

　兄妹だったっていうことは、それほど心の奥底に浸しん透とうしていた。

　心地よかったのだ、兄妹という関係が。そしてそれが壊こわれるのが怖かった。

　でも完全に壊れてしまった。
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　もう怖くなかった。ただ今は起こってしまった現実を受け止めるしかなかった。

「アリス、よく言えたね」

　千ち湖こは涙なみだを浮かべて有あり栖すに近寄ると、そっと抱きしめた。

「頑がん張ばったね、アリス」

「チコ……」

「これでアタシたち、五分五分だよ。もうお互いに全部言っちゃったんだから」

　湊みなとは目の前の光景が信じられなかった。千湖の言ったセリフは、〝彼女〟が〝彼氏に粉こなをかけてきた女〟に言うセリフではなかった。

　こうした場面では、奪うばい合あい、出し抜き合い、いがみ合いが行われるのが当たり前のはずだ。

　なのに千湖は有栖と親友の関係のまま受け止め、有栖の告白を肯こう定ていまでしてみせた。

　麗うるわしき友情なんて簡かん単たんな言葉じゃ片付けられない絆きずなが、二人の間にあった。

　千湖は湊の方向に振り返った。

「ミナトン、アタシはミナトンがアリスを選んでも恨うらまないよ」

「千湖……」

「もちろんアタシを選んでくれたなら嬉うれしいな。そしたらアリスは祝福してくれる？」

「……うん」

　有栖は力強く頷うなずいた。

「じゃあミナトン、聞かせて。ミナトンの答えを」

　湊みなとは誠実に答えなければならないと思った。

　有あり栖すが一いつ世せ一いち代だいの告白をしてくれた。そして千ち湖こはどちらを選んでも関係が崩くずれないようにしてくれた。

　考える時間はないに等しい。それでも二人の想おもいに応こたえるため、心の奥底から探すのだ。本当の自分の気持ちを。

「有栖、俺おれは──」

「ちょっと待って～！」

「!?」

　思わぬ横やりに、湊は声の先を追った。

「ど、どうして京きよう子こさんがこんなところに……」

　タイミング的に聞いていたのだろうか？　だとしても、どうして止めたのだろうか？

　疑問は次々と浮かんで溢あふれていく。

　だがスーツ姿の京子は混乱する湊をよそに、いつものおっとりとした笑顔のまま歩あゆみ寄よると、湊の肩かたや背せ中なかをポンポンとなでた。

「みなとちゃん、大きくなったわね～」

「京子さん、今はそんなこと話しているときじゃ──」

「でもお父さんと比べるとまだまだね～。だから衝しよう動どうで物事を決めてはいけないわ～」

「だから京子さん、何を──」

「こうしましょう～！」

　京子は胸むねの前で両手を合わせた。

「みなとちゃん、ありすちゃんの南米行きを止めたかったらありすちゃんの気持ちに応えてあげて～」

「……えっ？」

「だって好きな人が親友と付き合ってるって、辛つらいでしょ～？　そんなありすちゃんをわたしは置いていけないわ～」

「じゃあ俺が有栖と付き合うなら有栖は南米に行かない。千湖と付き合ったままなら有栖は南米に行く。そういうこと？」

「そうよ～。そうしたほうがいいわ～」

「でも手続きとかの関係で今日中に決めなきゃって……」

「それはみなとちゃんとありすちゃんにハッパをかけるためよ～」

「……はぁ!?」

　湊はあんぐりと口を開けたが、京子はマイペースのまま変わらない。

「そう言っておかなきゃありすちゃん、告白しなかったでしょ～」

「お、お母さん!?」

「娘むすめの気持ちなんてお見通しよ～。ふふっ、母親を甘くみてもらっちゃ困るんだから～」

　京きよう子こは自信満々に胸むねを張った。

「南米行きのチケットは二枚確保してあるわ～。でもありすちゃんが飛行機に乗るかどうかはみなとちゃん次第ってこと」

「有あり栖すはそれでいいのかよ？」

　有栖は小しよう考こうの後、決意の込められた瞳ひとみで頷うなずいた。

「いいよ。それくらいの覚かく悟ごは決めてたから」

「有栖……」

　京子は突とつ如じよ千ち湖こに矛ほこ先さきを変えた。

「これでいいわよね、ちこちゃん～？」

「もう反論できないですよね？」

「ええ、そうよ～」

　千湖は肩かたをすくめた。

「京子さんにはかないませんね。わかりました。アタシもいいですよ」

「じゃあ決まりね～」

　京子は湊みなとの肩に手を置いた。

「みなとちゃん、よく考えて～。ありすちゃんはもう妹じゃない。一人の女の子なの。そういう目で数日間ありすちゃんを見てあげて～。そしてそれから決めて。どちらを選ぶかを」

「……わかりました」

　湊は横目で有栖を見た。

　これから有栖は妹ではなくなり、一人の女の子となる。

　それは完全に未知な世界だった。

　それがどういう結果をもたらすのかわからない。

　しかし有栖の気持ちに応こたえない場合、有栖は去ってしまう。だから悔くいのないよう真剣に自分を見つめ直して行こう。そう思った。













　　その三　純じゆん情じよう一いち途ずなマイ・シスター
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　朝日のまぶしさに湊みなとは目を覚さました。

　目覚まし時計はまだ鳴っていない。

　湊は寝ね返がえりを打ち、二度寝を決め込んだ。

「…………」

　眠気はあった。しかし眠れなかった。

（有あり栖すが俺おれのことを好きだったなんて……）

　ふとよぎった思考に、湊の心しん拍ぱく数すうは跳はね上あがった。

（あ、あれ……？　い、いや、そんなまさか……そう！　そんなことあるはずない！）

　湊はベッドから飛び起きた。

　パジャマを脱ぎ捨て、クローゼットから制服を取り出す。ズボンを履はき、シャツに腕うでを通したところで、湊は動きを止めた。

（そんなこと、あっていいのか……）

　覚かく醒せいしていくと共に、湊の心にそんな思いが湧わき上あがっていった。

　有栖を一人の女の子として見ていこうと決めた。ならば有栖のことが好きな自分がいてもおかしくない。なのに反射的に否ひ定ていしてしまう。もはやこれは習性だ。

　有栖は一いつ世せ一いち代だいの覚かく悟ごで告白してくれた。告白を受けないなら南米へ行くなんて言っていることからも、その覚悟の強さは伺うかがえる。

　ならば真ま面じ目めに考えなければならない。有栖の気持ちに応こたえるかどうか。

　しかし何の落ち度もない千ち湖こを振っていいのだろうか。有栖には南米に行って欲しくないが、それだけの理由で千湖を振るなんてひどすぎる。

　決めなければならないのだ。有栖か、千湖か。

　両方を選ぶことはできない。ならばよく考えなければならない。自分の気持ちを。

　湊はシャツのボタンをかけると、部屋を出た。

　階段を下り、食堂に向かう。するとホルストが朝食を取っていた。

「やぁ、ミナトくん、おはよう。今日は早いね」

「あ、ああ……」

　管理人のおばちゃんが用意してくれていたご飯、味み噌そ汁しる、焼き魚にほうれん草のおひたしのセットをもらい、湊はホルストの向かいに座った。

　湊みなとが味み噌そ汁しるに口をつけたところで、ホルストが口を開いた。

「ミナトくん、昨日妹さんに告白されたらしいね」

「ぶっ！」

　湊が味噌汁を吹き出す。豆腐がホルストの額ひたいに張り付いた。

「そんなに驚おどろくことかい？」

　ホルストは表情を変えないままつぶやくと、額の豆腐を摘つまみ取とり、自分の口に放り込んだ。

「うん、ミナトくんの味は最高だね」

「気持ち悪いことしてんじゃねぇよ！」

　湊はテーブルの下からホルストのすねを蹴け飛とばした。

「ノゥ！」

　ホルストが悶もん絶ぜつした隙すきに、湊はテーブルの上に点在する味噌汁をティッシュで拭ふき取とった。

　放っておいたらホルストならばすする。それだけは避けなければならなかった。

「さて、話の続きだけど」

「お前復活はえーよ！」

「それより妹さん──ビッチオブ洗せん濯たく板いたのこと、どうするつもりなんだい？」

　湊はうめき声を上げた。

「ど、どうするって何だよ？」

「付き合うのかい？　付き合わないとあの洗濯板は南米へ行ってしまうのだろう？」

「お、お前に言う必要なんてねーよ！」

　湊はご飯をかきこむと、茶ちや碗わんをどんっとテーブルに叩たたきつけた。

「ごちそうさま！　ホルスト、俺おれは先に行くからな！」

　有無を言わさず湊は立ち上がり、ホルストに背せ中なかを向けた。

「──ちょっと待った、ミナトくん」

　強い口調に湊は足を止めた。

　しかし顔は向けず背中で聞く。

「君はもっと素直になったほうがいい。君は妹さんと再会したとき、何を考えていた？　妹さんにはつい憎にくまれ口ぐちを叩いてしまうのはどうして？　妹さんが告白しようとしてきたとき、なぜ動どう揺ようを？　それらをゆっくりと考えてみるといいと思うんだ」

「ホルスト……？」

　湊は振り返った。

　ホルストはイケメンぶりを見せつけるように金きん髪ぱつをかき上げた。

「ボクは君が幸せであればいいんだ」

「ホルスト……」

「まあどうせ最後はボクの胸むねの中に戻ってくるしね」

　ホルストが胸むねを張る。湊みなとは大きくため息をついた。

「はいはい。じゃあ俺おれは先に行くからな」

　湊は洗面所に向かった。

　歯を磨みがき、簡かん単たんに髪かみをセットし、準備完了。カバンを部屋に取りに行き、玄げん関かんに向かう。

（有あり栖すと会ったときのことか……）

　靴くつを履はきながら湊は一月ほど前のことを思い出してみた。

（確か……）

〝良家のお嬢じよう様さま〟とか〝非のつけようのない美少女〟とか思っていたわけで──

「ぬぐおおぉぉぉ！」

　湊は頭を抱えた。

　恥はずかしい！　恥ずかしすぎる！　有栖だと知らなかったとはいえ、この例えはヤバイ！

　でも逆に言えば、そのときの考えが一番有栖を一人の女の子として見ていたとすると──

「ぐぬぬっ！」

　湊は頭をかきむしった。

　これ以上考えていると頭がおかしくなりそうだった。

　学校に向かえばたくさんの人がいる。そうすれば気がまぎれるだろう。

　湊は玄関のドアを開けた。するとそこに有栖が立っていた。

「お兄ちゃん……来ちゃった」

「ぬぉぉぉ！　あ、有栖!?　どうしてここに!?」

「……お兄ちゃんと一緒に学校に行きたくて」

　有栖が頰ほおを上気させる。

　それを見て、湊は急きゆう激げきに恥ずかしくなった。

「ど、どうしてだよ！　いつもは一人で行ってただろ！」

　言った後で湊は後こう悔かいした。

　どうしてこう反射的に憎にくまれ口ぐちを叩たたいてしまうのだろうか。こうなってはまた喧けん嘩かだ。

　湊は身み構がまえたが、有栖の反応は予想と違っていた。

「お兄ちゃんと一緒に学校に行くの、憧あこがれてたから」

「…………」

　湊は喉のどを詰つまらせた。

　あれ、キャラ違ってね？　いつもの有栖なら『しょうがないでしょ！』とか言って、理路整然とその理由を語るところだ。なのにこんなしおらしくされては肩かた透すかしを食らってしまう。

「あ、憧れてたって……」

　あまりのことに湊は歯の根が合わないままオウム返しをした。

　有栖は長い三つ編みをなでた。

「だって、お兄ちゃんのこと好きだから」

　上うわ目め遣づかいでちらっと見て、また恥はずかしげに目を伏ふせる。

　湊みなとは頭をハンマーで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

「な、なななっ……！」

「じゃあ、行こっ！」

　と言うと同時に有あり栖すは駆かけ出だして、湊の腕うでに手を絡からませた。

　シャンプーの香りが湊の鼻び腔こうをくすぐる。

　湊は声を上ずらせた。

「あ、有栖ぅ!?」

　有栖は白すぎる肌はだをほてらせ、湊に顔を近づけた。

「これも憧あこがれの一つ」

「んなっ!?」

「もうわたしの想おもいは伝えちゃったんだし、答えが出るまでは憧れを叶かなえるの手伝ってくれてもいいよね……？　嫌いやなら嫌って言って。そうしたらやめるから……」

「ぐっ……！」

　湊は何となく気がついた。有栖は自分が選ばれなかったことも考え、思い出作りをしているのだ。

　湊の脳のう裏りに千ち湖この顔がよぎった。

　彼女がいるのに、他の子と腕を組むなんておかしい。おかしいのだが──有栖を選ばなければもう一緒にいられるのはあと一週間もない。ならば有栖にできる限りのことをしてやりたいと思っている自分もいる。

「す、好きにしろ」

　湊はそれだけ言うと、ぷいっとそっぽを向いた。

「うん、ありがと、お兄ちゃん……」

　有栖は微笑ほほえむと、頭を湊の肩かたに預けた。




　　　♀♀♂♀♀




　四時間目のチャイムが鳴なり響ひびき、昼休みとなる。

　各自思い思いの場所に移動して様々な話題に花を咲かせるが、今日はある異変が話題をさらっていた。

『ねぇ、聞いた？』

『紫し桃とうさんのことでしょ？』

『聞いた聞いた。まさか彼女がね……』

『さっきから凄すごいのよ！　十分休みの間もさ！』

『わっ、噂うわさ本当だったんだ！』

　そして話題の中心にいる湊みなとと有あり栖すは──かくれんぼをしていた。

「お兄ちゃ～ん！　どこにいるの～！」

　有栖が大声を上げ、湊を探し回っている。

　それを壁かべに隠れながら耳にしていた湊は、屋上の入口を見上げた。

「ホルスト、そこに誰だれかいるか？」

「いないよ。今のうちだ」

「よしっ！」

　湊はホルストの案内で屋上に飛び込んだ。

　強くなってきた日差しが降ふり注そそぐ。

　湊はぐったりと屋上の扉とびらにもたれかかると、抑おさえきれない衝しよう動どうを声にして吐き出した。

「何なんだよ！　何なんだよあの可愛かわいさは！」

　ホルストはやれやれと言わんばかりに額ひたいに手を当てた。

「あれ、有栖じゃないだろ！　おかしすぎるぞ！　何であんなに可愛いんだよ！」

「まあ確かに凄かったね……」

　有栖の攻勢は完全にタガが外はずれていた。

　登校時も湊は人がいれば離はなれると思っていたが──

『いいじゃん。見せつけてあげようよ』

　と言い、さすがに気まずくなった湊が離れるように告げると、

『やだもん。わたし、お兄ちゃんと離れたくない』

　と駄だ々だをこねた。

　教室に入ってもべったりしている有あり様さまで、周囲のざわめきなどおかまいなし。

　途中、千ち湖こと鉢はち合あわせになっても、

『あと一週間もないんだから許して』

　と同情を誘さそってねじ伏ふせてしまう始末。

　十分休きゆう憩けいには作ってきたクッキーとお茶を差し入れてきて、

『お兄ちゃんを想おもって作ってきたの』

　なんてのたうち回る。これでは噂も広まって当たり前の状況だった。

　そのため湊は昼休みになり、ホルストに協力してもらって逃げることにした。これ以上一緒にいたらどうなってしまうか、自分でもわからなかった。

「あー、昼食は千湖と食べることになってるんだよなー。どうしたものか……」

「あのアーパービッチも状況はよくわかってるだろうし、気にしなくていいと思うけどね」

「でもま、メールはしておくわ」

　湊みなとは柵さくまで移動し、メールを打ち始めた。

「すまん、今日は昼食一緒に食べられそうにない……と」

　あとは送信ボタンを押すだけ。そんなときだった。

「お兄ちゃん見つけた！」

　湊が見下ろすと、体育館の側そばに大きな弁当箱を持った有あり栖すがいた。

「今行くね！」

　有栖は足に力を込めると、校舎の壁かべを三角飛びの要よう領りようで蹴けり、体育館の屋根に飛び移った。そしてすぐさま屋上に飛び移ろうとする。

「行かせないよ！」

「っ!?」

　空中で有栖は何かにぶつかり、先ほどまでいた体育館の屋根に後退した。

　代わって渡わたり廊ろう下かの上に立つのは千ち湖こだった。

「アリスさぁ、ちょっとやりすぎじゃないかな……？」

　ツインテールを揺ゆらし、千湖が低い声でつぶやく。

　有栖は強い風を受け、髪かみを抑おさえた。

「やりすぎって……何が？」

「アタシ、アリスとは正々堂々と勝負をつけたかったから目をつぶっていてあげたけど……もう限界。ミナトンはアタシの彼氏なんだよ？　今まではちょっとくらいはと思ってしょうがなく許してあげてたの。わかる？」

「正々堂々って言うなら、一度彼氏彼女の関係を振り出しに戻したほうがいいんじゃない？　それでお兄ちゃんに選ばせるの？　どう？」

「イ・ヤ！」

「じゃあわたしも嫌いや！　ようやく素直になれたんだもん！　チコにだって遠えん慮りよしないもん！」

　湊の額ひたいに冷ひや汗あせが流れた。

　有栖が幼児化している気がする。あのお兄ちゃんお兄ちゃんといつも後ろをついてきていたころの有栖が、成長した姿でここにいる。

「アリスの馬ば鹿か！」

　千湖の【巨人殺しジヤイアント・キリング】が炸さく裂れつする。

　湊が気がついたとき、すでに千湖は有栖の後方にいた。狙ねらいは首。正確にして強力無比な蹴りが首くび筋すじに襲おそい掛かかる。

「そう来ると思っていたわ」

　有栖は千湖が【巨人殺しジヤイアント・キリング】を発動する寸前、弁当箱を屋根に置き、自みずからも必殺の【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】を始動させていた。

　威い力りよくで言えば、千湖に分ぶがある。だがテクニックで有栖のほうが上だった。

　有あり栖すは千ち湖この蹴けりを受け止めようとせず、力の矛ほこ先さきを上方へと逃のがした。

　大きな威い力りよくのある攻こう撃げきの後には、大きな隙すきができる。

　有栖は高速のハンドスピードで千湖を拘こう束そくしようと制服へと腕うでを伸ばした。

「だと思った」

　千湖もまた、有栖の動きを読んでいた。

　持ち前の身体能力と柔じゆう軟なん性せいで身体からだを回転させて有栖の指を弾はじき飛とばす。そして崩くずれた体勢をバク転することで付け入る隙を封じて距きよ離りを取った。

「……そういえばアリスと本気でやり合うのは初めてだね」

「そうね。でもわたしね、実はちょっと興きよう味みがあったの。どっちが強いかって」

「ふふっ、実はアタシも」

　有栖と千湖は互いに構かまえを取り、不敵に笑い合った。

　緊きん迫ぱくした空気が立ち込め、肌はだを刺す。

　湊みなとは見ている光景が信じられなかった。

　あれほど仲が良かった二人が相あい対たいしている。それは少し前なら考えられない状況だった。

　ただし陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きはない。それが他の少女たちとのやり取りとは違っている。

　これが千湖が作り上げた〝親友関係を維い持じしたまま正々堂々と戦う〟というものなのかもしれない。

　だからといって放っておける状じよう態たいではなかった。

　湊は止めなければならないと思った。少なくとも戦いに勝ったほうを選ぶなんて決まりはないのだから、戦う意味がない。

「二人とも──」

　そう湊が叫さけびかけたときのことだった。

「みなとくん、つかまぇた」

　背はい後ごから押し付けられる二つの肉まんじゅう。

　蕩とろけるような柔らかさに、湊は思わず口元をにやつかせた。

「っ──ひ、瞳ひとみか!?」

「せぃかぃだょ」

　湊が振り向くと、瞳は人差し指を伸ばし、湊の唇くちびるに当てた。

「しっ。気づかれちゃぅょ？」

「い、いや、気づかれても……」

「ぇー、本当にぃぃの？」

　瞳の視線はにらみ合っている有栖と千湖に向けられている。

　あの殺気が自みずからに向いたときを想像し、湊は口を押さえた。

「ぁのね、みなとくん。あたし、愛人って言葉に興味がぁるの」

「っんぐ！」

　湊みなとは言葉に詰つまった。

　瞳ひとみのセリフたるや、脳のうを揺ゆさぶるほどの威い力りよくがある。

「みなとくん、今、ありすかチコちんのどちらかしか選べなぃ状況でしょ？　あたし、それゎそれでしょぅがなぃと思ぅの。でもこっそりあたしと楽しぃことしてもょくなぃ？」

　こっそり、という響ひびきが電気となって背せ筋すじを駆かけのぼる。魅み惑わく的てき──いや、蠱こ惑わく的てきと言うべきねっとりと絡からみつく甘さが瞳の言葉にはあった。

「ぁんなバトルに入ってぃったら、みなとくん死んじゃぅょ？」

「た、確かに……」

「それにバトルが終ゎるまでみなとくんが見てぃなきゃぃけなぃってこともなぃょね？」

「ああ、そうだな……」

「じゃぁ、あたしと楽しぃことしょ？　ほら、あたしゎ甘くておぃしぃょ？」

「ああ……あぁ……」

　甘い香りが全身を包み、湊は段々と考えられなくなっていた。

　脳のう内ない麻ま薬やくが駆かけ巡めぐり、瞳に吸い寄せられていく。

　そしてその豊ほう満まんな胸むねに飛び込もうとしたそのとき──

「お～兄～ちゃ～ん！」

「ミ～ナ～ト～ン！」

　日差しをバックに、二人の少女が屋上の柵さくの上に降り立つ。

　輝かがやきを放つ太陽を覆おおい隠かくさんばかりに巻き上がる黒きオーラに、湊は我われに返った。

「はっ！　お、俺おれは──」

「ぅ～ん、ぉしぃ！　ぁとちょっとだったんだけどなぁ」

　瞳はぺろっと舌を出した。

「ひとみ、あいかわらず油断のならない女ね……。どきなさい！　お兄ちゃんはわたしのものよ！」

「何言ってるの、アリス！　ミナトンはアタシの彼氏！　二人ともわきまえてよね！」

「チコちん、別にあたしゎみなとくんの彼女にしてとゎ言ってなぃょ？　ただちょこっとぃぃことしょって言っただけだょ？」

「「それはダメ！」」

　有あり栖すと千ち湖この声が重なる。

「ひとみ、とりあえずお兄ちゃんから離はなれなさいよ！」

「ちぇ～」

　瞳がしぶしぶといった感じで離れる。

　だが事じ態たいは一向に回復していない。三人が三様の姿勢を取り、必殺のタイミングを狙ねらっている。

「ミナトくん、こっちだ」

　屋上の入口辺りにいたホルストが手て招まねきする。

　もはや止められないと直感した湊みなとはホルストのもとに駆かけ込こんだ。

　二人で壁かべの影に隠れ、様子を伺うかがう。

「ど、どうすればいいんだよ、これ!?」

「実に興きよう味み深ぶかい戦いではあるよね。ミナトくんは誰だれが勝つと思う？」

「ば、馬ば鹿か！　そんなこと言ってる場合じゃないだろ!?」

　完全に三みつ巴どもえとなり、迂う闊かつに手が出ないのだろう。三人のうち二人が組めば残った一人を軽々と倒せるだろうが、親友同士であるはずの有あり栖すと千ち湖こさえ共きよう闘とうの気配を見せない。

「やっぱり中に割って入るしかないのか……」

　湊にはそれしか改かい善ぜん策さくが浮かばなかった。

　だがそれには大きな勇気を要する。もし飛び込むタイミングが攻こう撃げきと重なったとしたら、冗じよう談だん抜ぬきで命を落とす。

「おい、ホルスト。何かいい案はないか？」

　湊は視線を三人に向けたまま尋たずねた。

　だがしばし待っても返答はなかった。

「……？　ホルスト？　何か言えよ？」

　不ふ審しんに思った湊は何なに気げなく振り返った。

　するとホルストが気絶して横たわっていた。

「なん……だと……？」

　湊はホルストを抱き起こした。

　ホルストの首があらぬ方向に曲げられている。誰かにやられ、気絶したのだ。

「誰がこんなこと──」

　言いかけたところで、湊は腕うでに人の温ぬくもりを感じた。それで犯人がわかった。

「──小こ萌もえちゃん」

「……はい」

　小こ柄がらな少女が姿を現していく。

　もふもふとした髪かみを湊の腕にすり寄せ、小萌は顔を上げた。

「何だか二人っきりって、ドキドキします……」

「ちょっっ、小萌ちゃん！　そんな場合じゃないでしょ！」

　湊は最近小萌が瞳ひとみと仲が良いことを思い出した。

　もしかしたら小萌は瞳の悪いところを吸収してしまっているのかもしれない。お化ばけ屋や敷しきでも小こ悪あく魔まぶりを発はつ揮きしていたし、何だかボディタッチが増えてきてるし──ぬぉぉ、先せん輩ぱいとしては嬉うれし──じゃなくて、心配だぞ──って、別によくね？

　小こ悪あく魔ま的てき小動物少女。うん、何だかいい気がしてきた。【少女は見ていたベイビーステツプ】は密会向きだし。

　ふと置かれた状況を思い出し、湊みなとは頭を振った。

「こ、小こ萌もえちゃん、ホルストにはどんなことしてもいいと思うけど、いきなり気絶させるのはちょっと過か激げきかな、と」

「あの、実は三さん条じよう先せん輩ぱいから策さくを授さずけられまして。そのため二人で話がしたかったのです」

「えっ、常磐ときわ先輩!?」

　だとしたら状況を打開するきっかけになるかもしれない。

　湊は有あり栖すたちにバレないよう小声で尋たずねた。

「常磐先輩はどんなことを？」

「久く我が原はら先輩が気持ちを決めきれないなら、まず防ぐべきは紫し桃とう先輩の転校です。だから紫桃先輩と千ち賀が浦うら先輩のどちらかを選ぶなら、紫桃先輩を選んだほうがいい、と」

「だとすると千ち湖こを振らなきゃいけないだろ？　それをそう簡かん単たんには──」

「千賀浦先輩とお話して、振ったフリをすればいいんです。先輩の元お母様が帰られた後、元のように戻す取り決めをすれば千賀浦先輩も考えてくれるかと」

「なるほど……っ！」

　湊はポンッと手を打った。

　さすが常磐先輩。人をコケにすることに関しては日本でも指折りな人なだけはある。

「よし、それで──」

　行こうと言いかけて、突然携けい帯たい電でん話わが鳴った。

　発信元は京きよう子こからだった。

「もしもし」

『聞いたわよ、みなとちゃん～。騙だましておいて元通りなんて、わたし許さないから～』

「はあああぁぁぁぁ!?」

　湊は周囲を見渡した。

　ここは屋上。見晴らしは抜群に良い。だがどこにも京子の姿は見当たらなかった。

　そもそも小萌は小声で話していた。三すくみ状態となっている有栖、千湖、瞳ひとみにさえ聞こえていないようなことを京子が知っているのは明らかにおかしかった。

「まさか……!?」

　湊は制服のあらゆるところを触れてみた。

　するとシャツの胸むねポケットに固い感触がした。

　恐おそる恐おそる取り出してみる。

　それは小型の機械だった。イヤホンサイズで、指の第一関節ぐらいまでしかない。

　湊は見み覚おぼえのない機械だったが、正体は想像でわかった。

「京きよう子こさん、盗とう聴ちよう器き仕込んだ……？」

『この前みなとちゃんが授業を受けているとき、寮りようの部屋を案内してもらったの～。そのときにね～』

「きょ、京子さん！　それマジ犯はん罪ざいッス！」

『ちょっと用心のためにね～。みなとちゃんのところの生徒会長さん、なかなかのくせ者だと思ったから～』

「だからってさ！」

『言っておくけど、わたしが南米に戻った後、定期的に興こう信しん所じよに頼んで様子を報告してもらうつもりだから、下手へたな細工は通じないわよ～。母親を甘くみちゃダメよ～』

　湊みなとは頭を抱えた。

　完全に見み透すかされている。さすがスーパーキャリアウーマン。のんびりしていてもやることは完かん璧ぺきだ。

『あ、仕事が入っちゃった～。またかけるわね～』

　そう言って、京子は通話を切った。

　常磐ときわの先せん手てを行く元義理の母親の手並みに、湊は天を仰あおいだ。
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　一日が終わり、自室のベッドに横たわる湊は携けい帯たい電でん話わを見つめていた。

　画面にはメールの一覧が映し出されている。

　今日だけで五十七件。そのほとんどが有あり栖す、千ち湖こ、瞳ひとみによるものだった。

『ミナトン、アタシ部活に行かなきゃいけないけど、浮うわ気きしちゃダメだよ！』

　これは六時間目の授業中に千湖が送ってきたメールだ。

『ねぇ、みなとくん。放課後、バドミントン部の更こう衣い室しつに行かなぃ？　ぁのときの続き、したぃと思わなぃ……？』

　これが先ほどの千湖のメールのすぐ後に来た瞳のもの。

『今日、お兄ちゃんと一緒に帰りたいな……。朝、一緒に登校したんだし、いいよね……？』

　瞳の後に来た有栖のメールがこれ。

　結局有栖と瞳が喧けん嘩かとなり、ホルストと一緒に寮に戻ることになったが、その後も三人からお誘さそいやお叱しかりのメールが何通も飛び込んできていた。

「はぁ……」

　湊は深いため息をついた。

　京きよう子こから与えられた時間は短い。その間に有あり栖すの告白に応こたえるかどうか決めなければならない。

　湊みなとは今日の有栖を思い出してみた。

『お兄ちゃんと一緒に学校に行くの、憧あこがれてたから』

『もうわたしの想おもいは伝えちゃったんだし、答えが出るまでは憧れを叶かなえるの手伝ってくれてもいいよね……？　嫌いやなら嫌って言って。そうしたらやめるから……』

『やだもん。わたし、お兄ちゃんと離はなれたくない』

「可愛かわいかったな、あいつ……」

　無む意い識しき的てきに出た言葉に、湊は悶もん絶ぜつした。

「おおおお、俺おれは何を言ってるんだ……？　だって有栖だぞ……？　それが、それが……」

　そのとき耳の中に反はん響きようしたのは、ホルストの言葉だった。

『君はもっと素直になったほうがいい。君は妹さんと再会したとき、何を考えていた？　妹さんにはつい憎にくまれ口ぐちを叩たたいてしまうのはどうして？　妹さんが告白しようとしてきたとき、なぜ動どう揺ようを？　それらをゆっくりと考えてみるといいと思うんだ』

　湊は拳こぶしをこめかみに打ち込んだ。

「何やってんだ、俺……」

　また反射的に有栖を妹として見ようとしていた。あんなに有栖が真まっ直すぐに想いを伝えようとしていたのに、そこから視線を逸そらそうとしていた。

　有栖は──魅み力りよく的てきになったのだ。

　真っ白な肌はだ、愛らしい目、シュッとした眉まゆ、長いまつ毛、形の良い唇くちびる。どこを取っても美少女と呼ぶにふさわしい女の子だ。

　そう──自分が惚ほれてもおかしくないくらい、魅力的な女の子に有栖はなっている。

　認めよう。有栖に惹ひかれている部分があることを。

　だが千ち湖こだって負けないくらい魅力的だ。

『どしたの、ミナトン。おや～、もしかして～、アタシの脚に見とれちゃった？』

『ミナトンを好きになったきっかけは、ミナトンが助けてくれたからなんだ』

『アタシ、ミナトンが大好き！　ずっと前から、そして今も！』

　いつも明るくて、困ったときは真っ先に助けてくれて、そして心から好きでいてくれるのがわかる。そんな千湖のことを考えるだけで心がぽかぽかする。

　親友だった千湖。だが今、千湖に友情以上の感情が生まれつつある。そう、偽いつわりから始まった恋人関係が、本物となろうとしているのかもしれない。

　千湖が泣く姿は見たくない。側そばで変わらず笑っていて欲しい。

　でも──せっかく再会できた有栖と離れ離れになりたくない。

　ただこれが兄妹として離れたくないのか、それとも一人の女の子として離れたくないのかはわからずにいる。

「どうすればいいんだよ……」

　ピロンッと携けい帯たい電でん話わが鳴った。メールが届いた合図だ。

　湊みなとはベッドに寝ねそべったまま、携帯電話に手を伸ばした。

　メールは有あり栖すからだった。

『ねぇ、お兄ちゃん。最後のお願いだと思って叶かなえて欲しいことがあるの。引っ越しの前日──今度の土曜日だけど、二人きりでデートして欲しいな……』
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　朝から太陽は燦さん々さんと輝かがやき、新緑の木々は大きく葉を広げている。

　街まちは活気を帯おび、露ろ出しゆつの多い服装に切り替えた女性たちが休日を楽しもうと歩き回っている。

　その中に湊と有栖はいた。

「また女装かよ……」

　サングラスをずらし、湊はぼやいた。

　服装はＴシャツにＧパンという男でも通用するものなのが幸さいわいか。だがカツラと帽ぼう子し、サングラスの三点セットは変わらず装着させられていた。

「わたしだって女装なんてして欲しくないよ。でも三さん条じよう先せん輩ぱいが言うんだからしょうがないじゃない」

　有栖が振り返る。湊が視線を追うと、見み慣なれたバンが止まっていた。常磐ときわがいつも使用している車である。

　湊はため息をついた。

　このデートで湊は有栖の想おもいに応こたえるか決めるつもりでいた。

　恋人としての第一歩となるか、最後の思い出となるか。

　そんな重要な判断を決めるデートに、警けい備びなどないほうがいいに決まっていた。しかし──

『お前は死にたいのか。死にたくなければ私の言う通りにしろ』

　とどこからか話を聞きつけた常磐が話しかけてきて、現在の有あり様さまとなっていた。

「しかし、千ち湖こには悪いことしたな」

　千湖は今日、練習試合で一日いなかった。

　湊はこの話を聞いた当初、応おう援えんしに行くつもりでいたのだが、行けば千湖が恨うらみを買って試合にならないだろうと常磐が言ったため、ご破算となっていた。

　どうせ行くことができないとわかっていても、そこに他の子とデートを入れるのはアンフェアな気が湊はした。しかし日曜に日本を発たつ有栖とデートできるのはこの土曜しかなかった。

「うん、そうだね。後でわたしからも謝あやまっておくよ」

　有あり栖すにも後ろめたい気持ちはあるらしい。

　湊みなとは気持ちを切り替えなければと思った。

　選択を決める大事なデート。後ろめたさはあっても、悔くいを残すくらいなら、割り切ったほうがいい。

　だから湊はこう言った。

「まあデートすることになったんだ。一いつ旦たんそのことは置いといて楽しもうぜ！」

「……うん！」

　有栖が少しだけ距きよ離りを詰つめる。

　恋人の距離だった。親友とも兄妹とも違う、触れれば届きそうな──そんな距離。

　ここ最近積極的だった有栖にしては控ひかえめと言えるかもしれなかった。しかし外では引っ付かないよう常磐ときわから厳げん重じゆう注ちゆう意いをされている現在にあっては、ギリギリの距離だった。

　湊は有栖のまとう空気が頰ほおをなでたような気がして緊きん張ちようした。

「な、なぁ、どこ行きたいんだ？　今日はどこでも付き合うぜ」

「うん……」

　有栖が口を濁にごす。

　湊は首を傾かしげた。

「どうしたんだ？　行きたいところが決められないのか？」

「ううん、そうじゃなくて、なんていうか、見てよさそうなところに行ってみたいって思ったの。最初から目標決めて回るって、義務感があるような気がしちゃって。だからそのときの気分に任せていろいろお兄ちゃんと一緒に見たいなって思って」

「そんなのでいいのか？」

「学校帰りにお兄ちゃんと街まちを歩くのが憧あこがれだったから、それに近い雰ふん囲い気きで行きたいなって」

　湊は有栖の言いたいことが何となくわかった。

　遠出すると非日常の楽しさがあるが、疲れたりもする。

　有栖が望んだのは肩かた肘ひじ張はらない日常の延長線上のデートなのだ。何なに気げない景色を一緒に見て、心に刻きざもうとしているのだろう。

　湊は頷うなずいた。

「わかった。じゃあとりあえずその辺歩くか」

「うん」

　恋人の距離のまま並んで、二人は様々なところを見て回った。

「ねっねっ、お兄ちゃん。あの服可愛かわいくない？」

「いやー、俺おれに言われてもわかんねーって」

「じゃあお兄ちゃんはどんな服を彼女が来てたら嬉うれしいの？」

「そりゃ胸むねを強調した──いや、何でもない」

「お兄ちゃん……今どこ見てたの……？」

「何でもないッス！　ホントッス！　許してください有あり栖すさん！」

　時には喧けん嘩かをし──

「おいおい有栖、さすがにこれは……」

「ダメ、かな……？　一度やってみたかったの……二人で一つのジュースを飲むの」

「人が見てるって！」

「大だい丈じよう夫ぶ。女の子同士だと思ってるはずだから」

「だからってなぁ！」

「ホントに嫌いやなの？　どうしてもダメ？　だったら諦あきらめるから……」

　時には困らされ──

「よっしゃ、次は俺おれの『ヘヴンリー・トラベル』だな！」

「懐なつかし～。わたしもそれ歌いたい！」

「いいぜ！　ほら、マイク！」

「よ～し、行くよ～！」

　思いきり楽しみ──

「季節が秋だったら夕日、見れたのにね……」

「ああ、そうだな……」

　いつしか終わりが近づいてきていた。

　寮りようの門限は六時。現在五時を過ぎ、そろそろ戻り始めなければならない時間になっていた。

　湊みなとはビルの最上階から見下ろす景色に目を奪うばわれていた。

　車が豆まめ粒つぶのように小さくなり、規則正しく区切られた道を進んでは止まる。

　これが夜景だったらもっと綺き麗れいだっただろうに、と湊は思った。

　有栖が言ったように、季節が秋にかけてだったら見ることができるだろう。だが有栖が南米に行ってしまっては、一緒に見に行くことはできない。

「ねぇ、お兄ちゃん。今日、お兄ちゃんは楽しかった？」

　有栖が視線を街まち並なみに向けたまま尋たずねる。

「ああ、楽しかった」

「よかった。わたしも楽しかった。本当に、すっごく楽しかった」

　言葉とは裏うら腹はらに、有栖の口調は哀あい愁しゆうを帯おびている。

　有栖は手すりを摑つかんで身体からだを伸ばすと、様子を伺うかがうように湊を流し見た。

「それでね、わたしやっぱりお兄ちゃんが好きなんだって、改めて思った」

　有栖の横顔がほんのり色づいている。

　不意を突いた告白に湊は赤面した。

　後ろを歩く女性たちが聞いてないことを確認し、湊みなとは首を戻した。

「お、驚おどろかすなよ……」

「だって本当だもん」

「いや……そのな……なんて反応すればいいか……」

　嬉うれしさと、戸と惑まどいと、恥はずかしさと、まだ応こたえられてない申し訳なさと。

　様々な感情が一緒になって湊の心を満たす。

　湊が二の句を継つげずにいると、有あり栖すはパッと手すりから手を離はなした。

「お兄ちゃん、ちょっと場所変えようか」
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　ビルから降りて、すぐ前にあった公園へと移動する。

　公園の中に入ると人ひと気けは少なくなり、疲れた社会人やペットを散歩させる人が点在するのみとなっていた。

「お兄ちゃん、ここに座ろ」

「ああ」

　噴ふん水すい前にあるベンチに並んで座る。

　湊は有栖が人を避けてここまで移動してきたことを察知していた。

　だから待った。有栖の言葉を。

「お兄ちゃん、わたしがお兄ちゃんのこと好きになったのって、いつからだと思う？」

「えっ!?」

　湊は口ごもると、答えに窮きゆうしてこう言った。

「は、初めて会ったときからだったりしてな！　あはは～」

「正解」

「マジかぁぁぁ!?」

　湊は驚きのあまり立ち上がった。

　冗じよう談だんで言ったのに真実を当ててしまったらしい。

「ど、どうして初対面で俺おれなんかを!?」

「直感」

「おいおい、直感って……」

「でも見けん当とう外はずれの直感じゃないよ。何となく誰だれでも持ってるものだと思うの。自分を大切にしてくれそうだな、とか、気が合いそうだな、とか、そういう直感」

「まあそう言われてみれば……」

　湊は腕うでを組んだ。

　確かにあると言えばある。瞳ひとみはフランクで話しやすそうだと感じたし、小こ萌もえには保ほ護ご欲よくをかき立てられた。常磐ときわには勝てなさそうだと思ったし、にょもろには神経質な印象を持った。そしてそれは関係が深まった今でも、大きく変わっていない。

　じゃあ有あり栖すのときはどうだっただろうか。

（……覚おぼえていない）

　出会ったのは小学校三年生のとき。京きよう子この後ろに隠れて挨あい拶さつをしてきた有栖を覚えているが、どんな印象を持ったかまでは忘れてしまっている。

「わたしはお兄ちゃんと初めて会ったとき、わたしのことを守ってくれそうな人だなって思ったの。いたはずのお兄ちゃんがいたら、こんな風なのかなって」

　有栖には有栖が生まれる前に死んでしまった兄がいた。その想おもいを重ねていたのだろうか。

「でもそれはいない兄と俺おれを重ねたから──」

「違うよ、お兄ちゃん。確かにお兄ちゃんのことをいたはずのお兄ちゃんと重ねたけど、でも同時に、お兄ちゃんのことをはっきり異性だと自覚してた」

　ドクンッと胸むねが鳴った。バクバクと心しん臓ぞうは激はげしく波打ち、血流が全身を駆かけ巡めぐっていく。

「わたしの直感は正しかったよ。お兄ちゃんはわたしのことを守ってくれた。小さいころも、そして今もわたしのことを守ってくれてる」

「いや、俺はそんな大層なことしてねーよ」

「〝国会事件〟のとき、身体からだを張ってわたしのことを守ってくれた。野外活動のとき、わたしのことを心配してくれた」

「大したことじゃねーよ」

「でもわたしは嬉うれしかった。最初は直感だったけど、一つ一つ嬉しさが積み重なって今のわたしの想いがある」

　有栖は膝ひざの上で拳こぶしを固め、顔をうつむかせた。

「お兄ちゃんは可愛かわいい女の子に弱くて、ちょっと誘さそわれればホイホイついてっちゃうし、色気に騙だまされてすぐデレデレしちゃう。でも──」

　有栖が顔を上げる。その表情は覚かく悟ごと羞しゆう恥ちと──涙なみだで満たされていた。

「わたしは好きなの。お兄ちゃんが。初めて会ったときより、ずっとずっと」

「っ──」

　湊みなとは有栖を抱きしめたい願望に襲おそわれた。

　か細い肩かたを摑つかみ、胸に引き込んだらどれほど心地よい感覚に襲われるだろうか。自分を想って流れたこの純じゆん粋すいな涙を抱きしめることによって報むくいることができたら、満面の笑顔が待っていることがわかっている。

　ならば、俺は──

『アタシ、ミナトンが大好き！　ずっと前から、そして今も！』

　湊みなとは有あり栖すの肩かたに伸ばしかけた手を止めた。

（今、俺おれは何をしようとしていた……？）

　ここで有栖を抱きしめるということは、有栖を選ぶということだ。

　そうなれば千ち湖こはどうなる。今度は千湖が涙なみだを流すことになる。

　湊はぐっと奥歯を嚙かみしめ、言葉を絞しぼり出だした。

「有栖、俺は──お前に惹ひかれ始はじめているんだと思う」

　有栖が口を両手で覆おおう。

「シェルターから出てきて、お前を初めて見たとき、凄すごくタイプの女の子だと思った。結局恥はずかしくなってごまかしちゃったけど、たぶんあのときから心の奥底ではお前を恋愛対象として見ていたんだと思う」

「おにい、ちゃん……」

　有栖の頰ほおを涙が伝う。

　喜びからか、悲しみからか。どちらの予測から流れたのか湊には判別がつかなかった。

「今日はお前と一日一緒にいて、本当に楽しかった。またこういう一日を過ごしたいし、今度は一緒に夕日を見たいと思う」

「じゃあ──」

「──でも今、お前の気持ちに応こたえていいかわからない」

　有栖が息を止める。

　唇くちびるを震ふるわせ、一度何かを言いかけた後、そのまま言葉を飲み込んだ。

　湊は身体からだの中心からくる震えを手の平に爪つめを立てて堪こらえた。

　今日は本当に楽しかった。噓うそじゃない。本当に楽しかったんだ。

　でも恋人と過ごす休きゆう暇かと妹と過ごす休暇の区別がつかなかった。デートなのか、それとも兄妹の触れ合いなのか、そこはあいかわらず曖あい昧まいだった。

　だから『わからない』──それが本音だった。

　もちろん有栖に南米へ行って欲しくなかった。

　もしこの場で土ど下げ座ざでもすれば、有栖は思い直して南米行きを考え直してくれるのだろうか。だとすれば、土下座しても構かまわない。それくらい有栖と離はなれたくなかった。

　でもそんな情にすがるようなことはしてはいけない。わからないというのが考えた末の結論なら、ありのまま伝えるしかない。そう思った。

「お兄ちゃん……もしだけど、もっと時間があれば、わたしのこと、選んでくれた……？」

　有栖が蒼そう白はくとなった顔色のまま、三つ編みをなでる。

　もっと時間、か──

　そう、もっと時間があれば違う結末はあったかもしれない。

　しかしそれはあくまでたとえ話。現実に起こりえなかったこと。そんな仮定の話をしていいのだろうか。言うことで、有あり栖すをより傷つけることになりはしないだろうか。

「有栖、俺おれは──」

「──ごめん！　いい！　変なこと聞いちゃってごめんね！」

「有栖……」

　湊みなとはそれ以上、何も言えなかった。言ってしまえば、有栖をもっと苦しめることになるだろう。それがわかった。

　有栖がベンチから立ち上がる。

「先に帰るから、後はついてこないで」

　有栖の背せ中なかが、一人になりたいと語っている。

「……わかった」

　湊は胸むねにひどい痛みを感じた。遅れてやってきた重みと取り戻せない現実が身体からだを蝕むしばみ、異常となって現れる。

　湊は呼吸困難になり、冷ひや汗あせがドッと溢あふれた。

　有栖を傷つけた。あれだけ守ろうとしていた有栖を、有栖は何も悪いことをしていないにもかかわらず、無残なことをしたのだ。

　有栖は今いま頃ごろ泣いているだろう。わかっているのに、慰なぐさめることも、触れることもしてはならない。
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「くそっ！」

　湊みなとは地面に拳こぶしを叩たたきつけた。骨に鈍にぶい衝しよう撃げきが響ひびき、皮ひ膚ふに血が滲にじむ。

　痛い。でも胸むねの痛みのほうがずっと痛かった。

　でも有あり栖すのほうがもっと痛い思いをしているだろう。

　だからこれは、受け止めなければならない痛みだった。




　　　♀♀♂♀♀




　翌日、校門の前には有栖と別れを惜おしむ者たちが集まっていた。

「ありす、元気でね！」

「わたし手紙書くから！」

「うん、ありがとね」

　友達たちからの言葉に、有栖は目を潤うるませる。

　そんな姿を湊は少し離はなれた位置から見守っていた。

「紫し桃とう先せん輩ぱい……」

「神かん崎ざきさん」

　にょもろは有栖を呼んだきり、まごまごしている。

　見かねて有栖から近づいた。

「神崎さん、わたしが南米に行くのを止めるため、お兄ちゃんと一緒にお母さんの会社に行ってくれたそうね」

「！　……どうしてそれを!?」

「神崎さんが話をした会社の人、正体に気がついていたそうよ？　それでお母さんから聞いて」

「あぁ……」

　にょもろが頭を抱える。

　有栖はそんなにょもろに優やさしく微笑ほほえみかけた。

「以前、強く怒っちゃってごめんね。それなのに止めようとしてくれた気持ち、本当に嬉うれしかったよ。ありがとう」

「紫桃先輩……」

　にょもろは両目に涙を浮かべ、有栖の胸に飛び込んだ。

「紫桃先輩、行かないでください！　紫桃先輩がいない学園生活なんて、考えられません！」

「ごめんね、神崎さん。本当にごめんね……」

　有栖はにょもろの背せ中なかをさすった。それはまるで姉妹のような光景だった。

　しかしその間にも別れの時間が迫せまっている。

　有あり栖すがにょもろをあやして落ち着かせると、にょもろは次の人に後を譲ゆずった。

「ありす、これ」

　瞳ひとみが前に出ると、小さな箱を有栖に送った。

「これは……？」

「日焼け止めクリーム。ぁっち、日差し強ぃでしょ？」

「……ありがとう、ひとみ」

　瞳はふんっと鼻を鳴らした。

「あんたがぃなぃ間に、みなとくんゎあたしのものにしてぉくから」

「……うん」

「っ……！　何ょ、張り合ぃのなぃ。もぅ好きなところ行っちゃぇば！」

　瞳がぷいっと背せを向け、その場を後にする。だが目め尻じりに涙なみだが溜たまっていたのは隠しきれていなかった。

「紫し桃とう」

「三さん条じよう先せん輩ぱい……」

　常磐ときわが現れたのを見て、周囲にいた少女が慌あわてて道を開ける。

　常磐は艶つややかな黒くろ髪かみに手を滑すべらせると、いつも変わらぬ悠ゆう々ゆうとした足取りで歩あゆみ寄よった。

「お前にはすまないことをしたな」

「〝国会事件〟のことでしたら、もういいです」

「まあそれでもお前に迷惑をかけたのは事実だ。これは詫わびの品として受け取ってくれ」

　常磐の隣となりにいた蘭らんが小さな箱を有栖に渡す。

「中身は飛行機に乗った後で見てくれ。きっとお前が喜ぶ品のはずだ」

「ありがとうございます」

　常磐の背はい後ごにいた小こ萌もえが姿を現し、ぺこりと頭を下げる。

　有栖は何も言わず小さく頷うなずき、その意味が伝わっていることを示した。

　それからも幾いく人にんかが別れのプレゼントを渡し、有栖が礼を言うことが続く。

　名残なごりが尽つきぬ場。

　最後に前へ出たのは、千ち湖こだった。

「アリス、また会えるよね」

　真まっ直すぐに向けられた瞳に、有栖は正面から頷いて応こたえた。

「うん。また会おうね、チコ。だってわたしたち、親友だから」

「……うん」

「それまでお兄ちゃんをよろしくね」

「……うん」

「ありすちゃん～、そろそろ時間よ～」

　京きよう子こが呼び寄せたタクシーの側そばから声をかける。

　有あり栖すは集まった数十人の少女たちを見回した。

「みんな、ありがとう。また会おうね」

　そのとき、湊みなとは有栖と視線が合った。

　有栖は突とつ如じよ近くの少女にプレゼントの山を渡すと、一気に駆かけ出だした。

「お兄ちゃん、これ！」

　湊の前に差し出された手。そこには鍵かぎが乗せられていた。

「家の鍵！　わたし、時間があるとき掃そう除じしに帰ってたんだけど、しばらく家を空あけるから……。だからお兄ちゃんに時々掃除して欲しいの！」

「……わかった」

　湊は鍵を受け取ると、ぎゅっと握にぎりしめた。

「必ずする」

「ありがとう」

　有栖は柔らかに微笑ほほえみ、こう言った。

「行ってきます」

　そして反転する。有栖はプレゼントの山を受け取ると、嚙かみしめるように校門を通り過ぎ、タクシーに到達した。

「じゃあね！」

　見送るためにタクシーに寄ってきた少女たちに明るく言い放ち、有栖は後部座席に乗り込んだ。

　湊は足が動かず、遠目からその光景を見つめていた。

「お前は行かないのか？」

　常磐ときわが横に来て、湊に話しかける。

　湊は常磐に目を向けることができず、唇くちびるを動かすことで精せい一いつ杯ぱいだった。

「ええ、また会えますから」

「ならいいが」

　タクシーのドアが閉まり、有栖は扉とびら越ごしに皆へ手を振る。

　ハンドルブレーキが外はずされ、タクシーが動き始めた。

「じゃあね、ありす！」

「またね！」

「元気でね！」

　離はなれていくタクシーに、少女たちは言葉を投げかける。

　タクシーは段々と遠ざかり──やがて少女たちは茫ぼう然ぜんと立たち尽つくすだけとなった。

「行ってしまったな」

「……ええ」

　常磐ときわの言葉に、湊みなとは小さく頷うなずいた。

　有あり栖すとはまた会える。そう、遠く離はなれてしまっても、死んだわけではないのだから、必ず会える。

　なのに心にぽっかりと穴あなが空あいたようなこの気持ちは何なのだろうか。

　湊は鍵かぎの感触を確かめた。

　金属特有の固さとギザギザな溝みぞが皮ひ膚ふを刺し激げきし、現実であることを確認させてくれる。

　なのに心が戻ってこない。もうしばらくは──少なくとも世界の反対側に行かなければ有栖と会えないだなんて噓うそみたいだ。

　まだここには有栖の残のこり香ががある。明日になればひょっこり有栖が出てくるような、そんな気がする。

　そのとき湊はふとＢ─ＤＡＹの狂きよう騒そうを思い出した。

　学校では増える欠席に、インフルエンザか何かじゃないかと話していた。だが欠席した友達とは二度と会えなくなった。

　別れはいつも突然だ。そして別れたばかりはいつだってまたすぐ会える気がして──でもそれが実現するかわからない。

「行ってみるか？　今から連れて行ってやってもいいぞ」

　常磐が何を言っているのか湊にはわからなかった。しかしすぐに鍵を見て言っていることに気がついた。

「……お願いします」

　湊は常磐の心こころ遣づかいに甘えることにした。

　実家に行けば、少しでも心の穴を埋うめることができるかもしれない。そう思った。




　　　♀♀♂♀♀




　常磐のバンが高速を抜け、市し街がい地ちへと入る。

　高速の区間で僅わずか二つ。それだけで懐なつかしい街まち並なみが眼前に広がっていた。

「人、少ないですよね」

「そうだな。人口が半減してるわけだから、家が余ってな。流通の問題もあって、都市の中心部は変わらないが、少し離れるとこんなものだ」

「そうですか」

　見み慣なれた景色がすっかり寂れてしまったことに、湊は寂せき寥りよう感かんを覚おぼえた。

　その間も黒服の運転手は快適にハンドルを回す。

「そういえば珍めずらしく蘭らん先せん輩ぱいが一緒じゃないですね？」

「ああ、ちょっと用事があってな」

　部屋のように改造された後部座席に湊みなとと常磐ときわが座り、あとは運転手のみ。

　いつもなら気にならないことかもしれない。だが今はとても広く感じた。

「お、もう着きそうだな。やはり都市部から離はなれると速いな」

　信号が半分以上放置状態となっているだけに、車はすいすい商しよう店てん街がいを抜け、住宅街に入る。

　いつも通学で歩いていた街まち角かどを曲がり、車にブレーキがかかった。

「久く我が原はら、どれくらいいる予定だ？」

「三十分もあれば」

「わかった。私はここで待っているから行ってこい」

　常磐はそう言うと、収納ボックスから携けい帯たい型がたゲーム機きを取り出した。

「ここまでありがとうございます」

　それだけ告げ、湊は後部座席のドアを開けた。

　そこには懐なつかしき実家が広がっていた。

　ありふれた木造二階建ての洋風家屋。しかし外観は随ずい分ぶんとみすぼらしくなっている。

　周囲を取り囲むように配置されたレンガはこげ茶色になり、柵さくに巻き付いたツタの長さが人の長期不在を告げている。

　それでも庭は雑草を抜いた跡があった。窓まどから見えるリビングは整然としており、有あり栖すが掃そう除じしていたことを思わせた。

　有栖から受け取った鍵かぎを差し込む。扉とびらはキィと音を立て、難なく開いた。

（……変わっていない）

　正面左には二階へ続く階段がある。正面右を進めばお風ふ呂ろや洗面所がある。右手にある扉はリビングに通じていて、入れば左手にダイニングキッチンが広がっている。

　湊は靴くつ箱ばこに手を置いた。幼いころにつけた傷が、今もある。

　それを見て、湊の目の前に在ありし日ひの情景が浮かび上がっていった。

『ただいまー！』

『お兄ちゃん！　その汚い靴下脱いでよ！　玄げん関かん汚れちゃうでしょ！』

『へいへい』

『だから脱いだ靴下をそのままにしないでよ！』

『うるせーな、有栖。お前が掃除してるわけじゃねーだろうが』

『残念でした。お母さんが忙しいから最近手伝ってるの。だからお兄ちゃんを見み逃のがさないんだから』

　懐かしい──本当に懐かしい喧けん嘩かだ。

　湊は靴を脱ぎ、リビングの扉を押した。

『有栖はまた満点か。凄すごいじゃないか』

『わたし、お兄ちゃんと違ってちゃんと勉強してるもん』

『湊みなとは五十点か。確かに勉強が必要だな』

『げー、勘かん弁べんしてよ、父さん』

『みなとちゃんはゆっくりやればいいのよ～。やればできるはずだから～』

『さすが京きよう子こさん！』

『お母さん、お兄ちゃんを甘やかしちゃダメだよ！　だって勉強してるふりして漫まん画が読んでるんだもん！』

『おい、有あり栖す！　ばらすなよ！』

　四人掛けのダイニングテーブルに姿がよみがえり、消えていく。

　父親のことを思い出し、湊は泣きそうになった。

　でも──シェルター時代にたくさん泣いたから、今はやめようと思った。

　シェルター時代、最初は泣いて暮らした。

　父親が死んだこと、友達が死んだこと、生せい活かつ環かん境きようが激げき変へんしたこと──

　泣く理由ならいくらでもあった。

　でも、やがて泣くことをやめた。有栖に見せられないと思ったから。

　有栖は今も泣いているだろう。泣き虫だから、絶対泣いているはずだ。なら俺おれが泣いていてどうする。泣いていたら慰なぐさめることさえできないじゃないか。

　そんなことを考えていたら、無む意い識しき的てきに身体からだが動いていた。何も考えず大人の指示に従って雑務を手伝い、日々が過ぎて行き、いつしか料理という打ち込めるものも見つけた。

（そう考えると……）

　シェルター時代、有栖の存在は励はげみになっていたのかもしれない。

　そのころ、有栖は心配させる存在としてしか見ていなかっただけに、新しい発見だった。

「有栖……ありがとな」

　湊は誰だれもいないリビングに向けて、小さく頭を下げた。

　以前の状じよう態たいのまま維い持じしてくれたこと、そして励みになってくれたこと、二つに感かん謝しやした。

　湊は階段に足を向けた。

　二階に上がると、左右に扉とびらがある。扉にはシェルターに行く前と同様、右手の扉には〝湊の部屋〟、左手の扉には〝有栖の部屋〟の看かん板ばんがかかっていた。

　湊は懐なつかしさを胸むねいっぱいに吸い込み、自室の扉を開けた。

『お兄ちゃん、掃そう除じしたら？』

『バカだな、これは全部配置が決まってるんだよ。ほら、すぐゲームが取れるだろ？』

『それ、絶対言い訳だよね？』

『あ、これで六連れん鎖さ』

『噓うそ!?　ひどいよお兄ちゃん！』

『これで十九連勝っと』

『なんでお兄ちゃんに勝てないの～。勉強なら負けないのに～』

『練習しろ。それが上達への近道だ』

『もうゲームばっかりして……。お兄ちゃんがその分勉強してたらもっといい成せい績せき取れるのに』

『それはそれ、これはこれだ』

　よみがえった思い出に、湊みなとは喉のどの奥で笑った。

　そういえば有あり栖すがよく部屋に遊びに来ては掃そう除じしろとうるさかったっけ。汚いと言うなら遊びに来なければいいのに、きっちりゲームをしていき、そしていつも負けて戻っていったのを覚おぼえている。

　だが部屋の中は、当時と少し違っていた。すべて綺き麗れいに整せい頓とんされ、本ほん棚だなや段ボール箱にまとめられている。きっと有栖が片付けたのだろう。

　湊はサッカーボールを持ち上げ、軽くリフティングをしてみた。

　二、三回は膝ひざでうまくコントロールできたものの、部屋は狭く、すぐに足がベッドに当たってボールは床に落ちた。

「おっとっと」

　転ころがったボールが勉べん強きよう机づくえに当たる。それで湊は机の上に一冊のノートが置かれているのを発見した。

「何でこれだけ……？」

　他の教科書やノートは綺麗に本棚に並べられている。

　ノートの表紙を見ると、神様ノートと有栖らしき筆跡で書かれていた。

（神様ノート……？）

　湊は首を傾かしげながらノートをめくった。

『二〇××年　三月五日

　今日、お兄ちゃんが避難所に行った。お兄ちゃんとは一週間以上話ができなかったけど、家を出るとき、またすぐ会えるって言ってくれた。だからわたしはお兄ちゃんを信じる。絶対絶対またすぐ会えるって、信じてる』

　有栖の日記だろうか？　と思って表紙の裏を見たところ、神様ノートのルールが書かれていた。こういう几き帳ちよう面めんなところが有栖らしい。

『神様ノートのルール


　・五十枚入りのノートに、毎日の出来事を書く。

　・一日も欠けてはダメ。

　・五十日分書いて、無事を祈いのっている人の所有物と一緒にしておくと、その人は必ず帰ってくる』



　どうやら何かのおまじないのようだ。おそらくウィルスの最さい大だい潜せん伏ぷく期き間かんが当初五十日程度と予測されていたことからできたおまじないなのだろう。

　湊みなとは適当に読み進めてみた。

『二〇××年　三月十九日

　今日は小学校の卒業式だった。男の子がいなくなって、寂しい卒業式だった。

　女の子も半分くらいはお父さんや好きな男の子が死んじゃったショックで卒業式に来なかった。

　わたしも義父おとうさんが死んだのはとても悲しい。でもわたしは大だい丈じよう夫ぶ。だってお兄ちゃんが生きてるから。

　卒業式に出て、自分が凄すごく運がいいんだってことを思い知った。

　お兄ちゃんありがとう。生きててくれて、本当にありがとう』

『二〇××年　三月三十日

　今日、隣となり町まちまで中学校の制服を歩きで取りに行った。

　隣町まで、しかも歩きで行ったのは、男の人がいなくなって流通が滅め茶ちや苦く茶ちやになってるせい。

　食べ物が最さい優ゆう先せんだからしょうがないよね。でも思ったより疲れなかった。どうしてだろう』

『二〇××年　四月三日

　今日、千ち湖こと一緒に配給をもらいに行った。凄い長ちよう蛇だの列れつで、もらうまでに二時間もかかった。その間、千湖とこれからどうなるんだろうって話になった。

　それでわたし、泣いちゃった。

　お兄ちゃんは絶対に死なない。そう思ってるのに、想像するだけで怖くて泣けちゃった。

　お兄ちゃんはすぐに戻ってくるよね。だってまたすぐに会えるって約束したもんね』

　湊はそこまで読んで、大きく息を吐き出した。

「有あり栖す……」

　文字のいたるところから大変な状況であったこと、そして自分を頼りにしていたことが伝わってくる。

　結局、地上に出るのに四年かかった。この日記はＢ─ＤＡＹからまだ一月程度。それを考えると読んでいくのが怖かった。

　常磐ときわが待っていることもあり、湊は最後のページまで飛ばした。

　すると裏表紙の背せにびっしりと文字が書き込まれていた。

『──お兄ちゃんもうすぐ帰ってくるよね。五十日分ちゃんと書いたから大丈夫だよね。──また延期だって。特効薬ができないんじゃしょうがないよね。お兄ちゃん会いたいよ。顔だけでもいいから見たいよ。──家族一人しかテレビで面会できないんだって。文句言ったら回線を増やす際にウィルスが男性に移ったらどうするんだとか言われちゃった。気づかなかった自分が情けないよ。──ねぇ、まだかな。もう二年が過ぎちゃったよ。もうすぐ中学三年生。お兄ちゃんの顔、変わってきてるよね。でもちゃんとわかる自信あるよ。お兄ちゃんと会いたい、会いたいよ。──無事だよね。悪い知らせがないってことは、お兄ちゃんは元気にしてるってことだよね。でも風邪かぜとかひいてないかな。今、何をしてるの、お兄ちゃん。──いつまで続くの。いつまでお兄ちゃんと会えないの。胸むねが苦しいよ。こんなことならもっと話しておけばよかった。もっと甘えておけばよかった。この気持ちを伝えておけばよかった。そうしたらこんなに苦しくなくて済んだのかな──』

　おそらく五十日以後に書いたのだろう。有あり栖すの文字で一面埋うめ尽つくされている。

　有栖はずっと待ってくれていたのだ。一いち途ずに無事を願い想おもっていてくれたのだ。

　それを理解しないで、俺おれは──

「あ、れ……」

　瞳ひとみからこぼれ落ちるもの。それは涙なみだだった。

　自分でもなぜ涙が出るのかわからなかった。でも次から次へと涙はとめどなく落ちていく。

　涙を拭ぬぐい、そして流れ、また拭う。

　その繰くり返かえしの中で、湊みなとは湧わき上あがる感情を認にん識しきした。




　──ああ、俺は。




『どうしてそこで泣き虫が出てくるのよ！　全然話と関係ないでしょ！　それにわたしはもう泣き虫じゃないわよ！』

『で、でで、でもさ！　お、お兄ちゃんがそんなことを言ってくれるなんて……』

『わたしを妹として見たい？　それとも──』

『ううん、待たない！　ねぇ、お兄ちゃん、わたしね、わたしはね……』




　──こんなにも。




『残念だったわね、お兄ちゃん。可愛かわいらしい御み堂どう先せん輩ぱいと二人きりじゃなくて』

『〝兄妹宣言〟はわたしが言ったんじゃないの。誰だれかわからないけど、わたしの声を真似まねして言ったの。とりあえずそれだけは知っておいて』

『……やっぱり行く。わたしがいたほうが、お兄ちゃんが危ないと思うから』




　──有栖のことが、好きだったんだ。




『わたしはお兄ちゃんのことが好きです。ずっとずっと前から好きでした。この気持ちは兄妹のものじゃなくて、一人の男性として好きって意味です』




　フラッシュバックする思い出。浮かんでは変わり、消えていく。

「俺おれは、俺は……」

　奥底に隠れていた気持ちが、今いま更さら溢あふれ出だしてくる。

　再会して、こんなにも嬉うれしかったんだ。でも別れることになって、こんなにも悲しかったんだ。

　有あり栖すの一いち途ずな想おもいを耳では聞いていながら、まるでわかっていなかった。

　プライドが邪じや魔ましていたのか、兄妹という関係が思い込みとなっていたのか、それはわからない。

　でもそうした壁かべは、涙なみだと共に崩くずれ去さった。そして残ったのは、有栖が好きだという気持ちだった。

『──お兄ちゃんに会いたいよ』

　ノートにある文字を見て、湊みなとは目が覚さめた気持ちになった。

　心がぐつぐつとわき返っている。動け動けと脳のうが命じている。筋きん肉にくが震ふるえ、今か今かと待ちわびている。

「俺は──」

　有栖を南米なんかに行かせたくない。長い間離はなれて、ようやく再会できたというのに、もう離れ離れなんかになりたくない。

　だって俺は──




　──一人の女の子として有栖が好きだと気がついたから。




　湊はノートを奪うばい取とるように摑つかむと、階段を駆かけ下おりた。

　こけそうになりながら靴くつを履はき、玄げん関かんの扉とびらを息をつく間まも惜おしんで開け放つ。

「常磐ときわ先せん輩ぱい！」

　湊は肩かたで息をしながら叫さけんだ。

　ワゴンの後部座席のドアが開く。

　常磐は流し目を湊に送ると、長い足を組み替えた。

「何だ？」

「空港に連れて行ってください！」

「何のために？」

「有栖を止めるんです！」

「どうして？」

「俺は──有栖が好きだから！」

　常磐ときわはくくくっと笑うと、契約を成じよう就じゆさせた悪あく魔まの笑みを浮かべた。

「──その言葉を待っていた」

　常磐が手て招まねきをする。

「さっさと乗れ！　追うぞ！」

「はい！」

　間に合うかどうかなんてわからない。

　でももう止まらない。この想おもいに気がついたからには、止まるつもりもない。

　今はただ動くだけだ。一番好きな女の子を摑つかまえるために。
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　　その四　満まん身しん創そう痍いのエアクラフト・ドア




　　　♀♀♂♀♀




　車は市し街がい地ちを抜け、高速道路へと向かっている。

　後部座席に座る湊みなとは、いてもたってもいられず足を揺ゆらした。

「常磐ときわ先せん輩ぱい、飛ばして成なり田たまでどのくらいかかります？」

「普ふ通つうなら一時間半、空すいていたとしても一時間はかかるだろうな」

　湊は腕うで時ど計けいを見た。

　現在九時を過ぎたところだ。有あり栖すの乗る飛行機は十時出発と聞いている。

「もっと飛ばせませんか？　このままじゃ間に合いません！」

「このままじゃどうせ間に合わんよ」

　常磐は吐き捨てるように言った。

「どうしてわかるんです!?」

「私が紫し桃とうに渡したプレゼントがあるだろう？」

「それがどうしたんですか!?」

「あれはＧＰＳの発信機だ」

「……えっ？」

「だから紫桃の位置は完かん璧ぺきに把は握あくしている。それから考えると、間違いなく間に合わない。だがこのままじゃ、だ。ならばこのままじゃなくせばいい」

　常磐は車に備え付けられた電話の受話器を手に取ると、ボタンの一つを押した。

「ああ、蘭らんか。想定通りの展開となった。作戦名〝ヘンゼルとグレーテル〟を始動させろ。それでこの電話は──」

「あ、あの、常磐先輩……」

　湊が手を挙げると、常磐は話し口を手でふさいだ。

「何だ？　話し中だぞ？」

「ＧＰＳの発信機って、もしかして俺おれがこういう行動するって──」

「わかっていたに決まっているだろう」

「なぜにいいぃぃぃぃぃ!?」

　湊は絶ぜつ叫きようした。

　どこに読める原因があったというのだろうか？　もしかして日記を見ることまで計算に入っていたとでもいうのだろうか？

「手短に説明すると、お前が紫し桃とうに惚ほれていることはお前に近しい関係者ほとんどがわかっていた」

「ぶっ！」

　湊みなとは噴ふき出だした口を拭ぬぐった。

「どどどど、どうしてそんなことが？」

「あれだろ？　小学生がよくやる、一番好きな子には意地悪しちゃうってやつだ」

「おお、おお俺おれは、そんなこと──」

「してたな。思い切りしていた。他の女には目もくれず、紫桃にだけツンツンしてたぞ」

「そそそ、それは元兄妹だったからつい喧けん嘩かをですね──」

「お前がそんな小学生的恋愛力ということがわかっていれば、紫桃を止めるだけの決断ができないのは当然想定済みだ。加えて目の前からいなくなり、追おい詰つめられてから本当の気持ちに気がつくだろうとも思っていた。お前の持っているノートについては想定外だがな」

　湊はハッとしてノートに目をやった。

　ノートの表紙にはしっかり〝神様ノート〟と書かれている。同じ年とし頃ごろの女性であれば何が書かれているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだろう。

「ぐぬぬ──」

　湊は頭を抱えた。

　こうなるとわかっていたから実家まで車で送ってくれたことは間違いない。それはありがたいことだけれども、ここまで読まれると情けないやら口惜くやしいやらで頭が痛かった。

『常磐ときわ様、そろそろよろしいですか？』

　受話器の奥から、蘭らんの声がする。

「おおっ、すまない。久く我が原はらが悶もん絶ぜつする姿があまりに面白くて忘れていた」

「あの、かなわないってことはわかってるんで、これ以上いたぶらないでください……」

「それはできない相談だな」

　簡かん潔けつな言葉で突つき離はなすと、常磐は意い識しきを電話に向けた。

「それでだな、蘭。手て筈はず通り秘ひ匿とく回かい線せんを経由し、例の場所に繫つないでくれ」

『わかりました』

　……秘匿回線？

　湊は恐おそる恐おそる右手を挙げた。

「あのー、常磐先せん輩ぱい……秘匿回線って、何をするつもりなんです……？」

「まあ黙だまって見ていろ」

　言われるがまま湊はじっとしていると、ようやく電話が繫がった。

『はい、こちら管かん制せい室しつ』

　……ん？

　湊みなとは耳を疑った。

　管かん制せい室しつって、あれか？　空港にある、発着の指示をするところ？

　混乱する湊に常磐ときわはニヤリと悪あく魔まの笑みを見せた。そしていたって自然な仕草で息を吸い込むと、女生徒から圧倒的と言われる美び貌ぼうにそぐわぬ低い声を発した。

「こちら世せ界かい大だい革かく命めい連れん邦ぽう本ほん部ぶ。これから離り陸りく予定の機体の一つに、爆ばく発はつ物ぶつを設置した。大人しく言うことを聞いてもらおう」

「えええぇぇぇぇぇ！」

　湊が叫さけんだ瞬しゆん間かん、常磐の長い足が湊の頰ほおを蹴け飛とばした。

「……何でもない。こちらの要求は、飛行機だ。本日十時発ニューヨーク便がいい。この機体をいつでも飛ばせるようにしたまま空あけておけ。いいか、警けい察さつには通報するなよ。通報した場合、どうなるかわからないからな。追って指示を出す。それまではいつもと同じ態たい度どで働いていろ。じゃあな」

　常磐が受話器を置く。それで車内は水を打ったような沈ちん黙もくに襲おそわれた。

「あのー、常磐先せん輩ぱい、突っ込みどころが多すぎて迷っているんですけど……」

　常磐は車の端はしに置かれたクーラーボックスからプリンを取り出すと、足を組んで食べ始めた。

「到着までは時間があるから一つ一つ答えてやろう」

「まず先輩の声、まるで男の声だったんですけど……」

　まるで特とく殊しゆ部ぶ隊たいの傭よう兵へいのように低くドスの利きいた声だった。間違いなく女性が出せるものではない。

「私の能力──【愚民契約メルテイ・リツプ】の力だ。思うがままの声を出すことができる。言っておくが、誰だれにも言ってはならないぞ。知っている学園生は蘭らんだけだからな」

「……わかりました。どうせ言ったら大変なことをするんでしょう？」

「それは想像に任せる」

「想像しなくてもわかりますよ。しかし【愚民契約メルテイ・リツプ】が実在していたなんて…………あっ！」

　湊は思い出した。

　不自然な〝兄妹宣言〟。これは、もしかして──

「〝兄妹宣言〟って、常磐先輩がやったんですね！」

「まあな」

「まあな、じゃないですよ！　あんなことするなんてひどいですよ！」

「そんなにひどかったか？」

　常磐の流し目から冷気が放たれる。

「あのとき紫し桃とうが告白したとして、お前はどう答えていた？　どうせ答えが出ず、ぐだぐだになっただけだろう？　煮に詰つまったからこそ、お前は紫桃が好きだと自覚できた。あのとき告白してもうまくは行かなかっただろう」

「だとしても、有あり栖すは傷ついたと思いますよ！」

「だからやっているのだ、罪つみ滅ほろぼしを」

　思わぬ言葉に、湊みなとは驚おどろいた。

「罪滅ぼし……？」

「ああ、そうだ。紫し桃とうには〝国会事件〟のとき傷つけてしまった借りがある。〝兄妹宣言〟も時じ期き尚しよう早そうであっただろうから悔くいはしていないが、紫桃にとっては苦悩の一つとなっただろう。だから紫桃が自分の力で試練を乗り切り、素直になれた暁あかつきには先せん輩ぱいとして力になってやろうと思っていた」

「じゃあこんな無茶までして飛行機を止めたのも……」

「その一いつ環かんだな。これで一時間は離り陸りく時間を遅らせられるだろう。ちなみに秘ひ匿とく回かい線せんを使っているから、罪が私に及ぶ心配はない」

「先輩と言えど、随ずい分ぶん無茶をしたものですね」

「罪滅ぼしだからな」

　罪滅ぼしという言葉がこれほど似合わない人もいない、と湊は思った。とはいえ、この気まぐれな罪滅ぼしのおかげで有栖への気持ちに気がつけたし、有栖の南米行きを止める可能性もできた。

　感かん謝しやすべきなのか湊は迷った。論理的に言えば感謝すべきなのだろうが、今まで散々引ひっ搔かき回まわされただけに、感情では感謝したくなかった。

　だから湊はこう言った。

「今、お礼は言いません」

「それでいい。罪滅ぼしはあくまでマイナスをプラスマイナスゼロに戻そうというものだ。お礼を言われる筋すじ合あいはない」

「お礼を言うかは、有栖と相談して決めます」

　常磐ときわは一いつ瞬しゆん目を丸くし、楽しげにつぶやいた。

「そうだな。そうしろ」

　車はアクセルをふかせ、高速道路を突っ切っていく。

　湊が猛もうスピードで過ぎて行く景色を見つめていると、常磐がぽつりと言った。

「そういえば、千ち賀が浦うらにはどう言うつもりだ？」

「どうと言われても……正直に言うしかありません」

　常磐はじっと湊の顔を見つめ、やがて口角を吊つり上あげた。

「覚かく悟ごはできているようだな」

「有栖を選ぶと決めたとき、真っ先に浮かんだのが千ち湖この顔でした。でも、それでも、有栖が好きだと気がついたのだから──はっきりと言います」

「ならばいい。好きなだけなじられろ。お前にはそうされる資格がある」

「ですね」

　湊みなとは両手を組んで重心を前に倒した。

　千ち湖こ。有あり栖すと負けず劣らず一いち途ずに想おもってくれている幼おさな馴な染じみ。

『アタシ、ミナトンが大好き！　ずっと前から、そして今も！』

　千湖を傷つけると思うだけで胸むねが痛む。泣かせてしまったら、なじられたら、立ち直れるかわからないくらいのダメージを受けることが想像できる。

　でも、これは受けなければいけない罰ばつだ。自分の気持ちに気がつかず、ふらふらとしたツケが回って来たのだ。

　ならば正面から受け止めるしかない。その痛みこそが、千湖への謝しや罪ざいになると思って。
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　車は高速を降り、一気に飛行場へ近づいていく。

「間に合ったぞ、久く我が原はら。電話が利きいている。まだ各便運転を見合わせているようだ」

　時刻は十時二十分。

　本来なら有栖の乗った飛行機が出ている時間だった。

「ＧＰＳでは今、紫し桃とうは四階の国際線ロビーにいる。そこへ行け」

「助かりました。ありがとうございます」

「正しよう面めん玄げん関かんの近くで車を停とめる。準備はできているな？」

「はい！」

「よしっ」

　車が正面玄関に停まる。湊は力いっぱい後部座席のドアを開けた。

「行ってこい！」

「では行ってきます！」

　湊は車から躍おどり出でると、そのまま全速力で走り出した。

　正面玄関を抜け、第一ターミナルの中に入る。

　中は人、人、人でごった返していた。

　搭とう乗じよう予よ定ていと思われる人に混じって、警けい官かんがいる。常磐ときわがかけた電話によってターミナルが混乱しているのだと湊は悟さとった。

「えっと、確か四階だったな……」

　となるとまずはエレベーターに乗らなければならない。

「……あった！」

　人ごみをかき分け、一心不乱にエレベーターを目指す。

　その間、湊は周囲の視線を感じていた。

　当然ながらターミナルにいるのは女性ばかりだった。今回は女装をしていないだけに、目立って仕方がないのだろう。

　でも着替えている暇ひまなどない。突っ切るしかないのだ。

　幸さいわいエレベーターで上に行くまでの間、誰だれからも話しかけられることはなかった。ただ後ろ指を指さされ、ひそひそ話をされたくらいのことだった。

　湊みなとが四階にたどり着くと、目の前に広がったのはまたもや人の群れだった。

　手続きカウンターには長ちよう蛇だの列れつができ、空あいている椅い子すなどない。壁かべ際ぎわで座り込み、状況が変わるのを待ち望んでいる人たちが大勢いる。

（有あり栖すはどこだ）

　考えられるのは二つだった。

　車を降りてからの間に飛行機に向かってしまったか、それともこの人の群れの中にいるか。

　湊は有栖に電話をかけてみることにした。

「…………出ない、か」

　着信に気がついていて取らないのか、そもそも着信に気がついていないのか。そのどちらもありそうな話だった。

　搭とう乗じようするために移動しているなら厄やつ介かいだった。中に入る手段がないため、出てきてもらわなければならない。

　湊は迷ったあげく、近くにいた中年の女性に尋たずねてみることにした。

「あの、すいません。十時発のニューヨーク便って、搭乗始めてますか？」

「無事が確認されたらしくて、さっきアナウンスしてたわよ」

「……そうですか」

　非常にマズイ、と湊は思った。

　こうなると飛行機まで行かなければならないが、搭乗しないのにゲートは抜けられない。

「ありがとうございました」

　お礼を言った湊は、空港関係者に相談してみようと思い、反転した。

　が、去ろうとする寸前、肩かたを摑つかまれた。

「あら、あなたって、もしかして久く我が原はらくん……？」

　中年の女性の瞳ひとみがランランと輝かがやいている。獲え物ものを見つけた、それである。

　背せ中なかに悪お寒かんが走った湊は、速攻で否ひ定ていした。

「いっ！　いえ！　そんな名前じゃないです！」

「あらやだ、噓うそをついても無む駄だよ！　私、あなたのこと、生放送で見ていたのよ？　それにその後のワイドショーでそれこそ何度も見てるんだから！」

「えっと、あの、その……」

　中年の女性がきつい香水を全身から放ちつつ湊に近寄る。

　湊みなとが一歩下がると、派は手でなショルダーバッグに当たった。

「えっ……？」

　振り返った先にいたのは、女性の群れだった。

　湊がぶつかったのは先頭にいた虎とら柄がらのガウンを着た女性だった。その後ろには興きよう味み津しん々しんな女性たちが並んでいる。

　目ざとさという点において、男性は女性に敵かなわない。それは女性が能力に目め覚ざめる以前から変わらないことである。

　独特の感性と鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくをもって話題をどこからか嗅かぎ付つけてきた女性たちは『久く我が原はら湊』のキーワードだけで大群衆となって押しかけていた。

「あれ、湊くんよね、〝国会事件〟の……」

「あらホント！　どうしてこんなところにいるのかしら！」

「実物はテレビで見るより可愛かわいいわ～。食べちゃいたいくらい～」

「うっ──」

　湊にとって運が悪かったのは、ちょうど搭とう乗じよう手て続つづきの遅れで待ちくたびれている女性が多いことだった。そのため暇ひまつぶしのかっこうの材料として、湊は狙ねらわれていた。

「ちょっ、どいてください！　俺おれは──」

「ちょっと待って！　おばちゃんと写真撮とりましょ！　おばちゃん写真撮るのうまいのよ！　ほらこれ！　一千万画素のカメラなのよ！　この間おばちゃんお店の人に聞いて買ったばかりなの！」

「いやいやいや、カメラの話はどうでもいいんで通してください！」

「どうでもいいってどういうことよ！　おばちゃん怒っちゃうわよ！　ほらこっち！　あたしの横に来て、肩かたに手を置いて！」

　中年の女性がベタベタと湊の身体からだに触る。〝九十六人デート〟の際、おばさま方に散々舐なめられた記き憶おくを思い起こし、湊は震ふるえ上あがった。

　そうこうしている間にもシャッター音が鳴なり響ひびいている。

「きゃっ、久我原君撮れちゃった！」

「えっ、噓うそ!?　あたしもあたしも！」

「ちょ～、ウケる！　凄すごい顔してるんだけど！　あ、ツイッターにあげよ」

「ちょっっっっ！」

　僅わずか一分程度で事じ態たいはどんどん悪化していた。

「ミナトくんだ～！　触っちゃお～！」

「若いっていいわね～！　ほら、お肌はだがぴっちぴちよ！」

「腹ふつ筋きんも割れてるわ～。綺き麗れいね～」

「うふふ、あたしの胸むね、気持ちいい？　おばさんも捨てたものじゃないでしょ？」

「ノオオオオォォォォ！」

　湊みなとは女性の海に溺おぼれながら考えた。

　こんなときどうすればいい。ここを脱出する方法は何かないのか。何か参考にできるものは──

　そのとき、湊の脳のう裏りにある案がよぎった。しかしそれは恐おそろしい案だった。

　ヒントはホルスト。そう、かくなるうえは脱ぐしかないのだろうか。

　全ぜん裸らになれば女性はたじろぐに違いない。その隙すきにダッシュで──

　……って、ダメだろ、それ！　警けい察さつが近くでピリピリしているし！　おばさま方なら喜んで激げき写しやしそうじゃないか！

　落ち着け。冷静になるんだ。

　……そうだ！　常磐ときわ先せん輩ぱいに電話すればいいじゃないか！　有あり栖すの位置を教えてもらえるし、道を切り開くアドバイスをもらえるかもしれない！

　湊はもみくちゃにされながらジーンズのポケットに手を伸ばした。

　しかし腕うでが女性たちに絡からめとられており、ポケットまで手が届かない。

「ぐぬぬぬ……」

　右腕に全神経を集中。筋きん肉にくをフル活動させ、少しずつポケットまでの距きよ離りを縮ちぢめる。

　ポケットの入り口に達してからがまた困難だった。知恵の輪のようになった腕の隙間を縫ぬうように身体からだをくねらせる。

「っ……届いた！」

　人差し指に当たった固い感触。間違いなく携けい帯たい電でん話わの先っぽだった。

　すぐさま中指と挟んで一気に引っこ抜く。

「っしゃあ！」

「あ、湊くんの携帯よ！」

　近くにいた女性の手しゆ刀とうが湊の手首に落とされる。

　男性と女性の力の差は歴然としている。そのため湊の指先は麻ま痺ひし、あっさりと携帯を落とした。

「まずは写真チェックをしよ～」

「それよりアドレス帳ですわ。とりあえず全データを削さく除じよして、わたくしのだけ入れておけば……」

「返してくれよぉぉぉぉ！」

　湊が絶ぜつ叫きようすると、携帯を奪うばったスーツを着たＯＬ風の女性が湊の鼻をちょんと触った。

「ダ・メ☆」

「ダメじゃないッスよぉぉぉ！」

　ＯＬ風の女性は湊の叫さけび声ごえを無視して背せ中なかを向けると、周囲の女性たちと一緒に携帯を操そう作さし始めた。

「あ、やっぱりエロサイト見てる」

「これ随ずい分ぶん昔のページよね～」

「男の子だもん、しょうがないよね☆」

「あああぁぁぁぁぁ……」

　湊みなとはがっくりとうなだれた。

　この間にも有あり栖すの出発が差さし迫せまっている。こんなことしている場合じゃないのに、どうにもできない。

　動けば縛しばられ、騒さわげば貶おとしめられる。

　やけになった湊は大声で叫さけんだ。

「誰だれか助けてくれぇぇぇぇぇ！」




「「「任せて、湊くん！」」」




「…………………………えっ？」

　一人じゃない。二人でもない。もっとずっとたくさんの声が重なり、任せて、と言った。

「第一陣じん、行け！」

「「「はいっ！」」」

　第一陣、と言ったのは常磐ときわだ。それに呼応して複数の少女が空中へと飛び上がる。

　湊が見たのは、空中で手の平サイズの袋を持つ少女たちだった。

「放て！」

　その合図で少女たちが持っていた袋を一いつ斉せいに放り投げた。

　頭上に、地面に、袋は落下し、そして中身が広がる。

「何よこれ！」

「ごほっごほっ！」

「……チョークの粉？」

　そう、袋に入っていたのはチョークの粉だった。

　それが白煙となって一帯を包み込み、空港のロビーを濃のう霧むの立ち込めた森へと変えた。

「第二陣、突とつ撃げき！」

「「「てやあぁぁぁ！」」」

　次なる手は突撃。鏑かぶら矢やの陣形で少女の群れは女性たちに襲おそい掛かかった。

　先陣が身体からだを張って女性を押しのけ、道を作る。そしてできた道を背はい後ごの少女が通り、また押しのけて道を作り出していく。

「……見つけた！」

　煙えん幕まくの中、湊みなとの腕うでが摑つかまれる。その柔らかな手の主ぬしを見て、湊は目を丸くした。

「瞳ひとみ!?　どうしてここに！」

「助けに来たょ、みなとくん！」

　瞳の目が大きく見開かれている。

　視界が利きかないこの場にあっても【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】はその能力をいかんなく発はつ揮きしていた。

「助けに来たって、どういうことだ!?」

「話は後！　とりあえずこっちに！」

　瞳が腕を引っ張る。

　湊は頷うなずき、瞳の手引きに呼応して駆かけ出だした。

「瞳！　どうやってここに？　それにどうして俺おれがここにいるってわかった？」

「会長ょ。会長が全部準備してたの。みなとくんがありすを迎えに行くときに助けがぃるって言って、人を集めてぃたの」

　ふと湊は常磐ときわの言葉を思い出した。

『ああ、蘭らんか。想定通りの展開となった。作戦名〝ヘンゼルとグレーテル〟を始動させろ。それでこの電話は──』

　あの作戦は、有あり栖すを引きとめることに協力してくれる女の子を空港に送り込むものだったのか。だから蘭先せん輩ぱいは車には乗らず、学園で待機していた。そういうことなのだろう。

　と、いうことは──

「久く我が原はら先輩、こっちです」

「にょもろちゃん！」

　有栖を引きとめようとするのに、彼女がいないはずはない。

「湊くんが逃げたわよぉぉぉ！」

　煙から抜け出した湊と瞳を一人の中年女性が目ざとく発見する。

　少女たちと争っていた女性たちはぴたりと動きを止め、中年女性が指さす方向に目を向けた。

「何ですって!?　こんなことしてる場合じゃないわ！」

「逃がさないわよ！　若い男のエキス、まだもらってないもの！」

「あばずれどもが！　大人の力、見せてあげるわ！」

　近くにいた女性が跳ちよう躍やくし、湊を摑まえようと両腕を広げる。

「うわっ！」

　湊は空中から迫せまりくる影に、思わずしゃがみこんだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。安心してください」

　湊をかばうようににょもろが立ちふさがる。

　にょもろは中年女性たちを見上げると、不快指数を示す眉まゆを吊つり上あげた。

「まったく……見苦しいです」

　にょもろは最初に飛び込んできた女性の顎あごに掌しよう底てい打うちをお見み舞まい。続く二人目は華か麗れいによけて手を摑つかむ。そして手を摑んだ女性を僅わずかなタイムラグをつけて襲おそおうとしていた三人目の女性めがけて投げつけた。

「あなたたちの動きは【その肌敏感にてキレイキレイ】ですべてお見通しです。大人しくここを通るのは諦あきらめてください」

「若造が……それだけのタンカを切っておいて、無事で帰れると思うなよ……」

「年を取ったなら、それ相応の落ちつきというものを身につけてくれません？　はっきり言って醜しゆう悪あくです」

「何を……っ！」

「そこまで言われたら引き下がれないわよ」

「面白いことを言う子ね。気に入ったわ。殺すのは最後にしておいてあげる」

　火に油を注いだところで、にょもろは振り返った。

「久く我が原はら先せん輩ぱい、ここは任せてください！　だから紫し桃とう先輩を早く迎えに！」

「ああ、任せてくれ！」

　にょもろが右手の親指を立てる。

　湊みなとも右手の親指を立てて応こたえると、にょもろが戦う音を背せにしてその場を後にした。
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「会長の話でゎ、みなとくんが空港に入ったのと同時にありすゎゲートを抜けたそぅょ。だから今いま頃ごろ飛行機の中にぃるはずだょ」

「それじゃ迎えに行けないじゃないか」

「大だい丈じよう夫ぶ、策さくゎあるゎ」

　瞳ひとみの案内のもと、湊が連れてこられたのは展望デッキだった。

「そうか、ここからなら……っ！」

「そう、飛行機にたどり着けるってわけ」

　展望デッキは金かな網あみで囲まれている。しかし女の子の力を使用すれば、金網などないに等しい。

　ただ問題がすべて解決したわけではなかった。

「警けい察さつ、想像以上にたくさんいるな……」

　滑かつ走そう路ろにはいたるところに警備の人間が立っており、迂う闊かつに金網を越えたらすぐ捕まるのは目に見えている。

「ありすが乗ってぃるのゎぉそらくぁれだょ」

　瞳が随ずい分ぶん距きよ離りのある飛行機の一つを指し示した。

「全空日のＨＮ10便。でもぁれ……何か周まわりに人がぃっぱぃぃるょ……」

「ホントだ……」

　豆まめ粒つぶ大だいだが、搭とう乗じよう口ぐち辺りに人だかりが見える。

　おそらくは警けい備びの人間と、搭乗予定の人だ。

　ＨＮ10便の側そばにいる警備の人間の数は、他の飛行機と比べて一ひと際きわ多い。

　なぜこんなことになっているのか湊みなとが考えてみると、思い当たることがあった。

　常磐ときわは有あり栖すの足止めをするため、有栖の乗る飛行機を『いつでも飛ばせるようにしたまま空あけておけ』と要求した。それが功こうを奏そうしてまだ出発していないが、そんな要求のあった飛行機だ。警備の目が厳きびしくなって当然だろう。

　でもここまで来て引くわけにはいかない。

「瞳ひとみ、常磐先せん輩ぱいはここからどうやって行けばいいって言ってた？」

　いくら瞳の能力をもってしても、これだけの警備の人間から逃のがれることは不可能だろう。

「ここからはわたしが案内します」

　虚こ空くうに色がついていく。もう何度も経験していたため、湊は驚おどろかなかった。

「そっか、小こ萌もえちゃんが来てくれてたか」

「はい。お任せください」

　なるほど。彼女の持つ能力──【少女は見ていたベイビーステツプ】ならば警備の目をかい潜くぐるのに最適である。

　さっそく行こうとして、湊は瞳に呼び止められた。

「みなとくん、聞きたぃことがぁるの」

「ん？　どうしたんだ？」

「みなとくんゎありすのことが好きなの……？」

　小萌がぴくんと反応する。

　湊は見た。瞳の手が僅わずかに震ふるえているのを。

　瞳の眼まな差ざしに揺ゆるぎはない。しかし気き丈じような表情とは打って変わって身体からだには確かに脅おびえが存在していた。

　でも湊は言わざるを得なかった。それが必要なことだったから。

「ああ。俺おれは有栖が好きだ」

「……………………そう」

　瞳は僅かに顔を伏ふせた。前まえ髪がみが目にしだれかかり、表情が消え失せる。

　湊はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「瞳の気持ちは本当に嬉うれしい。でも応こたえられない。ホントにごめん。そして、それなのにここまで手伝ってくれて感かん謝しやしてる」

　瞳ひとみは大きくため息をつくと、ぱっと顔を上げた。

「ま、そんなことゎみなとくんがありすを追ぃかける時点でゎかってたんだけどね」

「……えっ？」

「みなとくんが望んでることだから、それとあたしもありすがぃなぃと張り合ぃがなぃから──だから傷心を押して手伝ったの。そこ、少しでぃぃから評価して欲しぃな」

「……もちろん。瞳ひとみは本当にいいやつだ」

　湊みなとが強く答えると、瞳は口を尖とがらせた。

「ぃぃゃつって、ぁまり嬉うれしくなぃんだけど」

「ごめん。今はそれ以外の言葉が思いつかなくって」

「ふぅ、しょうがなぃから許してぁげる」

　瞳が肩かたの力を抜く。一つ責務が済んだことを悟さとり、湊は緊きん張ちようを緩ゆるめた。

　するといきなり横から湊の袖そでが引っ張られた。

「わたしも夏なつ秋あき先せん輩ぱいと同じ気持ちです。評価、してくれますか？」

　迷子のリスのような目をする小こ萌もえに、湊は頷うなずいた。

「当たり前さ」

「……ならいいです」

　湊は両手の拳こぶしを握にぎりしめた。

　二人ともこんな俺おれを好きだと言ってくれた。それだけでどれだけ感かん謝しやしても足りないくらいだ。なのに振った俺を、ライバルである有あり栖すを迎えるために手伝ってくれている。

　それはきっと身を切るような痛みを伴ともなう行動だろう。にもかかわらず、恨うらみ言ごと一つ言わない。

　そのことのお礼を言いたかったが、口にはできないから、湊は心の中で感謝した。

「萌っち、ぁとゎ頼んだょ！」

　瞳が親指を立てる。

　それに呼応し、小萌も親指を立てて返した。

「お任せください」

　小萌が湊の手を握る。

　痛みを感じさせない、だけど強い力に、湊は勇気をもらった気がした。

「では行きます！」

　小萌が湊を見上げる。

　そこに怯おびえはない。自分が有栖のもとまで連れて行くのだという使命感が伝わるような、意志の強い瞳だった。

　湊は大きく一度頷いた。

　小萌もまた頷き──能力を発動させた。
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　金かな網あみを乗り越え、滑かつ走そう路ろへと降りる。

　広大な敷しき地ちに、点在する巨きよ大だいな飛行機の数々。

　飛行機のふもとには、乗客が集められている。どうやら最終チェックの途中らしい。ある飛行機では中から物々しい雰ふん囲い気きの女性が出てくると、合図を送り、乗客に乗るよう促うながしていた。

「……先せん輩ぱい、ちょっと遠回りします」

　小こ萌もえのつぶやきに、湊みなとは驚おどろいて足を止めた。

「どうして？　もう乗り始めている飛行機もあるから、最さい短たん距きよ離りで行ったほうがいいんじゃないのか？」

「先輩、あれを見てください」

　小萌が言っているのは空港の中にはいなかったサバイバルスーツを着た人のことだろう。

　表情の引ひき締しまり方かたからして、警けい備びの人間などとは雰囲気がまるで違う。鍛きたえ抜ぬかれた女性というのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。おそらく軍人に違いない。

「普ふ通つうの人になら見つからない自信がありますが、軍人さんとなるとまさかのことがあると思いまして……」

「わかった。小萌ちゃんがそういうなら、任せる」

　湊は小萌の力を信じるしかなかった。その小萌の直感が危険を訴うつたえているのであれば、素直に従おうと思った。

　湊と小萌はできるだけ足音に気をつけつつ、建物沿いを歩いて行った。

　有あり栖すが乗るＨＮ10便は飛行機二機分を通り過ぎていく必要がある。

　滑走路に隠れるところなどない。だからただただ慎しん重ちように歩くしかない。

「ん……？」

　一人の軍人がふと湊の方向を見る。

　湊はとっさに足を止めた。

　軍人との距離はおおよそ百メートル。かなり離はなれているといっていい。

　周囲には何もない場所だった。そのため普通なら視線を向ける必要がない場所である。

　なのにその軍人は、湊と小萌がいる位置をしっかり捉とらえていた。

「……気のせいか」

　軍人が乗客リストに視線を落とす。

　湊は大きなため息をついた。

「ふぅ～、怖かった……」

「距離に助けられた気がします。もっと近くなら危なかったかもしれません……」

「そっか……」

　だとすれば、このまま行っても有あり栖すに近づくのは非常に難しいかもしれない。

　飛行機ごとに軍人が十名以上ついている。万が一のことを考えてか、飛行機のふもとに集められた乗客の側には、その半数が固まっている。

「いっそ【少女は見ていたベイビーステツプ】を解といて、遅れて到着したと言って近づいたらどうかな？」

「おそらく乗客の顔は、すでに確認されていると思います。特に先せん輩ぱいは男ですので、確実に乗客じゃないとバレてしまうと思います」

「そっか。そうだよな……」

　これだけの厳げん重じゆう態たい勢せいだ。捕まったら終わりだろう。連行されて取り調べを受けている間に有栖は日本を去ってしまう。

（常磐ときわ先輩、やっぱりテロリストはやりすぎだったんじゃ……）

　常磐のおかげで間に合った。しかし常磐のやり方があまりにも過か激げきであったため、ここで大きな問題が出てきている。

（弱音を吐いている場合じゃない！　何としても間に合わせてみせる！）

　湊みなとはそう心に決め、歩あゆみを再開した。

　一機目の飛行機を通り過ぎる。

　乗客はまるで気がつかない。だが軍人は鍛きたえ方かたが違うのか、時折視線を向けてくる。それでも気がつくまでには至らず、無事通過することができた。

　次に二機目。

　距きよ離りは一機目と同程度だ。なのに鋭するどい視線を送る一人の軍人がいた。

「何だかやばくないか……？」

　湊は小声で小萌に尋たずねた。

「そうですね。一度、止まりましょう」

　そうして足を止めたときのことだった。その軍人が動いたのは。

「おい、そこにいるだろう」

　低い声の響ひびきに、湊は震ふるえ上あがった。

　周囲にいる乗客の頭にははてなマークがついている。ということは、能力は発動中だ。なのに軍人は正確に位置を捉とらえている。

「あたしの能力は【ハイエナの鼻マーキング・スメル】。どうせ気け配はいを断っているのだろうが、においまでごまかせないぜ」

　バレた……っ！

　湊は心しん臓ぞうを押さえた。

　相手は軍人。当然足も鍛え抜かれているだろう。だがこうなってはもう、手段は一つしかない。

　湊みなとは小こ萌もえの手を離はなした。

「走るぞ、小萌ちゃん！」

「は、はい！」

　小萌の能力が断たれる。それよりも有あり栖すに近づくことが最善と湊は判断した。

「逃のがすか！」

「はや……っ！」

　湊の行く手に先ほどの軍人が現れる。その速度は湊にとって、千ち湖こと同等のものに見えた。

「ここまでか……っ！」

「まだです……っ！」

　軍人の挙動がおかしい。そう、まるで背はい後ごから抑おさえられているような……。

「貴き様さま……っ！」

「先せん輩ぱい、今のうちです……っ！」

　軍人の背せから小萌が姿を現す。隙すきをついて羽は交がい絞じめに持ち込んだのだ。

　この思いは無む駄だにできない。

　湊は奥歯を嚙かみしめた。

「すまない、小萌ちゃん……っ！」

「頑がん張ばってください……っ！」

「おい、待てっ！　くそっ、誰だれか捕まえろ……っ！」

　騒さわぎに気がついた仲間の軍人が顔を上げる。

　湊は小萌と軍人の横を走り抜けた。

　有栖の乗る飛行機は目の前だ。

（もう少し。もう少しなんだ。お願いだから行かせてくれ……っ！）

　しかし男の足の速さなど女に比べれば亀かめに等しい。

　素早く反応した二人の軍人にぐんぐん追いつかれていく。

（ダメか……っ！）

　そのとき、湊の身体からだがフッと軽くなった。

「……えっ？」

　視界が一気に高くなり、行く手をふさごうとした軍人の上を通り過ぎていく。

「どどど、どういうことだ!?」

　地上はいつの間にやら遥はるか下した。気がつけば遠くの山を悠ゆう々ゆうと見ることができる高さにいた。

　動転していた湊は、そこまで来てようやく背中から腰こしに手が回されていることに気がついた。

　風でたなびき、視界をかすめるツインテール。そこからふわりとシャンプーの香りが舞まい、湊の鼻び腔こうをくすぐる。

　湊は上半身を半回転させた。

「千ち湖こ!?」

「ミナトン、助けに来たよ！」

　湊みなとを担かついだ千湖が宙で微笑ほほえむ。

「千湖、お前──」

「ミナトン、口を閉じて！　舌を嚙かむから！」

　慌あわてて湊は言いかけた言葉をやめた。

　千湖が地面へと着地する。人二人分が落下した衝しよう撃げきは湊にもあったが、痛みを感じるほどのものではなかった。

　しかしこれで状況が好転したわけではなかった。背はい後ごから飛び越えられた軍人たちが駆かけ寄よってくる。

　だが足の速さは先天的なものが大きい。その点において、千湖は引けを取るものではない。




　──【巨人殺しジヤイアント・キリング】




　千湖は能力を発動させ、軍人たちを引ひき離はなしに入った。

　千湖の加速は凄すさまじく、軍人たちを置き去りにし、一気に有あり栖すの乗る飛行機に近づいていく。

　湊は喜び、その後すぐ暗い気持ちになった。

　こんなときに──いや、こんなときだからこそ、言わなければならない言葉がある。

「千湖……」

「なに、ミナトン？」

「俺おれ、お前に謝あやまらなければならないことがあるんだ」

　湊がその先を言いかけた瞬しゆん間かん、覆おおいかぶせるように千湖はつぶやいた。

「わかってる」

「おまっ、わかってるって……」

「あたし、ミナトンの気持ち、気がついていたから。それにこうして有栖を迎えに来ていることからもわかることだから」

「千湖……」

「割り込む隙すきがあるかな、って思ってた。でも結局なかったんだ。これは、それだけのこと」

「それだけって……いいのかよ、お前は」

「今は有栖を引きとめることだけ考えて。話はまた落ち着いてから聞くよ」

「……わかった」

　ここまで言わせてしまった。そのことを湊は深く反省した。

　でも──

　湊は両手で思い切り頰ほおを叩たたいた。

　反省も後こう悔かいも一いつ旦たん置いておこう。みんなが助けてくれた想おもいを無む駄だにしないため、今はただ有あり栖すのところにたどり着くことだけを考えよう。

　有栖が搭とう乗じよう予よ定ていの飛行機に近づいていく。

　ふもとにいるはずの乗客はすでに大多数が機内に入っている。階段に列を成なす人がもうほとんどいないことがそれを物語っている。

　有栖は──列の中にはいない。ならば機内に乗り込むだけだ。

「お前ら止まれ！」

　前方にいた軍人が立ちふさがる。乗客が機内に入って手が空あいていたのか、今度は十人ほどいる。

「もう一度飛ぶよ、ミナトン！」

「どんと来い！」

「はぁっ！」

　千ち湖こが足に力を込め、跳ちよう躍やくする。

　その高さ、およそ三メートル。落ちたらただじゃ済まない高さだ。

「甘い……っ！」

「!?」

　軍人たちが千湖に合わせて次々と跳躍する。そのことにより、上空にもかかわらず逃げ場のない壁かべが完成した。

「くらえっ！」

　左後方から千湖の側面めがけて蹴けりが襲おそう。

　千湖はとっさに片手で防いだが、勢いまでは殺しきれなかった。

「くっ！」

　急降下する中、千湖は湊みなとを抱きしめた。

「……っ！」

　地面が目の前に迫せまり──激げき突とつ音おんが鳴なり響ひびいた。

　衝しよう撃げきは十分にあった。しかし合わせて襲い掛かってくるはずの痛みがいつまで経ってもやってこないことに、湊は違和感を覚おぼえた。

　だが身体からだを起こして、すぐに無傷の理由を悟さとった。

「千湖っ！」

　千湖が背せ中なかを強打し、うずくまっていた。

　もう飛行機に入る階段の前まで来ている。しかしこんな千湖を置いてはいけなかった。

「ちょっと待ってろ。あの人たちに事情を話して、治ち療りようをしてもらうから！」

「ダメ、ミナトン！」

　千湖が引きちぎりそうなほどの力を込めて湊の服を摑つかむ。

「早く行って！」

「でも！」

「あたしは大だい丈じよう夫ぶだから！　ここまで来たんだから、男らしいところ見せてよ！」

　湊みなとは一いつ瞬しゆんだけ目をつぶった。

　迷っている暇ひまなどなかった。だがこれは覚かく悟ごを決めるのに必要な時間だった。

　いつも助けてくれた千ち湖こ。一いち途ずに想おもってくれた千湖。

　それを切り捨て、有あり栖すを選ぶ。

　その現実が、今の状況を物語っていた。

　でも決めたのだから。覚悟を決め、迷いを断ち切る。

「──わかった」

　湊は頷うなずくと、階段を上り始めた。

「おい、行かせるな！」

　誰だれかが叫さけんだ。

　足音が近づいてくる。

　もう止まらない。止まってはならない。

　あと十五段……あと十段……。

　搭とう乗じよう口ぐちがすぐそこまで迫せまっている。

（有栖、俺おれは……）

　ずっとお前に対して素直になれなかった。妹だって決めつけて、その思い込みから抜け出せなくて、兄あに貴き風かぜを吹かせていた。

　それはお前に惹ひかれていて、恥はずかしかったから。それを兄という役割で隠そうとしていたんだ。

　でも今は違う。今なら言える。俺は……俺は──

「そこまでだ！」

「ぐっ！」

　いきなり襟えりを摑つかまれ、引き倒される。湊は段差で膝ひざを強打し、足がしびれた。

「離はなせ！　俺は行かなきゃならないんだ！」

「大人しくしろ！　男だからといって、力の加減はできんぞ！」

「いいから離せよっ！」

　まさに圧倒的な力だった。腕うでを動かそうにも、背せ中なかで押さえつけられビクともしない。

「頼む！　五分でいいんだ！　時間をくれ！」

「それはできない。搭乗者でないものを入れるわけにはいかない」

　あくまで冷れい徹てつに軍人はつぶやく。

　湊は羽は交がい絞じめにされ、階段から引きずり降ろされた。

「くそっ！　有あり栖す！　有栖！」

　湊みなとは最後の希望を込めて、有栖の名を呼んだ。有栖が気がついて出てきてくれれば状況は一変する。

「有栖っ！　俺おれはここだ！」

　しかし──人が出てくる気け配はいはない。

「黙だまっていろ！」

「んんんっ！」

　無理やり口を手でふさがれる。顎あごをロックされ、まともに声すら出すことができない。

　そのまま湊は空港側に引きずられていった。

　飛行機につけられた階段が離はなされる。搭とう乗じようが終了し、離り陸りくする合図だ。

「んんっ──！」

「お前はこっちだ。騒さわがせた件について話してもらうぞ」

　湊はせめて視線だけでも飛行機に向けようとしたが、ロックされた顎を引っ張られ、強制的に空港側に変えさせられた。

（もう、ダメなのか……）

　常磐ときわの力を借りて、にょもろや瞳ひとみや小こ萌もえや千ち湖こに手伝ってもらい、ようやくここまで来たというのに、あとちょっとというところで──

「諦あきらめちゃダメだよ、ミナトン！」

「!?」

　捕まっていた千湖が、軍人たちの隙すきをついて脱出する。

　すると何を思ったのか、千湖は飛行機めがけて突進した。

「千湖！　お前……っ！」

　もう飛行機は動き始めている。危険なため、軍人たちさえ距きよ離りを取っている。

　にもかかわらず千湖は飛行機の車輪部にとりついた。

「動くなぁぁぁ！」

　千湖は力で飛行機を止めようとしている。

　だがそれは現代の女性と言えど、あまりに無理な注文だった。

「千湖！　危ないからやめろ！」

「アタシは諦めないよ！」

　千湖の想おもいとは裏うら腹はらに、飛行機は勢いそのままにゆっくりと旋せん回かいしようとする。

「千湖！　もういい！　もういいんだ！」

「ミナトンが諦めてどうするの！　アタシもアリスに行って欲しくない！　だって、アタシとアリスは親友だから！」

「千湖……」

「だからミナトンも諦あきらめないで！　きっと何とかなるから──」

「千ち賀が浦うら、いいことを言った！」

　空港の屋上からの声。

　軍人たちがとっさに警けい戒かい態たい勢せいを取った。

「誰だれだ貴き様さま！」

　空港から一人の少女が飛び降りる。

　まるで花びらが舞まうように地面に降り立ったその少女は、慌あわてて取り囲む軍人たちを傲ごう岸がん不ふ遜そんな表情で見下ろした。

「誰かと言われれば、こう答えざるを得ないな。四し季きノの森もり学がく園えん生徒会長──三さん条じよう常磐ときわ、と！」

　常磐の声には人の上に立つ者が持つ圧倒的な威い圧あつ感かんがある。

　常磐は視線だけで軍人たちを委い縮しゆくさせると、ポケットから優ゆう雅がな扇せん子すを取り出した。

　一度開き、そしてパチリと閉じると、指し揮き棒ぼうのように振りかざし──スッと下ろした。

「さぁ、我わが愛する学園の勇いさましき乙女おとめたちよ。汝なんじらに課せられた常じよう識しきという枷かせを私が外はずそう。──すべての責任は私が取る。すべての力を用いて、飛行機を止めるのだ！　行けっ！」

「「「ヤ──ッ！」」」

　常磐の言葉を合図として、少女たちが展望デッキから滑かつ走そう路ろへとなだれ込んだ。

　うら若き少女たちが金かな網あみを乗り越え、次々と飛ひ翔しようする。

「おおぉぉ……」

　まるで映画のワンシーンのごとき光景に、見ていた者たちから感かん嘆たんの声が上がった。

　驚おどろいてばかりいられないのは警けい護ごに当たる者や軍人たちである。

　しかし滑走路に降り立った少女たちの数、およそ百。明らかに守る者より攻める者の人数が多かった。

「止めろ！　止めろ！」

「数が多すぎます！」

「いいから止めろ！」

　上官の指示に軍人たちは少女たちを捕まえようとするが、限界があった。次々と包ほう囲い網もうを抜けて飛行機に近づいていく。

　一人、また一人と飛行機に到達すると、千ち湖こと同じく車輪部にとりついた。部品の一部を摑つかみ、飛行機を動かさせまいと力を振ふり絞しぼる。

　十人にも満たないとき、飛行機の動きに変化はなかった。それが二十人を超こえてくると、明らかに飛行機の勢いは落ちて行った。

「噓うそ、だろ……？」

　思わず湊みなとはつぶやいていた。

　いくら少女たちが集まっているといっても、相手は飛行機。鉄でできた空を飛ぶ怪物だ。

　それが少女たちの力によって弱りつつある。

「おい……おいおい……おいおいおい……」

　あまりの光景に、湊みなとは呆あきれるのを通り越して茫ぼう然ぜんとした。

　三十人……四十人……五十人……。

　飛行機を押さえようとする少女の数は矢や継つぎ早ばやに増えていき、飛行機から悲鳴が聞こえてきそうな様相となっていった。

「「「よいっしょ！　よいっしょ！」」」

　少女たちが発する声はまるで綱つな引ひきだ。その引っ張りに応じて、飛行機はズズズと鈍にぶい音を立てて引きずられる。

「頃ころ合あいだな」

　軍人たちが茫然とする隙すきをつき、常磐ときわが駆かけ出だした。

　矛ほこ先さきは車輪部ではない。飛行機の前方部だった。

　飛行機の進路の先回りをした常磐は、華か麗れいに跳ちよう躍やくした。そして鼻のように突き出た先端部を踏ふみ台だいとし、フロントガラスに靴くつの裏を押し付けた。

「いいから止まれ」

　そのポーズは大きさに差はあれど、女王様が豚ぶたにお仕置きするときのものと同じである。

　常磐が飛行機を屈くつ服ぷくさせた。そう見て取れる構図だった。

　常磐の声がパイロットに聞こえたのかはわからない。しかしフロントガラスに人が現れたとなれば、パイロットもたまったものではなかったのだろう。

　動きの鈍くなった飛行機が、ついに止まった。

「おおおぉぉぉぉぉ！」

「止まったぁぁぁ！」

「やったぁぁぁ！」

「いぇぇぇい！」

　少女たちの歓かん喜きの声が一帯に広がる。

　常磐はそんな少女たちを見下ろし、扇せん子すをパチリと開き、ご機き嫌げんな顔で優ゆう雅がに仰あおいだ。

　そのとき、飛行機の出入口が開いた。そこにいた人影を見て、湊は叫さけんだ。

「有あり栖す！」

「お兄ちゃん！」

　有栖の三つ編みが強風にあおられ、ゆらゆら揺ゆれている。

　上下に揺れる肩かた。それだけで慌あわてて出入口を開けたことがよくわかった。

　一度は遠ざかってしまった距きよ離り。それがようやく顔が見えるところまで近づいた。

「お兄ちゃん！」

　有栖は階段がつくのを待たなかった。三階ほどの高さから迷いなく飛び降り、着地と同時に湊みなとめがけて一直線に向かっていく。

　有あり栖すの瞳ひとみには涙なみだが浮かんでいた。同時に、微笑ほほえみも浮かんでいた。

　湊はいてもたってもいられず、自みずからも駆かけ出だした。

「有栖！」

「お兄ちゃん！」

　触れ合えたのは滑かつ走そう路ろのど真ん中だった。

　有栖は湊の胸むねに飛び込むと、額ひたいを押し付け何度も叫さけび続つづけた。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　お兄ちゃん！」

　ふいに視線を感じて湊が振り返ると、事じ態たいに呆あきれたのか、それとも少しの猶ゆう予よを与えようと思ったのか、軍人たちはやっていられないとばかりに肩かたをすくめた。

　湊はその心こころ遣づかいに感かん謝しやした。

「お兄ちゃん、わたし、ずっとお兄ちゃんが来てくれるのを待ってた！　でもそれは夢なんだって、思ってた。でも来てくれた！　嬉うれしい！　嬉しいよ！」

　有栖は早口でまくしたてる。

　湊は有栖の瞳にたまった涙を指で拭ぬぐった。

「待たせて悪かった。でも間に合ってよかった」

「おにい、ちゃん……」
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　有あり栖すが目を潤うるませる。

　湊みなとはお尻しりのポケットに丸めて突っ込んでいたものを取り出した。

「これ、読んだ」

「それ……っ！」

〝神様ノート〟を掲かかげると、有栖は目を丸くした。

「そっか、それお兄ちゃんの部屋に……」

「ああ、これを読んで、有栖がどれだけ心配してくれていたか、そして、どれだけ想おもってくれていたか、俺おれ、ようやくわかったんだ。それまではわかった気になってただけで、わかってなかったんだと思う」

「ううっ……」

　有栖は涙なみだ目めになり、頭を抱えた。

「でもそれ、凄すごく重いでしょ？　お兄ちゃん引いちゃったんじゃ……」

「そんなことはねーよ」

　湊はポンッと有栖の頭を叩たたいた。

「これぐらい書かれてなきゃ、俺は気がつけなかった……自分の気持ちに」

　有栖が息を吞のむ。

　湊は構かまわず続けた。

「俺が気持ちに気がつくのが遅くなったせいで、いろんな人に迷惑をかけた。これからいっぱい謝あやまらなきゃいけないと思う。でもそれは、この一言を言うためなんだ。だから有栖、聞いてくれ」

　有栖が頰ほおを紅こう潮ちようさせる。

　少しだけためらいを見せた後、有栖は微かすかに頷うなずき、目で続きを催さい促そくした。

　湊は大きく息を吸い込むと、有栖の瞳ひとみを見つめた。

「俺はお前のことが好きだ。だから行かないでくれ」

　有栖が両眼を見開き、口を手で覆おおう。

　有栖のまぶたに溜たまった涙が溢あふれ、頰を伝った。

　有栖は口をぱくぱくさせていたが、やがて口を一文字にすると、真まっ直すぐに湊を見上げた。

「──うん！」

　有栖が湊の首に腕うでを巻き付ける。

　湊は飛び込んできた有栖を正面から抱きとめた。

　長いすれ違いを経て、ようやく繫つながった想い。

　肌はだから伝わる温ぬくもりが熱くて身体からだが爆ばく発はつしそうになる。

　やっと摑つかまえた。もう絶対離はなしはしない。

　その誓ちかいを腕に込めて、湊は強く強く抱きしめた。




　　　♀♀♂♀♀




　成なり田た空港で引き起こされた一連の騒そう動どう──〝成なり田た事じ件けん〟は空港にいた人の動どう画が撮さつ影えいにより、世界中に配信されることとなった。

　湊みなと及び四し季きノの森もり学がく園えん関係者は空港関係者からたっぷりと怒られることになったが、ドラマチックな引きとめは世間で反はん響きようを呼び、常磐ときわの裏工作と世間の後押しにより、厳げん重じゆう注ちゆう意いで事なきを得た。

　そして肝かん心じんの有あり栖すは──日本に残ることとなった。と言うより、そもそもが転校の手続きが取られていなかった。

　湊は空港関係者に絞しぼられた後、京きよう子こに言われた。

『みなとちゃんが空港まで迎えに来なければ、生徒会長さんに転校の手続きをしてもらうことになっていたのだけれど、無む駄だになってよかったわ～』

　つまり──常磐と京子は湊が有栖を迎えに行くと思い、事前に打ち合わせを行っていたのである。

　それを知った湊はがっくりと肩かたを落としたが、敵かなわない二大巨きよ頭とうの共きよう闘とうに、諦あきらめるしかなかった。




　　　♀♀♂♀♀




　朝が来る。有栖が日本に残ることになって、初めての朝が。

「お、お兄ちゃん、おはよう」

「あ、有栖。おはよう」

　湊が玄げん関かんを出ると、有栖が待っていた。

　有栖は駆かけ寄よると、胸むねの前で指をもじもじとさせた。

「お兄ちゃん、わたしたち、恋人なんだよね……？」

「あ、ああ……」

　それだけ言って、互いに押おし黙だまってしまう。

　湊が頭をかき、有栖が髪かみをすいたまま二の句が継つげずにいると、ホルストが寮りようから出てきた。

「…………ちっ」

　ホルストは感じの悪い舌打ちをし、有栖にガンを飛ばすと、そのまま有栖に向けて歩あゆみ寄よった。

「おい、まな板ビッチ。言っておくが、ミナトくんのファーストキスはボクがいただいているからな」

「キスなんてしてねーよ！」

　湊みなとがホルストの腹はらに膝ひざ蹴げりをかます。

　だがホルストは寸前のところで防ぼう御ぎよし、背はい後ごに飛んで勢いを殺した。

「ミナトくん、忘れるなんてひどいよ！」

「いつ、どこで、そんなことをしたんだ？　おう、言ってみろよ」

「この間、ミナトくんの噴ふき出だした豆腐越しに唾だ液えきの交換をしたじゃないか」

「気持ち悪いこと思い出させるなぁぁぁぁ！」

　全力でアッパーカット。

　ホルストは脳のうを揺ゆさぶられ、ノックアウトした。

「行くぞ、有あり栖す」

「……ホルストくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、殺しても死なない」

「それはそれで凄すごいよね……」

　湊はホルストから離はなれるため、通学路に足を向けた。

　自然と有栖が横に並ぶ。

　左右に生おい茂しげる木々がしなり、爽さわやかな音ね色いろを奏かなでた。

「い、いい天気だな」

「そ、そうだね」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　湊は喉のどの奥をうならせた。

　何を話していいかわからない。

　恋人。そう、有栖と恋人になってしまったのだ。

　それはいい。そうなることを望んだのだから。

　だが恋人として見る有栖は、今まで見てきた有栖と違う感じがする。

　一言で表現するなら──可愛かわいい。

　横顔をこっそりと見るたび、『あれ、こんなにも有栖って可愛かったっけ？』なんて思ってしまう。

　ほんのり赤く染まった頰ほおとか、さらさらと流れる三つ編みとか、細くて華きや奢しやな首から肩かたにかけてとか、さりげないところにドキリとさせられる。

　以前だったら、この気持ちを悟さとられないよう強がるところだ。

　しかし現在、そんなことする必要はない。恥はずかしいけれど、別に隠すことでもない。

　だからといって素直に口にすることとは別問題だ。そんなこっぱずかしいことは、いくら有あり栖すが恋人になったとしても言えるものではない。

「……お、お兄ちゃん」

「なな、何だ？」

　声が裏返る。

　湊みなとは有栖に緊きん張ちようがバレないよう深呼吸をしながら、次の言葉を待った。

「恋人同士でも、お兄ちゃんって呼んでいいよね？　やっぱり、それが自然だし……」

「あ、ああ、いいぜ！　でもお兄ちゃんって呼ばれてるのに恋人って、なんか背はい徳とく感かんあるな」

「や、やだ～、お兄ちゃんったら～！」

　ポンッと有栖が湊の肩かたを叩たたく。

「っ──」

　たったそれだけの触れ合い。なのに、湊は触られた箇か所しよが熱くなった気がした。

　有栖にも緊張が伝わったのか、『あっ』とつぶやくと、身体からだを縮ちぢこまらせ、頰ほおを真っ赤にさせた。

　そのとき湊はふいに有栖の唇くちびるに引き寄せられた。

　ほんのり紅べに色いろに色づき、柔らかそうで、目が離はなせない。

（恋人、ということは──）

　キスはオッケーということになるのだろうか？　それとも三回目のデートまではダメなのだろうか？

　いやいや、そもそも今は朝！　しかも登校途中！　いくら男だん子し寮りようの側そばだから人がいないとは言っても、タイミングとしては悪いんじゃないだろうか!?

　しかしそう考えると、どこならキスができるのか難しい。

　鉄てつ板ぱんは休日に学校外で、となるだろう。しかし外にはたくさん人がいて、誰だれがどこにいるかわかったものではない。気がつかずキスをしてしまい、それがいつの間にか動画に撮さつ影えいされ、ネット上にアップされて問題となることが目に見えている。

　かといって校内は魔ま境きようだ。恐おそろしい監かん視し下かに置かれており、放課後であろうとほぼ隙すきはないと言っていいだろう。

（もしかして、今が一番いいタイミング？）

　湊は唇の乾かん燥そうを舌で潤うるおした。鼓こ動どうが早はや鐘がねのように鳴り、頭をくらくらさせる。

「ねぇ、お兄ちゃん」

　有栖が上うわ目め遣づかいで見上げてくる。

　それにしてもこの可愛かわいらしさはどうしたことか。恥はじらう仕草が可か憐れんで、外周を全速力で駆かけ抜ぬけられそうだ。

　有栖はぎゅっと脇わきを締しめ、周囲をキョロキョロと見回した後、ぽつりと言った。

「キス、興きよう味みある……？」

「っ！」

　脳のう天てん直ちよく撃げきである。まさに有あり栖すも今、同じようなことを考えていたのだ。

　ねだるようなつぶやきに、湊みなとは甘かん美びな痺しびれを感じた。

　身体からだに力が入らない。先ほどまでは力が溢あふれていたのに、今は骨抜き状態だ。このままかぐわしい有栖の香りに包まれて眠ることができたらどれほど幸せだろうか──なんてことを考えてしまう。

　湊は深呼吸をして気持ちを落ち着け、口を開いた。

「キキキ、キスな！　ああ、あれね！　あ、あ～……興味あります」

「わわ、わたし、も……」

　有栖の声は尻しりすぼみになり、下げた視線の先へと消えていった。

　湊は唾つばを飲み込んだ。

　これはまぎれもない。ゴーサイン、だ。

　有栖にこれ以上恥はじをかかせてはいけない。ここまで言ってくれたのであれば、後は男の仕事だ。

　湊はそっと有栖の両りよう肩かたに手を置いた。

　有栖が敏びん感かんに反応し、身体からだを震ふるわせる。

　こわばった肩。しかし二、三度なでると、スゥーッと力が抜けていった。

「おにい、ちゃん……」

　有栖が目を潤うるませている。

　吸い込まれるような瞳ひとみ。唇くちびるはまるで催さい促そくするかのように微かすかに動いている。

「有栖……」

　湊が少しだけ身体を前に倒すと、有栖が背せ伸のびをした。

　湊は有栖の腰こしに手を置き、体勢を支えた。

「お兄ちゃん……」

　そう言って、有栖は目をつぶった。

　悩むことなどない。もう後は進むだけだ。

　湊は息を止め、有栖に顔を近づけていった。

「ぉはょぅ、ありす……」

「「!?」」

　思いもよらぬ声に、湊と有栖ははじけ飛ぶように距きよ離りを取った。

「ああ、あああ、瞳！」

　湊は動どう揺ようのあまり、瞳に向けた人差し指の焦しよう点てんが定まらなかった。

　瞳はジトッとした眼まな差ざしを有栖に向けている。

　そんな眼まな差ざしを向けられている有あり栖すは、完全にゆでだこ状態だった。首まで真っ赤にして亀かめのように丸まっている。

　瞳ひとみは有栖から視線を外はずすと、突とつ如じよ透すき通とおった笑顔を浮かべた。

「ぉはょぅ、みなとくん！」

「あ、ああ、おはよう……」

　何事もなかったような挨あい拶さつが逆に恐おそろしい。

　湊みなとが対応できずにいると、瞳は再び矛ほこ先さきを有栖に向けた。

　すると先ほど見せていた陰いん鬱うつな表情へと変わり、有栖の背せ中なかに向けて語り掛ける。

「ありすぅ、舐なめた真似まねしてくれるじゃなぃ……。朝からキス？　それ許されるの夫ふう婦ふだけだょ？　天が許してもあたしが許さなぃょ？」

「ど、どうして……」

「どうして今しょぅとしてぃたかゎかったかって言ぃたぃの？　もちろん萌もえっちからの緊きん急きゆう通つう信しんに決まってるじゃなぃ」

　小こ萌もえが瞳の背はい後ごから姿を現す。

（ということは、男だん子し寮りようから出た時点ですでにいた……？）

　湊の背せ筋すじに冷ひや汗あせが流れた。

　有栖がスクッと立ち上がった。

　そこにはもう、羞しゆう恥ちはなかった。あるのは『激げき怒ど』の二文字だった。

「あなたねぇぇぇぇ！」

　有栖から黒いオーラがもくもくと立ち上り、空が暗雲に変わっていく。

「わたしがどんな気持ちで受け入れようとしていたか……どれほど最高のところを邪じや魔まされたか……あなたにわかる!?」

「ゎからないし、ゎかるつもりもなぃんですけどぉ～」

「──殺す！」

「──やってみなょ！」

　二人が能力を解禁しようとしたそのとき、一いち陣じんの風が過ぎた。

「まあまあ、二人とも落ち着いて」

　高速移動により二人の間に立って制止したのは、千ち湖こだった。

「邪魔されて怒るアリスの気持ちもわかるよ。でも邪魔をしたヒトミンの気持ちもわかる。だからこの場はアタシの顔を立てて収めてよ」

　有栖が息を吞のむ。

　有栖も千湖以外の誰だれかであればねじ伏ふせようとしただろう。

　しかし千湖だけは特別だった。有栖には千湖から湊を奪うばい取とった負おい目めがある。

　そのため有栖は頭を冷やし、掲かかげていた手を下ろした。

「そうそう、仲良くが一番だよ」

　千ち湖こはそう言うが、すぐさま仲良くなれるわけがない。

　有あり栖すと瞳ひとみは互いにそっぽを向いた。

　千湖はそんな二人を流し見ると、さらりと言った。

「ちなみに、アタシとミナトン、別れてないからね」

「…………えっ？」

「…………はっ？」

「…………へっ？」

「別れてないから」

「…………」

「…………」

「…………」

「「「ええええええぇぇぇぇぇ！」」」

　叫さけんだのは有栖と瞳だけではない。当事者の湊みなとも例外ではなかった。

「お、おい千湖、俺おれ、有栖が好きって……」

「知ってたって言ったよ。割り込めるかと思ったけど、ダメだったとも言った。ミナトンに好きな子ができたら別れてあげる的なことも言った」

「だ、だよな」

「でもやっぱりやだ。ミナトンとアリスのやり取り見てたら、胸むねの辺りがむかむかしちゃって耐えられない」

「ち、千湖！」

「ミナトン、ちょっと考えてみてよ。アタシいろいろ言ったけど、それはあくまで口約束。まだ話し合いをして別れるところまでは行ってないよね？」

「……………………確かに」

　湊が両りよう腕うでを組んでうなっていると、有栖が悲鳴にも似た声を上げた。

「ちょ、ちょっと！　お兄ちゃんはわたしと恋人同士になったってことは、チコとは別れるってことでしょ!?」

「別れるって、どうやったら成立するの？　片方が別れようって言ったらそれで終わり？」

「それはもちろん両方が認めるのがいいと思うけど、片方が別れたがってるなら認めるしかないじゃない」

　有栖らしい正論である。

　だが千湖は一歩も引かない。

「ミナトンにアタシへの愛情がこれっぽっちもないなら諦あきらめるよ。ミナトン、どうかな？」

「ゼロかと言われれば付き合ってたんだし、ないわけじゃないけど……」

　有あり栖すが鬼おにの形ぎよう相そうで湊みなとの襟えりを摑つかんだ。

「お兄ちゃん！　そういうときはまったくないって言うのが別れるときの礼れい儀ぎなの！　そうじゃないと引きずっちゃうでしょ！　わかってる!?」

「おお、落ち着け、有栖。とと、とにかく手を離はなしてだな……」

「ほらほらミナトン、こんな怖い子と付き合って大だい丈じよう夫ぶなの～？　アタシみたいに理解ある女の子のほうが良くない？」

「うっ、そうかも──」

「お兄ちゃん！」

「つまり早ぃもの勝ちってことだょね」

　湊が振り返ると、突然頰ほおに柔らかな感触がした。それが瞳ひとみの唇くちびるだったと気がついたのは、少し後になってのことだった。

「みなとくんのほっぺた、ぃただぃちゃった♪」

　湊はキスされた箇か所しよに触れてみた。

　柔らかかった、柔らかかった、柔らかかった……。

　初めてのキスの感触が脳のう内ないで蘇よみがえり、反復する。

「お兄ちゃん、何デレデレしてるの！」

「ハッ！」

　湊が我われに返ると、目の前には怒いかり心しん頭とうの有栖が仁に王おう立だちしていた。

「どうしてこうお兄ちゃんは可愛かわいい子を見ると……」

「お、落ち着いてくれ、有栖！　これは俺おれからしたわけじゃないぞ！」

「言い訳なんて聞きたくない！」

「ひぃぃ！　ビ、ビンタだけは勘かん弁べんを[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　湊はこれから来るだろう衝しよう撃げきに備えて防ぼう御ぎよ態たい勢せいを整えた。しかしやってくるべき攻撃は来なかった。

　湊は恐おそる恐おそる目を開けた。すると有栖は唇をきつく嚙かみ締しめ、固まっていた。

「あ、有栖……？」

「何……？」

「ビンタ、しないのか……？」

「……しないもん。……好きだから」

「有栖……」

　湊は罪ざい悪あく感かんに襲おそわれた。そしてできたばかりの恋人に見せるべき姿ではなかったと反省した。

「有栖、俺……もうちょっとちゃんとする──はぅ！」

　湊は突とつ如じよ背せ中なかから二つの膨ふくらみを感じた。

　これは間違いなく──胸むねの感触。しかもまだ成せい熟じゆくしきっていない、だからこそ甘かん美びな感触を持っている。

「こ、小こ萌もえちゃん……？」

　湊みなとが腰こしを回転させると、背せ中なかから抱きついている小萌の姿が見えた。

「先せん輩ぱい、別に恋人にして欲しいなんて言いません。でもほんの少しだけでいいので、私も見て欲しいです……」

「そぅそぅ、ありすゎケチなのょ」

　今度は瞳ひとみが近寄ってくると、湊の右みぎ腕うでを胸むねの谷間に挟んだ。

「うひょぉぉぉ！」

「そうかもねー。あ、言っておくけど、ミナトンはアタシとアリス、二人と付き合っているって解かい釈しやくで解決してるから」

　千ち湖こは湊の左腕を取り、瞳と同様に胸で肘ひじをホールドする。

「ふおおぉぉ！」

「お兄ちゃん……」

　ゆらり、と有あり栖すが一歩を踏ふみ出だす。

　脳のう天てんから邪じや気きを放ち、とぐろを巻いて天を突きささんばかりの勢いだ。

　そんなオーラをまとい、有栖は一歩、また一歩と湊に歩あゆみ寄よる。

　湊は両手を前に突き出した。

「お、落ち着こう、有栖！　俺おれが悪かった！　でも男である以上、こうなっちゃうんだよ！　いやホント、悪いと思っているんだ！　だから──」

「お兄ちゃんの……お兄ちゃんの……」




「馬ば鹿かぁぁぁぁ────！」

「やっぱりこうなるのぉぉ────！」




　二人の声は木霊こだまし、山の中へと消えていった。










　あとがき




　どうも二に丸まるです。このたびは「女の子は優やさしくて（以下略）」の三巻をお買い上げいただきありがとうございます。




　今巻は最終巻ということで、ここまでお付き合いいただいた読者の方々には感かん謝しやの想おもいでいっぱいです。本当に、本当にありがとうございます。




　今の心しん境きようとしましては、「完結してよかったぁ」という気持ちが強いです。

　このシリーズは非常に難産でした。そして産まれてからも前作とはほぼ逆のコンセプトだったり、今まで書いたことがないタイプの主人公だったりしたため、闇やみの中を手て探さぐりしながら進んでいくような感じでした。

　それでもここまでたどり着けたのは、編集者の粂くめ田た様、小お野の寺でら様、イラストレーターのモフ様、そして読者の方々のおかげです。

　皆様一人一人の力があって、作品を書き続けることができました。この場を借りてお礼申し上げます。




　さて、次に書く作品ですが、どうなるんでしょう。いろいろ書きたい作品はあるのですが、どれがまとまるかわからない感じです。

　ただ作品のタイプとしてはこのシリーズとも前作とも違うものになるかな？　と思っています。電でん撃げき文ぶん庫こではなく、メディアワークス文庫に突とつ撃げきする可能性も十分あります。

　毎回作品のタイプが変わると過去の作品を気に入ってくださった方々にフィットしにくいところがあり、その点は大変申し訳ないと考えております。

　あらすじやタイトルを見て好みと違っているなと感じた方々はお気をつけください。それは二丸がまた違うことをやろうとしている合図です。

　ただタイプは違うとはいえ、また違う作品でお会いできればこれ以上嬉うれしいことはありません。常つねに全力投球で頑がん張ばっていきますので、何なに卒とぞよろしくお願いいたします。




　最後にもう一度、私を応おう援えんし、支えてくれたすべての人に心よりの感謝を。





二〇一四年　五月　　二丸修しゆう一いち　
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二に丸まる修しゅう一いち

岐阜市生まれ。岐阜市在住。

昭和56年６月６日に誕生し、生まれながらにして獣の数字「６６６」を背負った悪のエリート。おかげで両親から心配された（実話）が、すくすくと成長。現在はライトノベルによって悪を広める活動に邁進中。
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イラスト／モフ

女の子は優しくて可愛いものだと考えていた時期が僕にもあったっていうか今でもそう思っていますし女の子大好きなんでだれか僕のとこに来てくださいお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「二丸修一先生」係

「モフ先生」係











本書は書き下ろしです。
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女おんなの子こは優やさしくて可愛かわいいものだと考かんがえていた時じ期きが俺おれにもありました3
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